
３）任海宮田遺跡�期：９世紀後半（第４図）

C１４地区 SI０４・０５・０６、C２０地区 SI０７・０８、C２２地区 SI０１・０２・０７の出土土器群である。

須恵器は杯蓋 a・b、杯 Aa、皿 Ab がある。杯蓋 a・bは技法２により、口縁部は形態�～�がある。

杯蓋 aの扁平となる。杯Aaは小径の底部から、直線的な口縁部が浅く開く、技法２となる。皿Ab

の底部は技法３による。

土師器は椀Aa・Ab・B、皿A・B、鉢 B、小型甕、長胴甕、堝がある。椀Aa・Ab は器高が高く、

底径は小さい。底部は技法５・６による。椀Bは口縁端部が外反する器形を呈する。皿A・Bの底

部は技法６による。小型甕は主に技法１０で、技法１２も認められる。長胴甕は技法８・９による。堝は

胴部に張りが無い。甕類の口縁部は形態 b１・２・４、d、e１、f１があり、形態 f１は小型甕のみに

認められる。
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第２図 任海宮田遺跡�期の土器
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４）任海宮田遺跡�期：９世紀末～１０世紀初（第４図）

C１４地区 SI０３、C２０地区 SI０４、C２２地区 SI０３の出土土器群が相当する。

須恵器は杯蓋 b、杯Aa がある。杯蓋 bは技法２・３があり、口縁部は形態�となる。杯Aaは底

径が小さく、直線的な口縁部が浅く開いて立ち上がる。

土師器は椀Aa、皿 B、小型甕、長胴甕がある。椀Aaは器高が低くなり、底径はやや大きくなる。

法量の大きいものには高さのある器形も存在する。皿Bは前期よりも器壁が厚めで、底径も大きめ

となる。小型甕は技法１０・１１があり、長胴甕は技法９となる。口縁形態は形態 c、d、e１・２、f２が

ある。形態 c、f２は小型甕のみにある。

５）任海宮田遺跡�期：１０世紀前半～中頃

C地区では竪穴住居などの遺構から、まとまって当該期の遺物は出土しなかった。

B地区出土の土器群では、当期の須恵器は杯Aa、杯 Ba 等があり、杯Aaは口縁部が浅く開く形態

となり、杯Ba は椀形態に近くなる。土師器は椀Aa、皿 A、小型甕、長胴甕などがある。椀Aaは�

期より器高が低くなり、甕類の口縁部は外側に肥厚する形態となる。こうした椀形態となる杯Ba や
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第３図 任海宮田遺跡�期の土器

109



１６５０ １６６０

１６５１ １６６１

１６９４

１６５５ １６８６

１７３２

１６５４

１７３３

１６９８
０７５９

１６８４
０４４９

１７０１０４４８

１６８７

１２１９�期
0 20� ０７６２

１１６２
０７２６

０７２５
１７１８

１１８３

１７０８

１１８９
０７３２

１７１１

１７１５

１１９２�期 １１７９

第４図 任海宮田遺跡�・�期の土器

110



口縁部外側が肥厚する長胴甕は、C地区出土の土器では確認されない。このことから、C地区では任

海宮田遺跡�～�期において、主要な遺構は変遷するものと考えられる。

B 遺構変遷

古代の遺構としては、竪穴住居５１棟、掘立柱建物１棟の他、土坑や溝などが検出された。ここでは

主に建物について、時期区分により設定した土器群の出土や、遺構の重複関係などから遺構変遷を想

定した。C地区において古代の遺構を検出した調査区は、東西で大きく二つのまとまりで捉えられる。

C６～１１、１３・１５、１４・２３地区の西側調査区と、C１８～２２地区で構成される東側調査区である。遺構

変遷は、この二者に分けて示していく。

（�）西側調査区（第５図）

�期

〈古段階〉

古段階の遺物がまとまって出土した竪穴住居はなく、C９地区 SD００１西側のテラス状部分から出土

した土器群が�期古段階に相当する。その出土位置から、当段階で SD００１はかなり埋没していたこ

とが分かる。また、C８地区 SD００１でも覆土上層から当段階の遺物が出土するが、特定位置に集中す

る傾向はない。両溝とも、�期以降の遺物も出土することから、浅い溝として存続していたと考えら

れる。調査区外に当段階の建物群が存在する可能性もある。

〈新段階〉

竪穴住居にはC１１地区 SI０１・０２、C１３・１５地区 SI０１、C１４・２３地区 SI０２・０７・０８がある。また、C

６地区 SD００１・００２、C１３・１５地区 SD００１、SK００２も新段階に該当する。

C６地区 SD００１・００２は当期の遺物も出土するが少ない。�期までの遺物の出土があり、主体はそ

ちらに近いと考えられる。

C１３・１５地区には SI０１があり、隣接する SD００１、SK００２からも当期の遺物が出土する。SK００２の付

近には、ウマ上下顎臼歯が出土した SX０１が確認される。SX０１の時期は判然としないが、周囲の遺構

は SK００２のみであり、同様な時期を想定する。

C１４・２３地区には SI０７・０８がある。重複関係から SI０７が新しいが、いずれも当期におさまる。

�期

竪穴住居にはC９地区 SI０１・０２、C１０地区 SI０１・０２・０３、C１４地区 SI０１がある。C８地区 SD００１、C

９地区 SD００１も存続する。

C８地区 SD００１北岸の東側では、当期の須恵器杯類の他、�・�期の遺物が混在して出土する。

C９地区には SI０１・０２がある。重複していないが、近接しており併存しないと思われる。SI０１・０２

に近い SD００１南岸の東側では�～�期の遺物がまとまって出土している。�期の所産である須恵器

杯類には、「家成」・「斐家成」・「庄」などの墨書土器がある。

C１０地区 SI０１～０３は、重複関係から SI０１が SI０２より新しい。SI０２・０３は出土遺物が少なく、時期が

不明確で、�期新段階も含めて考えられる。

C１０地区では包含層中から奈良三彩火舎や鉄鉢形の土師器鉢A、有高台で深身となる深椀の出土が

あり、他の地区にはない特徴となる。それらの時期は、竪穴住居が�期新段階～�期となることから、

同様の時期が想定される。ただし、奈良三彩は平安時代には生産が衰退する（井上１９９８）ことから、

８世紀後半～末頃の所産と思われる。今回の�期古段階に相当し、C１０地区の建物群よりもやや古い

こととなる。最終的な廃棄の下限が�期であったと考えておきたい。また、土師器鉢A類の出土は
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C１０地区を中心に、C８地区 SD００１にも認められ、両者の関連が強いことを示す。しかし、C８地区 SD

００１は後述するように�期まで存続する可能性が高く、C１０地区に建物群が無くなった後も、何らか

の活動が行なわれていた場所であったと考えられる。

C１０地区包含層出土で、当期の須恵器杯Aに「斐」の墨書が認められる。

C１３・１５地区 SD００１は当期の遺物も含むことから、存続していたものと考えられる。出土遺物には

「斐」と墨書された須恵器杯Aaが含まれる。

�期

竪穴住居にはC１４地区 SI０４・０５・０６がある。他にC８地区 SD００１、C１３・１５地区 SK００１、C７地区

SX０１、C１０地区 SX０１も当期となる。

C７地区 SX０１は須恵器甕Aと土師器椀Bの廃棄が行なわれた。隣接する溝 SD００１も同様の時期と

考えるが、調査区内には他の遺構はほとんど検出されず、集落の縁辺であったと考えられる。

C８地区 SD００１は当期まで存続し、出土した当期の土器に「成」・「西家」の墨書が確認される。

特に SD００１北岸の東寄りでは、当期の土器群が多く出土する。その中には、糸切り未調整である土

師器椀や須恵器杯Aがあり、それらと共に小型堝Aが含まれる。小型堝Aの形態は、堝を小型化し

たものだが、底面は小さな平底にしており、普遍的に確認される器種ではない。県内に類例を求める

と、南太閤山�遺跡出土の８世紀第２～４四半期の土器群に存在する（富山県教育委員会１９８５）。平

底であるが、今回出土した小型堝Aに比べて底部は丸みを帯びている。報文中では甕に分類され、

都城における人面墨書用土器の模倣形態との指摘がある。また、SD００１では鉄鉢形態の土師器鉢Aも

共伴している。仏器模倣である鉄鉢形土器の生産は、須恵器であるが上末釜谷４号窯第２次操業でも

確認されている（富山大学人文学部考古学研究室１９８９）。比定される９世紀第３四半期においても、

そうした器種が存続していたことを示す。加えて、上末釜谷４号窯第２次操業の須恵器鉄鉢には、小

型堝Aに器形が類似したものがある。ただし、体部や口縁部の立ち上がりが強い点や、底径がやや

大きくて糸切り痕を残す点が異なる。この様に、小型堝Aは器形的には８世紀後半代である南太閤

山�遺跡の類例に近いものの、共伴する遺物からは９世紀後半頃とする方が妥当であると思われる。

その機能については、通例出土しない器種であることや、特異な出土状況から日常的に用いられる煮

炊具では無い可能性が高い。また、隣接するC１０地区では�～�期を中心に、奈良三彩火舎や土師器

鉢Aの出土があり、仏教的な活動が推測される。その一連の行為の中で、C８地区 SD００１での遺物の

廃棄も行なわれたと考えるならば、小型堝Aもそうした役割を担っていた可能性があろう。そして、

それは�期まで存続していたことを示している。

C１０地区 SX０１は「成」の墨書土器が集中出土した地点で、周囲には焼土が集中する SX０２がある。

SX０２の時期は、出土遺物には�期以前の須恵器があるものの、破片資料であり判然としない。SX０１・

０２の周辺には他の遺構は分布しておらず、関連が強いと考えられ、同様な時期と考えた方が良いと思

われる。なお、C１０地区では人面墨書の可能性がある土師器小型甕が１点出土している。小破片であ

るため時期は不明であるが、調査区の土器様相から�期が下限と考える。県内における人面墨書土器

は、「すべて溝跡からの出土で木製祭祀具が伴う」（堀沢２００３）とされ、官衙遺跡との関連が強いと指

摘されている。任海宮田遺跡自体や周辺遺跡において、官衙など公的な施設が存在していたかは明か

でない。また、小破片１点のみで、人面墨書であるかどうかも明瞭でない資料であるため、律令的な

祭祀が行なわれたと確定するのは、現時点では躊躇われる。

C１３・１５地区 SK００１には当期の土師器長胴甕が埋設される。その位置から、SD００１が当期まで存続
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第５図 C地区西側調査区遺構変遷 �・�期
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し、それを意識したものと考えられる。

C１４・２３地区 SI０４・０５は�期の SI０３に切られるため、重複関係は明らかではない。その配置から同

時併存しなかったと考えられ、少なくとも２時期に細分される。

�期

C１４・２３地区 SI０３のみが単独で存在する。

C６地区 SD００１・００２は当期までの遺物を含み、最終的な埋没をむかえる。�期のC７地区 SX０１の

様に、古代における遺構の広がりの西端に位置する。C６・７地区に近接した調査区外に建物群を想

定することもできるが、集落の縁辺部で意図的に遺物の廃棄を行なっていた可能性もある。

（�）東側調査区（第６図）

�期

〈新段階〉

C１９地区 SI０１～０４、C２０地区 SI０１・０９、C２１地区 SI０１、C２２地区 SI０４～０６・１６・１７が相当する。東

側調査区では、�期古段階の遺物がまとまって出土した遺構はなかった。

C１９地区では３棟が重複する。SI０１が SI０２・０３より新しく、少なくとも２時期に細分される。SI０４

は出土遺物では時期は不明であるが、�期の SB０１により切られており、SB０１構築時にはすでに埋没

していたと思われる。SI０１～０３と同様の時期と考えておきたい。

C２０地区には SI０１・０９がある。他に SD００１からも当段階の遺物が出土するが、後述するように�期

以降の遺物が多く出土している。

C２１地区では SI０１のみがある。SI０１の埋没後にさく状遺構が形成されることから、それらは�期以

降に相当すると考えられる。

C２２地区では調査区の北西側に竪穴住居が分布する。SI０４～０６は近接して位置しており、少なくと

も２時期に細分されるが、前後関係は不明である。SI１６・１７も同様である。

�期

C２０地区 SI０３・０５・０６、C２２地区 SI０８・０９・１０・１１・１２・１３・１４・１５が相当する。

C２０地区では竪穴住居３棟の他に、SD００１からも当期の遺物が出土する。SD００１から出土した須恵

器杯類を見ると、口縁部は直線的に外傾するものの、底径はやや大きい。また、糸切り痕を残すもの

は少ない傾向があり、当期に相当するものが主体となる。その中には「縄足」と墨書されたものが多

く含まれる。さらに、土師器椀で「縄足」の墨書があるものは、体部下半から底部にかけて回転ヘラ

ケズリで調整が加わるものが多く、やはり当期の特徴を示している。このように、�期では須恵器を

中心とした遺物の廃棄行為が行なわれ、特に「縄足」の墨書が含まれていることが特徴となる。ここ

で、SD００１出土の供膳具を破片数で見ると、須恵器が１１２６点、土師器（赤彩・黒色含む）が２３６７点と、

およそ１：２の比率で土師器が多い。また、土師器椀には�期の特徴を持つものも含まれる。このこ

とから、土師器の椀類が主要な供膳具となる�～�期まで SD００１への遺物の廃棄が続いたと考えら

れる。

C２２地区では調査区南側に建物群が集中する。重複関係から SI１４＞SI０９、SI１１＞SI１２＞SI１０の順が

あり、少なくとも３時期に細分が可能である。また、調査区中央の SI１５は�期の SI１６・１７と重複し、

それらを切る。SI０８からは「縄足」の墨書が出土し、包含層で出土した「墾田」の墨書土器も当期に

相当する。
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第６図 C地区東側調査区遺構変遷
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�期

C１８地区 SI０１・０２、C２０地区 SI０７・０８、C２２地区 SI０１・０２・０７がある。

C１８地区 SI０１・０２は出土遺物が少なく、時期が判然としない。土師器長胴甕の特徴から SI０２は当期

であると推定した。SI０１については、当期としておくが、SI０２と近接することから併存しないものと

思われる。包含層出土の遺物が�～�期を主体とすることから、�期も含めた変遷が可能かもしれな

い。

C２０地区では SI０７と SI０８が重複する。SI０７が新しく、少なくとも２時期に細分される。いずれも遺

構の遺存状況が悪く、建物の詳細は明らかでない。SD００１では、先述のように�期以降は土師器椀類

を主体とした遺物の廃棄が行なわれる。また、当期の須恵器杯類には「縄足」とともに「貳」の墨書

が認められる。土師器椀類には墨書はほとんど認められない。

C２２地区では、SI０２からは多くの土師器椀類が出土する。出土状況からは２回ほどに分けた廃棄が

あるようだが、土器の形態に明瞭な違いはなく、短期的な差であったと考えられ、一括して当期の土

器群の指標となる。SI０７は�期の SI１１・１２と重複し、それらを切る。また、C２２地区の西側ではさく

状遺構が検出されており、それらは�～�期の竪穴住居群が埋没した後に形成されている。�・�期

との竪穴住居とは重ならないことから、併存する可能性がある。

�期

C１９地区 SB０１、SA０１、C２０地区 SI０４、C２２地区 SI０３がある。

C１９地区では掘立柱建物 SB０１とそれに付随する柵列 SA０１がある。SB０１柱穴出土の遺物には�～�

期の遺物が混入し、SA０１柱穴からは当期に相当する土師器椀Aaの出土がある。後者の時期を採用し、

当期に該当させた。また、包含層から出土した土師器椀Aaに「城長」の墨書がある。器高が低く、

底径が大きいという特徴から、当期に比定される。

C２０地区では SI０４から出土した土師器椀Aの底部破片に「□長」の墨書があり、「城長」である可

能性がある。また、包含層出土の土師器椀Aa（１５６１）にも「城長」があり、器形の特徴から当期に

比定される。SD００１は当期までの出土遺物があり、最終的な埋没をむかえる。

C２２地区では SI０３が単独であり、�期からさく状遺構が存続していた可能性がある。

（２）古代の建物について
A 建物棟数の分布・密度

任海宮田遺跡C地区で検出された建物は竪穴住居５１棟、掘立柱建物１棟であった。時期別の棟数

を見ていく（表１）。竪穴住居は�期：１８棟、�期：１７棟、�期：１０棟、�期：３棟、不明：３棟で

あった。掘立柱建物は�期に１棟のみが確認される。

竪穴住居の棟数を東・西の調査区で示す（表２）。西側調査区で�期：６棟、�期：６棟、�期：

３棟、�期：１棟となる。東側調査区では�期：１２棟、�期：１１棟、�期：７棟、�期：２棟となる。

棟数は各時期ともに東側調査区が、西側調査区の約２倍を示す。

竪穴住居の分布密度を、東・西に調査区で示す（表２）。密度は竪穴住居を検出した調査区の面積

に基づき、１，０００㎡毎の棟数を算出した。西側調査区では、�期：０．６、�期：０．６、�期：０．３、�期：

０．２棟／１，０００㎡となった。東側調査区では、�期：２．６、�期：２．４、�期：１．５、�期：０．４棟／１，０００

㎡となった。東側調査区が�～�期では約４倍、�期では５倍、�期では２倍の密度を示す。

以上のように、�期から形成された集落が、�期にかけて同様な規模で推移する。�期から減少傾
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向にあり、�期は単独の竪穴住居が散在し、掘立柱建物が伴う景観となるが、その後は存続しない。

特に東側調査区に棟数が多く、密度も高い傾向にある。これは、東側調査区ではC１９・２２地区などで

�～�期での竪穴住居の重複が多いことから、同時期内での建て替えが頻繁にあった結果であると考

えられる。

B 竪穴住居の面積・構造

（�）面積

最大面積の竪穴住居は、�期のC２０地区 SI０３で１３．７２㎡を測る。最小面積については�期のC２０地

区 SI０７が５．３㎡となるが、遺存状態が悪く本来の規模を示していないと思われる。他に７㎡以下の竪

穴住居が数棟あるが、遺存状況を加味すれば、�期のC１４・２３地区 SI０２の７．１㎡を最小面積とした方

がよいと思われる。最大面積の竪穴住居も一辺４mに満たない規模で、一般に小型の竪穴住居とさ

れるが、その中でも最大面積は最小面積に対して約１．９倍の値を示し、規模の違いがあったことが分

かる。なお、掘立柱建物C１９地区 SB０１は３５．２８㎡の面積で、竪穴住居の最大面積の約２．５倍となる。

ここで、各期における最大・最小面積を比較してみる。先述したように、７㎡以下を除いて考えて

みると、�期以外で最大・最小面積の対比率を求めることができる。最小を１とすると、�期では最

大：最小＝１．９１：１、�期は１．７４：１、�期は１．３２：１となる。時期が下るにつれ、規模の差が縮ま

っていく傾向が分かる。

この様に、一般に見て規模の小さな部類に入る竪穴住居で集落が形成されているが、その中にも、

ある程度の規模の違いがある。東西の調査区毎に規模を、小型（９㎡未満）・中型（９㎡以上１２㎡未

満）・大型（１２㎡以上１５㎡未満）の３つに区分して構成比を見ておきたい（グラフ１）。�期では東・

西の調査区に大・中・小型の構成があり、比率も類似する。�期では東側調査区に大型が残り、西側

調査区は中・小型で構成される。�期には大型は無くなり、東は中・小型、西は小型のみとなる。�

期には東は中型のみとなる。すなわち、わずかな面積の違いではあるが、�期から�期にかけて建物

群構成が単純化し、�～�期では東側調査区に規模の大きな竪穴住居が残る様相が窺える。

表１ 任海宮田遺跡C地区古代建物変遷表

表２ 竪穴住居棟数・密度一覧表 グラフ１ 竪穴住居の時期・規模別構成比

西側調査区 東側調査区
時期区分 C８ C９ C１０ C１１ C１３・１５ C１４・２３ C１８ C１９ C２０ C２１ C２２

�期 SI０１ SI０１ SI０２ SI０７ SI０１ SI０２ SI０１ SI０１ SI０４ SI０５ SI０６
SI０２ SI０８ SI０３ SI０４ SI０９ SI１６ SI１７

�期
SI０１ SI０１ SI０１ SI０３ SI０８ SI０９ SI１０
SI０２ SI０２ SI０５ SI１１ SI１２ SI１３

SI０３ SI０６ SI１４ SI１５

�期 SI０４ SI０５ SI０１ SI０７ SI０１ SI０２ SI０７
SI０６ SI０２ SI０８

�期 SI０３ SB０１ SA０１ SI０４ SI０３
不明 SI０１ SI０９ SI０２

棟数 西側 東側 合計
�期 ６ １２ １８ 棟数

０．６ ２．６ １．２ 棟／１，０００㎡
�期 ６ １１ １７ 棟数

０．６ ２．４ １．１ 棟／１，０００㎡
�期 ３ ７ １０ 棟数

０．３ １．５ ０．７ 棟／１，０００㎡
�期 １ ２ ３ 棟数

０．１ ０．４ ０．２ 棟／１，０００㎡
不明 ２ １ ３ 棟数

０．２ ０．２ ０．２ 棟／１，０００㎡
合計 １８ ３３ ５１ 棟数

１．７ ７．３ ３．４ 棟／１，０００㎡
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（�）平面形

長軸・短軸の値を基に散布図を示す（グラフ２）。長軸：短軸が１：１に近い方形基調の竪穴住居

と、１：１．３に近い長方形気味となる竪穴住居があり、後者がやや多い傾向にある。ただし、時期毎

や東西の調査区によって特徴となる傾向は無いようである。

（�）貼り床

５１棟の竪穴住居の内、１５棟に貼り床が確認された（グラフ３）。各時期で貼り床のある棟数は�期：

２２％、�期：４１％、�期：１０％、�期：６７％を占める。�期と�期にやや高い傾向がある。

貼り床の有無を規模別に示す（グラフ４・５）。�～�期にかけては、規模の大小に応じて貼り床

の有無があったとは言えない。�～�期では、小型よりも中型に貼り床が設けられる傾向がある。

（�）柱穴・屋内土坑・その他

柱穴はC１３・１５地区 SI０１で確認されたのみである。また、竪穴内で確認されたカマドや柱穴以外

の遺構は、C９地区 SI０２、C１９地区 SI０２、C２０地区 SI０１、C２２地区 SI０２・０３で大小の土坑が確認され

たに過ぎない。いずれも柱穴あるいは貯蔵穴などの性格をもつか判然としない。また、今回確認され

た竪穴住居には、いわゆる壁周溝とされる竪穴壁面に沿った溝も皆無であった。壁周溝は壁面への板

材設置に関わると考えられるが、任海宮田遺跡C地区の竪穴住居では、壁材を備えていなかったの

か、あるいは別の方法を用いたのかもしれない。いずれにしても、壁周溝を掘削しないという簡易な

手法が取られていたことになる。

C カマド

（	）構築位置

カマドが構築される壁面の方位を示す（グラフ６）。�期から�期へ東壁が減少し、西壁が増加す

る。�期は南壁が半数を占め、東壁がなくなり、北壁での構築が認められる。�期では北・東壁が半

数ずつとなり、�～�期まであった南・西壁への構築が無くなる。

壁面に対するカマドの構築位置（グラフ７）は、左寄りが１０棟、中央が５棟、右寄りが１１棟となる。

左・右寄りがそれぞれ約４割と拮抗し、中央は約２割に止まる。壁面の方位毎では、北壁は右・左寄

り、東・南・西壁は各位置で構成される。中央は東壁でやや多い。左寄りは、東・南・西・北壁の順

で比率を高める。右寄りは、東・南壁でおよそ半数を占める。

時期別に見ると（グラフ８）、�～�期は右・中央・左の各位置があり、構成比率もほぼ等しい。

�期には右寄りが約７割に増加し、残りが左寄りとなる。�期では中央と左寄りが半数ずつとなる。

竪穴住居の規模毎に見ると（グラフ９）、中型で中央に構築される事例が無く、右・左寄りが半数

ずつを占める。小・大型では各位置に構築され、その比率も同様の傾向となる。

以上から、右寄りは�期を中心に各壁方位にあるが、東・南壁にやや多い。中央は�期を中心に、

東壁にやや多くある。左寄りは北壁に多く、各時期に分散する。また、カマドの構築位置は竪穴規模

に影響されていない。こうした傾向はあるが、各時期におけるカマド構築壁や位置の組み合わせは複

雑で、明瞭な変化の様相は把握しにくい。おそらく、カマドの位置は、分散した各竪穴住居群内での

建物配置や構築順などに応じて決められていたと思われる。各竪穴住居群での検討が必要であろうが、

遺存状況によりカマドの有無自体が分からない場合も多く、いくつかの事例を示すに止めたい。

C９地区 SI０１・０２は�期で西壁にカマドがあり、SI０１は中央、SI０２は右寄りに位置する。同時併存

しないと思われ、前後関係は不明だが構築壁面は共通する。

C１４・２３地区では SI０１～０７があり、�～�期まで変遷する。�期では SI０８から SI０７への建替えが
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グラフ２ 竪穴住居の時期別平面形

グラフ４ 貼り床有り竪穴住居の時期・規模別構成比

グラフ６ カマド構築壁方位（時期別）

グラフ８ カマド位置（時期別）

グラフ３ 竪穴住居の時期別貼り床有無

グラフ５ 貼り床無し竪穴住居の時期・規模別構成比

グラフ７ カマド位置（壁方位別）

グラフ９ カマド位置（竪穴住居規模別）
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あり、西壁右寄りが継続する。しかし、同時期の SI０２は東壁左寄りとなる。SI０２と重複する�期の SI

０１は東壁右寄りとなり、壁面を維持しつつ、配置を変える。�期では SI０４～０６の３棟があるが、SI

０４で西壁左寄り、SI０６で南壁右寄りとなり、壁面の統一性は崩れる。�期では SI０４のみで、東壁中

央となる。いずれにしても、時期の移行段階で、壁面が替わる傾向があると言えよう。それを踏まえ

れば�期内における状況も、さらに小期が分れる可能性を示唆している。

C２０地区では�期に SI０３・０５で、ともに東壁にあるが、SI０３は右寄り、SI０５は中央となる。

C２２地区は�～�期まで変遷する。�期では SI０４で東壁右寄りに位置している。�期は調査区南側

に７棟が集中し、その内、SI０８・０９は南壁で、SI０８は左寄り、SI０９は右寄りに位置する。SI１０・１３は

西壁左寄りと共通する。これら南側の竪穴住居群はいくつかの小期に分れると考えられ、そうした変

遷毎にカマドの位置も変化したと考えられる。�期では SI０１が南壁右寄り、SI０２が北壁右寄りで共

通しない。�期には SI０３が北壁左寄りに位置する。

以上の様に、時期が推移する際にカマドの構築される壁面や位置は、新たに竪穴住居が構築される

際には、前段階とは違った配置を選択される傾向がある。また、�・�期は各期の建物群内で壁面を

共通させる傾向が把握された。こうしたあり方は、周辺遺跡での検討の中で９世紀代の様相として捉

えられる（青山２００１）。今回の竪穴住居も９世紀代に変遷するもので、特に�期以降の９世紀後半代

では、建物群のなかでもカマド位置の共通性が崩れていくことが窺えた。

（�）構造

１）補強材

検出された５１棟の竪穴住居の内、カマドは２６棟で確認され、残る２５棟での有無は不明であった。２６

基のカマドの内、礫による袖部の補強が１２基、礫の抜き取り穴が１基に検出された。１３基では遺存状

況が悪く、構築時に補強材が用いられたかは判然としない。礫による補強がなされたカマドには、時

期や地区などで特に集中する傾向は認められない。しかし、竪穴規模では中・大型に確認される。小

型ではカマドが確認されても、補強材の有無は全て不明である。中・大型の竪穴住居に比べて、より

簡易な構造で、補強材も使用していなかった可能性も考えられる。

また、C９地区 SI０２のように削平により竪穴自体の遺存状況が悪く、カマドの遺存状況も不良とな

り、構造が明らかにならない場合と、C１０地区 SI０３のように竪穴の深さもある程度残り、全体的な遺

存状況はさほど悪くなくとも、カマドの遺存状況は不良となる場合がある。後者のようなカマドにつ

いては、意図的な解体などの要因を考える必要もあろう。

２）支脚位置

カマドに設置する煮炊具の底面を支えるための支脚は、C１３・１５地区 SI０１のみで確認された。その

位置は、カマドが設置された壁面のライン上にある。煮炊具を据える位置が、竪穴壁面と同一線上で

あったことを示す。竪穴外も屋内空間として、ある程度確保される必要があったと考えられる。また、

支脚は確認されなかったが、袖部の補強材となる礫の位置や、燃焼部に形成された焼土の範囲から、

C１４・２３地区 SI０１・０４でも竪穴外の空間が必要であった可能性がある。この様に、一部の竪穴住居に

は、竪穴外も屋内空間として利用するための上屋構造があったものと思われる。

（３）須恵器・土師器の胎土分類について
報告書に収録した須恵器・土師器については、胎土の分類を行なった。須恵器は�～�群、土師器

は�～�群に分類される。分類の基準は、任海宮田遺跡B地区の報告時と同様である。ここでは、
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それらの構成比率や、自然科学的な胎土分析との比較を行なっていく。

まず、須恵器・土師器の胎土分類について示す。任海宮田遺跡B地区の報告ではカラー図版を用

いて器面や断面を示しているので、視覚的な凡例としてはそちらを参照されたい。

〈須恵器〉

�群：胎土はやや粗く、砂気が強い。断面は薄い灰色を呈する。

�群：胎土はきめ細かく、断面は青灰色を呈し、白色細粒が混じる。

�群：胎土は非常にきめ細かい。断面は赤みを帯びた褐色、器面は黒褐色を呈する。大粒の白色粒

が混じる場合がある。

�群：器面・断面は白みがかった明灰色を呈する。還元不十分な、生焼けの製品である可能性もあ

るが、一定量出土する。

�群：胎土が練り込んだような層をなす。断面は灰色もしくは赤みを帯びる。やや大きめの白色粒

と黒色粒が混じる。

�群：胎土はやや砂っぽい。断面は薄い灰色を呈する。黒色粒の混入が多く、焼成時に黒色粒が発

泡し、穴が開いている場合がある。

�群：胎土は非常に粗い。大粒の砂粒が混入する。C地区では該当する個体は確認されなかった。

〈土師器〉

�群：胎土は粗く、軟質。断面は灰黄色を呈する。赤彩土師器・黒色土器にも多く認められる。

�群：胎土は細かく、断面は黄白色を呈する。赤彩土師器・黒色土器にも多く認められる。

�群：胎土の特徴は�群に類似するが、黒色粒が多く含まれる。

�群：胎土はきめ細かく、硬質。断面は橙色を呈する。

�群：胎土は粗く、断面は肌色を呈する。赤色粒を多く含む。

A 胎土群の傾向

（�）須恵器（第７図）

全体では多い順に�群：６５．４％、�群：１７．６％、�群：８．４％、�群：５．１％、�群：２．８％、�群：

０．７％となる。

供膳具でも、同様の順となる。比率も�群：６６．９％、�群：１５．２％、�群：８．４％、�群：６．０％、

�群：２．５％、�群：０．９％となり、大きな変化はない。供膳具内を器種毎に見ると、�群が主体とな

る傾向はかわらないが、皿では�群の比率がやや高い特徴がある。

貯蔵具では、�群：５９．０％、�群：２７．８％、�群：７．８％、�群：３．９％、�群１．５％となる。�群

の比率が多くなり、�群もやや多くなる。�群の比率が低くなり、�群は認められない。貯蔵具を器

種毎に見ると、鉢は�群のみで構成され、甕では�群の比率が高いという特徴がある。

地区毎に胎土群の構成比を見ると、�群の比率はC１０・１１地区とC２１地区で高めとなる。これらの

地区の建物は�期までで途絶する。逆に�・�期まで建物や溝が確認される地区では�群は比較的少

なく、�・�・�群が比率を高める傾向があり、特にC６・２２地区で顕著である。このことは、�・

�群が、時期区分の�・�期と関連が強いことに起因すると考えられる。つまり、�・�群の製品に

ついては、杯蓋の形態からは８世紀前半頃の時期が想定されるが、その他の器種や技法からは９世紀

後半以降の所産であるものが多く、�・�期に相当するためである。

（	）土師器（第８図）

全体では多い順に�群：７３．６％、�群：１０．３％、�群：８．４％、�群：６．５％、�群：１．２％となる。
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�群が卓越し、�・�・�群の比率は大きな差はなく、�群はごくわずかである。

供膳具では�群：６３．６％、�群１５．５％、�群：１１．９％、�群：７．１％、�群：１．９％となる。�群の

比率がやや低下し、他の各群がそれぞれ比率を高める。供膳具内で、土師器・赤彩土師器・黒色土器

での胎土群の比率を見てみると、土師器では�・�群の割合が低くなり、他の群がそれぞれ比率を高

める。逆に赤彩土師器では�群の比率が高くなり、�・�群でほぼ半数ずつを占める。また、黒色土

器は�群が８８．０％と高い比率を示す。赤彩土師器では�・�群、黒色土器では�群の胎土となる傾向

が強い。

煮炊具では�群：８９．８％、�群：５．６％、�群：２．８％、�群：１．８％となり、�群は認められなか

った。�群の比率が極めて高く、煮炊具の主体となっていたことが分かる。

地区毎に胎土群の構成比を見ると、いずれの地区も�群が多くを占める。また、�群はC６・７・

１０・２０地区で確認され、東側調査区にやや多い傾向がある。

�・�群については、任海宮田遺跡B地区の報告時に行なった胎土分析と出土のあり方から、B６

須恵器胎土群：地区別構成比率

須恵器胎土群：構成比率

�群 �群 �群 �群 �群 �群 計
須恵器 ７０４ ３０ ９０ ５５ ８ １９５ １０８２ 点数
合計 ６５．１ ２．８ ８．３ ５．１ ０．７ １８．０ １００．０ ％
供膳具 ５８０ ２２ ７３ ５２ ８ １３２ ８６７ 点数
合計 ６６．９ ２．５ ８．４ ６．０ ０．９ １５．２ １００．０ ％

杯蓋１３５ ６ １１ ６ １ ４８ ２０７ 点数
６５．２ ２．９ ５．３ ２．９ ０．５ ２３．２ １００．０ ％

杯２８ ３ ５ ０ ０ ２ ３８ 点数
７３．７ ７．９ １３．２ ０．０ ０．０ ５．３ １００．０ ％

杯 B１０９ ５ ２０ ９ ０ ４１ １８４ 点数
５９．２ ２．７ １０．９ ４．９ ０．０ ２２．３ １００．０ ％

杯A２９１ ７ ３２ ３５ ７ ３８ ４１０ 点数
７１．０ １．７ ７．８ ８．５ １．７ ９．３ １００．０ ％

皿１６ １ ５ ２ ０ ３ ２７ 点数
５９．３ ３．７ １８．５ ７．４ ０．０ １１．１ １００．０ ％

その他 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 点数
１００．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０ ％

貯蔵具 １２１ ８ １６ ３ ０ ６３ ２１１ 点数
合計 ５７．３ ３．８ ７．６ １．４ ０．０ ２９．９ １００．０ ％

壺８２ ７ １２ １ ０ ５５ １５７ 点数
５２．２ ４．５ ７．６ ０．７ ０．０ ３５．０ １００．０ ％

鉢 ４ ０ ０ ０ ０ ０ ４ 点数
１００．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０ ％

甕３５ １ ４ ２ ０ ８ ５０ 点数
７０．０ ２．０ ８．０ ４．０ ０．０ １６．０ １００．０ ％

地区 C６ C７ C８ C９ C１０ C１１ C１３・１５ C１４・２３ C１８ C１９ C２０ C２１ C２２ 群合計

胎
土
群

�群 １１ ２０ ５３ ６９ ９２ １９ ２６ ２８ ２４ ９０ １８７ １７ ５１ ６８７
�群 ３ ０ ２ ２ ３ ０ ３ ０ ０ ３ ７ ０ ４ ２７
�群 １ ３ ３ １４ １１ ２ １ ３ ２ １２ ２１ １ １６ ９０
�群 １ ０ １４ ８ １ ２ ４ １ ２ １ １５ ０ ６ ５５
�群 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ０ ２ ８
�群 ７ １３ １２ １３ １４ ２ ７ １３ １１ ２７ ４４ ３ ２１ １８７

第７図 須恵器胎土群の構成比率
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地区の土師器焼成遺構との関連が強いことが示唆された。その出土率はB地区全体で、おおよそ１／

３とされている。C地区では�・�群は合わせて１６．８％と、１／５に満たない。焼成遺構の稼働時期

は９世紀後半から１０世紀初頭と考えられ、時期区分では�・�期に相当する。この時期の主な遺構は、

B地区では掘立柱建物８棟、竪穴住居１４棟があり、C地区では掘立柱建物１棟、竪穴住居１３棟がある。

竪穴住居の棟数には大差なく、掘立柱建物の棟数の差が、�・�群の出土量に関連するようである。

また、�・�群の分布を見ると、B地区ではB１・２・６地区の調査区域西側にほとんどが集中し、

C地区では各地区に�・�群のどちらかが確認される。B地区では西側に多く、C地区では全体に一

定量が供給されていたこととなろう。

B 胎土分析結果との比較

須恵器、土師器の分類した胎土について、化学的な分析による産地推定を行なった。分析資料とな

る須恵器は、胎土分類群毎にB・C地区から供膳具６点、貯蔵具４点の計１０点を基本に選び出した。

ただし、�・�群の須恵器は試料採取に適した資料が少なかったため、それぞれ７点、５点となった。

また、B地区出土の鳥形須恵器３点と焼台１点を加え、総計６６点を対象とした。さらに、C地区出

土の墨書土器３９点についても、文字群と胎土との関連を確認するため対象とした。

土師器胎土群構成比率

土師器胎土群：地区別構成比率

�群 �群 �群 �群 �群 計
土師器 ６３ ５５１ ４９ ９ ７７ ７４９ 点数
合計 ８．４ ７３．６ ６．５ １．２ １０．３１００．０ ％
供膳具 ５５ ２９５ ３３ ９ ７２ ４６４ 点数
合計 １１．９ ６３．６ ７．１ １．９ １５．５１００．０ ％

土師器６ １７９ ３３ ８ ６９ ２９５ 点数
２．０ ６０．７ １１．２ ２．７ ２３．４１００．０ ％

赤彩土師器 ４１ ４３ ０ ０ ２ ８６ 点数
４７．７ ５０．０ ０．０ ０．０ ２．３１００．０ ％

黒色土器 ８ ７３ ０ １ １ ８３ 点数
９．６ ８８．０ ０．０ １．２ １．２１００．０ ％

煮炊具 ８ ２５６ １６ ０ ５ ２８５ 点数
合計 ２．８ ８９．８ ５．６ ０．０ １．８１００．０ ％

地区 C６ C７ C８ C９ C１０ C１１ C１２ C１３・１５ C１４・２３ C１８ C１９ C２０ C２１ C２２ 群合計

胎
土
群

�群 ２ ０ ４ ６ ０ ０ ０ ０ １ ２ １２ ２４ １ ９ ６１
�群 １２ １１ ２５ ２４ ８４ ７ １ １３ ５７ ２４ ４５ １１７ ２１ ９８ ５３９
�群 １ ２ ２ ０ ７ ０ ０ １ ４ ６ １１ ９ ０ ６ ４９
�群 ２ １ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ７
�群 １ ３ ６ ３ ６ １ ０ ２ １２ ３ ５ １７ １ １３ ７３

第８図 土師器胎土群の構成比率
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ここでは、墨書土器を除いた資料について胎土分類と分析結果との比較を行い、墨書文字について

は後述する。分析結果は胎土分析研究会の三辻利一氏による報告を第二分冊２～９頁に収録している

ので、参照されたい。

分析結果では、化学的特性から須恵器・土師器ともにA～D群の４つの群（以下、分析A～D群と

表記）に分けられた。県内の須恵器窯跡との対応は、分析A群は該当が無く、県外産と推定されて

いる。分析B群は県西部の窯跡、分析C群は下条川右岸・左岸や栴檀野窯跡群などの県中央部の窯

跡群が、分析D群は上末窯跡群などの県東部が産地として推定されている。土師器に関しても、そ

れらの須恵器窯跡群付近で粘土を採取し、製作したものと想定される。ただし、分析B群では射水

丘陵東端に位置する向野池遺跡も含まれる。

この分析A～D群の比率や、肉眼観察による胎土群との対応関係を示しておく（第９図）。

（�）須恵器

分析結果による各分析群の比率は、分析A群：２５％、分析B群：３２％、分析C群：２８％、分析D

群：３％、不明：１２％であった。分析A・B・C群がそれぞれ３割前後を占めている。

須恵器：胎土群における分析群比率

土師器：胎土群における分析群比率

須恵器：分析群比率

土師器：分析群比率

胎土群（肉眼観察）
須恵器 �群 �群 �群 �群 �群 �群 	群 各分析群合計 分析による推定産地

胎
土
分
析

分析A群 １ ５ ８ １ ０ １ ０ １６ 不明
分析B群 ３ ３ ０ ５ ３ ６ １ ２１ 県西部
分析C群 ４ １ １ ３ ２ ３ ４ １８ 県中央部
分析D群 ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ２ 県東部
不明 ３ １ １ ０ ２ １ ０ ８
各群合計 １１ １０ １０ １０ ７ １２ ５ ６５ 備考：焼台を除く

胎土群（肉眼観察）
土師器 �群 �群 �群 �群 �群 各分析群合計 分析による推定産地

胎
土
分
析

分析A群 ２ ３ ６ ８ ６ ２５ 不明
分析B群 ５ ６ ３ １ ３ １８ 県西部・向野池遺跡
分析C群 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 県中央部
分析D群 ３ １ ０ ０ １ ５ 県東部
不明 ０ ０ １ １ ０ ２
各群合計 １０ １０ １０ １０ １０ ５０

第９図 分折胎土群との対比
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肉眼観察による分類と分析結果との対応を示しておく。分析A群は�群で８０％と高い割合で一致

し、�群も５０％を占める。分析B群は�群以外の各群に２～４割程度存在し、特に一致する傾向は

ない。分析C群は�群で８０％と高い割合で一致する。分析D群は全体に少なく、�群で１６．６％、�

群で５．５％が認められる程度である。

胎土分析の結果では県西部の分析B群、県中央部と推定される分析C群、不明産地のA群が拮抗

し、県東部の分析D群はごく僅かとなった。

（�）土師器

分析結果による各分析群の比率は、分析A群：５０％、分析B群：３６％、分析D群：１０％、不明：

４％で、分析C群は存在しない。

肉眼観察の分類群と分析結果の対応を示す。分析A群は�群で８０％、�・�群で６０％と比較的高

い割合で一致する。分析B群は�群で６０％、	群で５０％の割合となる。分析D群は	・�・�群に

存在するが、１０～３０％と低い割合である。

以上のことから、�～�群は分析A群に、	・�群は分析B群に対応する可能性が高い。

結果としては、産地不明のA群が半数を占めることとなった。県西部の分析B群、県東部の分析

D群と続く。須恵器で約半分を占めていた県中央部の分析C群は皆無であった。

C 胎土分類と分析結果との整合性

須恵器については、�群は分析A群、�群は分析C群と対応する可能性が高い。また、	・�～

�群は分析B群と C群がそれぞれ３～４割を占める傾向が類似する。	群は顕著な特徴はなく、ま

た、�群は酸化炎焼成、�群は生地粘土の混練不足、�群は混合材添加の多寡などの制作工程上に生

じた結果を分類の観点としたため、特定の分析胎土群に対応しなかったと思われる。	・�～�群に

一定量存在する分析B・C群は、分類の視点を変えれば、それぞれ別の胎土分類群をなす可能性もあ

ろう。

土師器では、	・�群で主体となる分析B群は県西部に対応するが、向野池遺跡の土師器と化学

的特性が類似することも指摘されており、射水丘陵東端付近も想定される。また、�・�群はB６地

区の土師器焼成遺構と関連が強いとされるが、�群も同様の粘土を用いて製作した可能性が示された。

その粘土素地は分析A群が主となるが、現段階では県内の須恵器窯で使用された類例は無い。また、

土師器焼成遺構に関わりがある工人の出自を推測する手掛かりとして、鳥形須恵器と焼台についても

分析を行なった。両者とも分析B群となり、土師器焼成遺構で製作された土師器とは異なる結果と

なった。それらと土師器製作工人の関連が強いとすれば、粘土素地は工人とともに将来されたもので

なく、いずれかの地で採取されたものが搬入されたこととなる。化学的特性では県内に該当する場所

は現段階ではないが、未だ確認されていない県内の窯跡も視野に入れつつ、今後の検討される課題と

なろう。

（４）墨書土器について
C地区において、墨書土器は合計２８８点出土した。任海宮田遺跡ではB地区の調査を始め、過去の

調査においても墨書土器が多数出土しており、同一文字の墨書土器を有する集団の存在が指摘されて

いる（中野２００１）。ここでは、今回の調査で出土した墨書土器について、その文字構成や分布などに

ついて示す。なお、墨書土器の点数については、後述する土器組成の項では破片数を示しているため、

数値が異なってくるので留意されたい。
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A 組成と分布

墨書土器の種類毎での内訳は須恵器２２９点（７９．５％）、土師器４３点（１４．９％）、黒色土器７点（２．４％）、

赤彩土師器９点（３．２％）となる。これらは、土師器甕類３点を除き、須恵器杯蓋・杯や土師器椀・

皿の供膳具で占められている。その中でも須恵器杯類が２０２点と多く、土師器椀類３７点、須恵器杯蓋

２７点と続く。なお、B地区での種類別の比率は須恵器３８％、土師器７２％であり、ほぼ逆転している。

B地区では、B１・６地区で土師器椀類に「成」・「平」の墨書が多いことによると考えられる。

文字別では、１個体に複数箇所の墨書があるものを別々に数えると、２９２点の文字・記号が確認さ

れた（表３）。その中で、「縄足」あるいはその可能性があるものが９５点（３２．５％）と最も多い。次い

で「成」が２４点（８．２％）ある。また、「家成」は９点だが、「斐」を併記した「斐家成」を合わせる

と１２点（４．１％）となる。その他、同一文字で３点以上確認されたのは、「貳」・「斐」・「城長」・「庄」

がある。

墨書部位は（表４）、全体で見ると底部外面が２３１点（７９．９％）と多くを占める。残りは体部外面３１

点（１０．７％）、頂部外面１７点（５．９％）、頂部内面１０点（３．５％）となる。概ね、杯・椀類は底部外面、

杯蓋は頂部外面に墨書する傾向がある。ただし、「城長」は体部外面が多く、右側を頭とする横位での

墨書が主となる。他に体部外面への墨書は「縄足」があるが、こちらは左頭の横位が主となる。

これら主な文字群の分布について、時期を踏まえてまとめてみる。「家成」・「斐家成」・「庄」は

C９地区を中心とした西側調査区で�期が中心となる。「成」はC１０地区に多い他、B６地区で多量に

確認された文字であり、�期を主体とする。「縄足」はC２０地区を中心に東側調査区に多く、�～�

期に確認される。また、東側調査区では「貳」が�期以降、「城長」が�期に認められる。

B 文字の分類

一定量出土する文字群のうち、書き方に違いが認められるものについて分類した。「成」・「平」・

「貳」はB地区の報告時の分類を用いる。C地区では「縄足」について分類が可能であった（表３）。

「成」は合計２４点あるが、成分類３が２０点（８３．３％）を占める。B地区では成分類２の方がやや多

くあった点とは異なる。「平」は合計２点のみで、１点が平分類２と判断された。「貳」は合計８点の

うち、貳分類１が６点（７５％）となる。B地区では貳分類１・２が同数であったことに比べ、貳分類

１が集中する傾向がある。

「縄足」は合計で９５点がある。「縄」を縄分類A・B、「足」を足分類 a・bと分け（第１０図）、両者

が分類可能な場合はその組み合わせで表記した。縄分類Aは糸偏を崩しているが、その形状を止め

る。縄分類Bは形状が崩れ、立心偏状になる。「足」は最終画の払い方で、足分類 a・bに分けた。「縄」

のみ分類できたのは２０点で、縄分類Aが１５点、縄分類Bが６点となる。「足」のみは１７点あり、足分

類 aが１５点、足分類 bが２点となる。「縄足」の２文字揃って確認できたのは１１点あり、縄足Aaが

４点、縄足Abが２点、縄足Baが５点、縄足Bbは０点であった。「縄」では縄分類A、「足」では足

分類 aが多いものの、両者の分かる個体では縄足Ba が多い結果となった。さらに細分して分類でき

る可能性があり、複数の書き手が想定される。

C 墨書土器の胎土分類

墨書土器の胎土群は須恵器では�群、土師器では�群を主体とする（表５）。これは須恵器・土師

器供膳具での胎土群の構成とほぼ同様である。須恵器・土師器の主な文字群毎に胎土群を示す。

須恵器は「成」・「家成」・「斐家成」・「斐」・「貳」・「縄足」である（グラフ１０）。「斐家成」・「斐」

は�群のみ、「成」・「家成」は�群を中心に�群をわずかに含む。「貳」は�群が半数を占めるが、
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表３ 文字別一覧表

表４ 墨書部位

表５ 墨書土器胎土群構成比

グラフ１０ 須恵器：文字別胎土群比率

グラフ１１ 土師器：文字別胎土群比率

※甕体部外面３点を除く

第１０図 「縄足」文字分類

縄分類A

縄分類 B

足分類 a

足分類 b

須恵器 土師器 黒色土器 赤彩土師器
文字 各文字小計 杯蓋 杯 皿 椀 皿 甕類 椀 椀 皿

縄足

縄分類A １５

９５

２ １２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０
縄分類B ６ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
足分類 a １５ ３ ８ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １
足分類 b ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
縄足Aa ４ ０ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０
縄足Ab ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
縄足Ba ５ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
縄足Bb ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分類不可 ４６ ７ ２４ ０ １２ ０ ０ ０ ３ ０

成

成分類１ ０

２４

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
成分類２ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０
成分類３ ２０ ０ １８ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０
分類不可 ３ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

貳
貳分類１ ７

９
０ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

貳分類２ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分類不可 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

平 平分類２ １ ２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０
分類不可 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

家成 ９ １ ８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
家成＋斐 ３ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
城長 ６ ０ ２ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０
斐 ６ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
庄 ３ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
人面？ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０
少数文字又は記号 ３８ ４ ２３ ０ ７ ２ ０ １ ２ ０
不明 ９０ ９ ６７ ０ ７ １ ２ ４ ４ １
合計 ２９２ ２７ ２０４ ０ ３７ ３ ３ ７ ９ ２

杯蓋 杯・椀・皿
頂部 底部 体部外面（天地別） 合計外面 内面 外面 左頭 倒立 右頭 不明

須恵器
成 ０ ０ ２０ ０ ０ ０ ０ ２０
家成 ０ １ ８ ０ ０ ０ ０ ９
斐家成 ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ３
斐 ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ５
貳 ０ ０ ９ ０ ０ ０ ０ ９
縄足 １０ ２ ６０ ２ ０ ０ ０ ７４

土師器 縄足 ０ ０ １９ ２ ０ １ ０ ２２
城長 ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ４

須恵器・土師器 その他 ７ ６ １０７ １ ２ ２ １８ １４３
１７ １０ ２３１ ３１ ２８９

胎土群 �群 �群 �群 �群 �群 �群 計
墨書須恵器 １７３ ２ ７ １５ ６ ２６ ２２９
墨書土師器 ４ ３４ １１ ０ １０ ５９
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�・�群の比率が高い。「縄足」は�～�群の全てが認められるが、�群が主体となる傾向は変わら

ない。「縄足」・「貳」の東側調査区に分布する墨書土器が、複数の胎土群で構成されている。

土師器は「縄足」・「城長」である（グラフ１１）。「縄足」は�群、「城長」は�群が多い。また、「城

長」では�・�群を合わせて８割近くを占める。土師器の�・�群は、B６地区土師器焼成遺構と関

連が強いとされ、「城長」にその胎土群が多い点が注目される。おそらく、「縄足」が�～�期、「城

長」は�期が主体であり、後者の方が土師器焼成遺構の稼働時期により近いためと思われる。

D 墨書土器の胎土分析

須恵器の墨書土器では、「縄足」・「成」・「家成」・「斐家成」・「貳」など一定量確認されるもの

と、「墾田」「観音寺」など少数確認される特徴的な文字について、合計３９点の胎土分析を行なった。

分析資料での胎土分類は�群が２６点と多く、「家成」・「斐家成」・「成」・「縄足」が概ね該当した。

�・�～�群では、いずれにも「縄足」が存在し、�群には「笠丸」、�群には「墾田」・「観音寺」

が含まれる。また、�群は「貳」のみであった。

分析結果では、産地不明の分析A群では「貳」・「観音寺」、県西部と推定される分析B群では「家

成」・「斐家成」・「斐」が主体となる。県中央部の分析C群では「縄足」・「成」を中心に、「斐」・

「貳」・「墾田」・「家成」・「庄」がわずかに含まれた。県東部の分析D群では「笠丸」のみであっ

た。

以上のように、「家成」・「斐家成」・「成」・「縄足」の一定量出土する文字群は、胎土分類では概

ね�群であったが、分析胎土群により分析B群は「家成」・「斐家成」、分析C群は「成」・「縄足」

に対応する傾向が読みとれた。分析A群は「貳」に対応する。

また、B地区出土の「成」は報告時に行なった須恵器墨書土器の胎土分析では、「平」とともにほ

とんどが釜谷窯跡群と推定された（三辻２００７）。さらにA１地区出土の線刻で「成」と記された須恵

器の胎土分析結果は、今回の分析A群に対応している。これらのことから、特に「成」は複数の産

地により構成されていることが分かる。

E まとめ

さて、C地区と B地区を合わせた文字の分布では、西側に「成」・「平」・「家成」・「斐家成」・

「斐」があり、東側に「縄足」・「貳」・「城長」が多く分布する様相が窺える。これらの文字群ごと

に、時期や胎土分析の結果などをまとめると以下のようになる。

「家成」・「斐家成」・「斐」は�期にあり、県西部の製品と推定される須恵器である。

「縄足」は�～�期にあり、須恵器は県中央部、土師器は県西部に産地推定される。複数の書き手

によるものであるが、C２０地区の SD００１を中心にまとまって出土し、分布にあまり広がりはない。

「平」は�期以降で、須恵器は釜谷窯跡群となるが、土師器は遺跡内で生産されたと推定される。

「成」は�期以降で、須恵器は県中央部・釜谷窯跡群・不明産地と推定される。不明産地の胎土と

なる土師器は、「成」集団に関わりの深い土師器焼成遺構の製品と考えられる。この粘土素地を持ち

込んで遺跡内で生産された製品は、任海宮田遺跡全体に供給され、その製品の墨書には「平」・「城

長」も認められる。ただし、土師器焼成遺構のあるB６地区や、大型掘立柱建物のあるB１地区では、

この胎土と対応する�・�群の須恵器が多く出土することが指摘される（武田２００６）が、これらの須

恵器への墨書は少ない。

逆に、�・�群の須恵器に墨書されるのは「貳」である。C地区では全て須恵器に墨書され、B地

区でも須恵器がほとんどを占める。こうした傾向は周辺の調査地においても指摘され（堀沢２０００）、
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同時期に土師器供膳具があるにも関わらず、須恵器を選んで墨書されていた可能性がある。

このように、各時期とも複数産地の製品が搬入されていたと考えられ、多くの場合、同一文字群で

あってもそうした傾向にあり、特に「成」において顕著であった。ここで注目されるのは、不明産地

の分析A群となった胎土である。土師器ではB６地区の土師器焼成遺構での製作と考えられるこの

製品には「成」・「平」・「城長」の墨書があり、任海宮田遺跡全体に分布する。また、焼成前に「成」

と線刻された須恵器も同様の胎土であることから、この分析A群なる須恵器や粘土素地の搬入に「成」

集団が強く関連していた可能性が高い。また、「成」・「平」の分布域では、この胎土となる須恵器は

墨書の対象外で、「貳」では墨書の対象と成り得た。そこにどの様な意図があるのか判然としないが、

何らかの意識的な差が認められることは、そこに異なる集団が存在していたことを窺わせる。しかし、

先述したように「成」集団製作の土師器には「平」や「城長」の墨書もあることから、集団間で製品

の流通を含めた交流があったと考えられよう。

（５）古代土器組成と出土分布
任海宮田遺跡C地区では、竪穴住居はC８～１１、１３・１５、１４・２３、１８～２２地区で検出され、掘立

柱建物はC１９地区のみで認められる。これらの地区について土器の組成と分布を提示していく。他に

C６・７地区では建物はないが、居住域以外での土地利用の広がりが窺え、組成についてのみ提示し

ておく。また、一部の竪穴住居出土土器の組成を示す。なお、任海宮田遺跡では、A・B地区の報告

でも同様に土器組成と分布を示してきた。それらとC地区での結果を比較しておきたい。

A 集計と分布図作成の方法

集計については、土器を各種類別に分類し、計数は接合前に破片数で行なった。

地区毎の破片数は遺構・包含層出土の破片数に分け、それらを器種毎の小計と、杯類や壺類などの

中分類毎の小計を示し、種類毎の合計を示している（表６）。

種類別では、須恵器・土師器・黒色土器・赤彩土師器・施釉陶器・製塩土器毎に集計した（表７、

グラフ１２）。なお、C地区では古代の遺構・包含層から土錘・羽口などの土製品は出土していない。

用途別の集計結果は、供膳具・貯蔵具・煮炊具・硯（文房具）・製塩土器・その他（形状判別不可

能）に分けて示した（表８、グラフ１３）。また、供膳具は須恵器・土師器・黒色土器・赤彩土師器に

分けて示しておく。

分布図は２×２mのグリッド毎に、種類毎に●△などのシンボルを用い、数量によりその大きさ

を変えて地区毎に示した（第１０～２７図）。また、シンボルはグリッド内を４分割し、それぞれの器種

毎に位置を決めて配した。そのため、見かけ上は調査区外にシンボルが位置することがあるが、全て

調査区内からの出土である。

B 土器組成と分布

以下、C地区における土器の組成について示しておきたい。まず、C地区全体の概観を示し、その

後に各地区の様相を見ていく。

〈C 地区全体〉

遺構変遷の際に示したように、古代の遺物には時期幅があるが、全体での傾向を大まかに把握する

ことはできよう。

種類毎：土師器３１，１６５点（６５．３５％）、須恵器１５，８４９点（３３．２４％）、赤彩土師器３２２点（０．６８％）、黒色

土器３００点（０．６３％）、製塩土器２４点（０．０５％）、施釉陶器２３点（０．０５％）となる。
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表７ 土器種類別組成

グラフ１２ 土器種類別組成

種類 須恵器 土師器 黒色土器 赤彩土師器 施釉陶器 製塩土器
C地区全体 １５８４９ ３１１６５ ３００ ３２２ ２３ ２４ ４７６８３ 点数

３３．２４ ６５．３５ ０．６３ ０．６８ ０．０５ ０．０５ １００ ％
C６地区 ３８４ ５４７ １４ ０ ０ ０ ９４５ 点数

４０．６３ ５７．８９ １．４８ ０．００ ０．００ ０．００ １００ ％
C７地区 ５１８ ３９５ １ ２ ０ ０ ９１６ 点数

５６．５５ ４３．１２ ０．１１ ０．２２ ０．００ ０．００ １００ ％
C８地区 １００８ ８８６ １３ ３ ０ ０ １９１０ 点数

５２．７７ ４６．３９ ０．６８ ０．１６ ０．００ ０．００ １００ ％
C９地区 ８１３ １３１３ ７ ４ ０ ０ ２１３７ 点数

３８．０４ ６１．４４ ０．３３ ０．１９ ０．００ ０．００ １００ ％
C１０地区 ２０１１ ４６０６ ７９ １３ １０ ０ ６７１９ 点数

２９．９３ ６８．５５ １．１８ ０．１９ ０．１５ ０．００ １００ ％
C１１地区 ３１８ ３４０ １ ０ ０ ０ ６５９ 点数

４８．２５ ５１．６０ ０．１５ ０．００ ０．００ ０．００ １００ ％
C１３・１５地区 ５３７ ９２１ ０ １ １ ０ １４６０ 点数

３６．７８ ６３．０８ ０．００ ０．０７ ０．０７ ０．００ １００ ％
C１４・２３地区 １０７１ ３４５７ ２４ ３ ０ １ ４５５６ 点数

２３．５１ ７５．８７ ０．５３ ０．０７ ０．００ ０．０２ １００ ％
C１８地区 ５７１ １１６８ ０ ６ １ ０ １７４６ 点数

３２．７０ ６６．９０ ０．００ ０．３４ ０．０６ ０．００ １００ ％
C１９地区 １９４１ ３３５９ ２３ ４０ ０ ０ ５３６３ 点数

３６．１９ ６２．６３ ０．４３ ０．７５ ０．００ ０．００ １００ ％
C２０地区 ５００８ ７５３１ １００ １６２ １０ １８ １２８２９ 点数

３９．０４ ５８．７０ ０．７８ １．２６ ０．０８ ０．１４ １００ ％
C２１地区 ４１７ １０７６ ９ ３ ０ ０ １５０５ 点数

２７．７１ ７１．４９ ０．６０ ０．２０ ０．００ ０．００ １００ ％
C２２地区 １２５２ ５５６５ ２９ ８６ １ ５ ６９３８ 点数

１８．０５ ８０．２１ ０．４２ １．２４ ０．０１ ０．０７ １００ ％
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グラフ１３ 土器用途別組成

表８ 土器用途別組成

器種 全体 C６ C７ C８ C９ C１０ C１１ C１３・
１５

C１４・
２３ C１８ C１９ C２０ C２１ C２２

供膳具（須恵器） １１２４６３０５ ３３９ ７４２ ６０４ １４７９ ２１５ ３６８ ７２１ ３５１ １４４０ ３５９８ ２６９ ８１５ 点数
２３．５８３２．２８３７．０１３８．８４２８．２６２２．０１３２．６３２５．２１１５．８３２０．１１２６．８５２８．０５１７．８７１１．７５ ％

供膳具（土師器） １０２２２４１８ ２３９ ６２２ １２２ １１７４ ８５ １６４ ７６１ １３９ ９３６ ４０９２ ２６９ １２０１ 点数
２１．４４４４．２３２６．０９３２．５７ ５．７１１７．４７１２．９０１１．２３１６．７０ ７．９６１７．４５３１．９０１７．８７１７．３１ ％

供膳具（黒色土器） ３００ １４ １ １３ ７ ７９ １ ０ ２４ ０ ２３ １００ ９ ２９ 点数
０．６３ １．４８ ０．１１ ０．６８ ０．３３ １．１８ ０．１５ ０．００ ０．５３ ０．００ ０．４３ ０．７８ ０．６０ ０．４２ ％

供膳具（赤彩土師器） ３２３ ０ ２ ３ ４ １３ ０ １ ３ ６ ４０ １６２ ３ ８６ 点数
０．６８ ０．００ ０．２２ ０．１６ ０．１９ ０．１９ ０．００ ０．０７ ０．０７ ０．３４ ０．７５ １．２６ ０．２０ １．２４ ％

貯蔵具（須恵器） ４５６３ ７２ １７９ ２６０ ２０８ ５３０ １０２ １６８ ３４１ ２１９ ５０１ １３９９ １４８ ４３６ 点数
９．５７ ７．６２１９．５４１３．６１ ９．７３ ７．８９１５．４８１１．５１ ７．４８１２．５４ ９．３４１０．９０ ９．８３ ６．２８ ％

煮炊具（土師器） ２０８３６８５ １４０ ２４６ １１８７ ３４２７ ２５４ ７５５ ２６９３ １０２９ ２４２２ ３４２９ ８０７ ４３６２ 点数
４３．７０ ８．９９１５．２８１２．８８５５．５５５１．０１３８．５４５１．７１５９．１１５８．９４４５．１６２６．７３５３．６２６２．８７ ％

文房具（硯）２ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 点数
０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．０３ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ％

製塩土器 ２４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １８ ０ ５ 点数
０．０５ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．０２ ０．００ ０．００ ０．１４ ０．００ ０．０７ ％

その他 １６７ ５１ １６ ２４ ５ １５ ２ ４ １２ ２ １ ３１ ０ ４ 点数
０．３５ ５．４０ １．７５ １．２６ ０．２３ ０．２２ ０．３０ ０．２７ ０．２６ ０．１１ ０．０２ ０．２４ ０．００ ０．０６ ％

破片数計 ４７６８３９４５ ９１６ １９１０ ２１３７ ６７１９ ６５９ １４６０ ４５５６ １７４６ ５３６３ １２８２９１５０５ ６９３８ 点数
１００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ ％
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用途別：供膳具２２，０９１点（４６．３３％）、煮炊具２０，８３６点（４３．７０％）、貯蔵具４，５６３点（９．５７％）、その他

１６７点（０．３５％）、製塩土器２４点（０．０５％）、硯２点（０．０１％未満）となる。また、供膳具は須恵器５０．９％、

土師器４６．３％、赤彩土師器１．５％、黒色土器１．４％の割合で構成される。なお、墨書土器は２９１点出土

し、全破片数の内０．６％となる。この内、２点が小型甕に墨書され、他は須恵器・土師器の供膳具に

墨書が認められた。供膳具に限ってみれば、墨書土器は１．３１％の割合となる。

分布：各地区内の分布は後述することにし、ここでは、地区毎の出土点数と面積単位での出土率を比

較しておきたい。両者については表９、グラフ１４で示した。

土器の総点数は４７，６８３点を数える。地区毎では、C２０地区が１２，８２９点で最も多く、それに次ぐC２２

地区の６，９３８点に対し、２倍近い出土量がある。さらにC１０地区の６，７１９点と続き、最も少ないのはC

１１地区の６５９点となる。この様に、点数で比較すれば、C地区の東側に多い傾向があるものの、C１０

地区やC１４・２３地区の中央部付近にも低いピークがあるように見られる。

ここで、見方を変えて、調査面積あたりの出土量として比較してみたい。古代面の調査対象面積は、

調査区全体よりも小さくなる場合があるが、遺物の出土自体は調査区全域に広がるため古代面の面積

のみの出土点数を把握することは難しい。そのため、調査区全体の面積で、出土点数を割った値を、

点／面積（㎡）として提示することとする。

C２２地区が１２．７点／㎡で密度が最も高い、次いでC２０、C１９、C２１地区と続く。他の地区では、２．６点

／㎡以下の値を示し、最も密度が低いのはC７地区の０．４点／㎡となる。この様に、点数のみの比較で

はややばらつきのあった傾向が、密度で比べるとC地区でも東側の地区で遺物が多く出土する傾向

が明瞭になる。

以上のように、出土点数・出土率からはC地区の東側、熊野川左岸に隣接する範囲に中心があっ

たことが分かる。このことは、検出された建物群の分布や密度の状況とも一致する。

特徴：C地区全体の様相をまとめると、以下のようになる。①供膳具における須恵器と土師器の比率

はほぼ同等である。②遠隔地から搬入された施釉陶器はごく僅かに存在する。③土師器の煮炊具が高

グラフ１４ 地区別出土点数・出土率

表９ 地区別出土点数・面積・出土率

地区 C６ C７ C８ C９ C１０ C１１ C１３・
１５

C１４・
２３ C１８ C１９ C２０ C２１ C２２ 地区合計

点数 ９４５ ９１６ １９１０ ２１３７ ６７１９ ６５９ １４６０ ４５５６ １７４６ ５３６３１２８２９ １５０５ ６９３８ ４７６８３
面積 １７５７ ２０６４ ２４７１ ９００ ２９０７ ５５２ ８５９ １７７５ １６５９ ８７６ １１９５ ２６２ ５４６ １７８２３
点／㎡ ０．５ ０．４ ０．８ ２．４ ２．３ １．２ ０．７ ２．６ １．１ ６．１ １０．７ ５．７ １２．７ ２．７
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い割合で存在する。④C地区の東側は遺構・遺物ともに濃密な分布を示す。

〈C６地区〉

種類毎：土師器５４７点（５７．８９％）、須恵器３８４点（４０．６３％）、黒色土器１４点（１．４８％）となる。

用途別：供膳具７３７点（７７．９９％）、煮炊具８５点（８．９９％）、貯蔵具７２点（７．６２％）、その他５１点（５．４０％）

となる。また、供膳具は須恵器４１．４％、土師器５６．７％、黒色土器１．９％の割合で構成される。墨書土

器は須恵器１点、土師器１点があり、供膳具の内の０．２７％のみとなる。

特徴：①供膳具の比率が高く、煮炊具は少ない。供膳具では土師器の比率がやや高い。②溝における

土師器供膳具を中心とした遺物の廃棄行為が行なわれたことが、①の要因と見られる。

〈C７地区〉

種類毎：須恵器５１８点（５６．５５％）、土師器３９５点（４３．１２％）、赤彩土師器２点（０．２２％）、黒色土器１

点（０．１１％）となる。

用途別：供膳具５８１点（６３．４３％）、煮炊具１４０点（１５．２８％）、貯蔵具１７９点（１９．５４％）、その他１６点

（１．７５％）となる。また、供膳具は須恵器５８．３％、土師器４１．１％、赤彩土師器０．３％、黒色土器０．２％

の割合で構成される。墨書土器は須恵器に２点あり、供膳具の内の０．３４％のみである。

特徴：①C６地区と同様に、供膳具の比率が高い。②供膳具では須恵器の比率がやや高い。③貯蔵具

の比率が高めで、SX０１での須恵器甕の廃棄行為が反映していると思われる。

〈C８地区〉

種類毎：須恵器１００８点（５２．７７％）、土師器８８６点（４６．３９％）、赤彩土師器３点（０．１６％）、黒色土器１３

点（０．６８％）となる。

用途別：供膳具１３８０点（７２．２６％）、煮炊具２４６点（１２．８８％）、貯蔵具２６０点（１３．６１％）、その他２４点

（１．２６％）となる。また、供膳具は須恵器５３．８％、土師器４５．１％、赤彩土師器０．２％、黒色土器０．９％

の割合で構成される。墨書土器は須恵器７点、土師器８点、黒色土器２点、赤彩土師器２点があり、

供膳具の内の１．３８％となる。

分布：ほとんどの遺物が、調査区を貫く自然流路とその北東側に分布する。特に自然流路内の南東側

に多くが集中し、出土状況からも�～�期に遺物の廃棄行為がされたことが分かる。また、墨書土器

は流路部分にのみ出土が認められ、廃棄行為に伴ったものと思われる。

特徴：①供膳具の占める割合が高く、その内訳では須恵器の比率がやや高い。②竪穴住居１棟が確認

されるが、その周辺に煮炊具の分布は少ない。短期的な利用であった可能性がある。③流路への廃棄

行為には土師器・須恵器の供膳具の他、須恵器貯蔵具や土師器煮炊具も伴う。先述した小型堝Aも

含まれ、器種構成の豊富な内容であり、�～�期になされた。

〈C９地区〉

種類毎：土師器１３１３点（６１．４４％）、須恵器８１３点（３８．０４％）、赤彩土師器４点（０．１９％）、黒色土器７

点（０．３３％）となる。

用途別：供膳具７３７点（３４．４９％）、煮炊具１１８７点（５５．５５％）、貯蔵具２０８点（９．７３％）、その他５点

（０．２３％）となる。また、供膳具は須恵器８２．０％、土師器１６．６％、赤彩土師器０．５％、黒色土器０．９％

の割合で構成される。墨書土器は須恵器２１点があり、供膳具の内２．８５％となる。

分布：調査区を東西に貫く自然流路と、調査区南東に位置する竪穴住居２棟の周辺に遺物の分布が多

い。流路内には西側と東側に遺物の分布が多い。後者の方が全体量も多く、特に須恵器貯蔵具の出土

が顕著な特徴となる。竪穴住居付近には墨書土器を含む須恵器食膳具、土師器煮炊具の分布が多い。
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接合関係を見ると流路西側、流路東側と竪穴住居周辺の二つにまとまりがある。後者は同時期の竪穴

住居との関連が強いとみられるが、接合線は竪穴住居を避けて調査区南側中央も含めて広がり、遺構

の希薄な範囲にも何らかの活動が及んでいたことを示す。

特徴：①煮炊具の占める割合が高く、それらは竪穴住居周辺に廃棄された。②供膳具では須恵器が多

くを占め、それらは流路内への廃棄行為に伴うものが多い。③流路内の廃棄行為は東・西側に分けら

れる。西側は�期古段階の土器群で、竪穴住居より先行する。東側は�期に相当し、墨書土器と須恵

器貯蔵具が含まれる。④供膳具における墨書の割合が、C地区内で最も高い。

〈C１０地区〉

種類毎：土師器４６０６点（６８．５５％）、須恵器２０１１点（２９．９３％）、赤彩土師器１３点（０．１９％）、黒色土器

７９点（１．１８％）、施釉陶器１０点（０．１５％）となる。施釉陶器はC地区内で最も高い比率を示すが、全

て同一個体となる奈良三彩の破片である。

用途別：供膳具２７４５点（４０．８５％）、煮炊具３４２７点（５１．０１％）、貯蔵具５３０点（７．８９％）、その他１５点

（０．２２％）、硯２点（０．０３％）となる。また、供膳具は須恵器５３．９％、土師器４２．８％、赤彩土師器０．５％、

黒色土器２．９％の割合で構成される。墨書土器は須恵器２７点、土師器２点、黒色土器２点、赤彩土師

器１点があり、供膳具の内１．１７％となる。

分布：竪穴住居３棟が位置する調査区北西側を中心に分布する傾向がある。接合関係もその周辺で完

結するものが多いが、須恵器食膳具は南側、須恵器貯蔵具は東側へも広がりを持つ。墨書土器「成」

の集中出土地点である SX０１付近を中心とした調査区西側の中央付近に、須恵器・土師器の食膳具が

やや多い傾向があり、同時に土師器煮炊具の分布も一定量がある。墨書した食膳具の集中廃棄のみで

なく、土師器煮炊具を伴った一連の行為が想定される。奈良三彩と鉄鉢形の土師器鉢は竪穴住居群周

辺に分布する。後者はさらに南側に広がり、焼土集中遺構の SX０２周辺に至る。

特徴：①煮炊具の占める割合が高く、それらは竪穴住居周辺に分布する。しかし、それよりやや距離

を置き、墨書土器を含めた一連の廃棄行為に関連するものも存在する。②供膳具では黒色土器がC

地区内で最も高い比率として存在する。③奈良三彩・土師器鉢の存在から、仏教的な活動が推定され

る。主に建物周辺に分布するが、後者は焼土集中遺構との関連も想定される。④奈良三彩は�期まで、

鉄鉢形土師器鉢は�～�期、「成」墨書須恵器の集中廃棄は�期となる。同様の内容であったかは不

明であるが、それぞれ時期が多少ずれているものの、祭祀的な活動の場所であったと考えられる。⑤

破片数で具体的な比率を示すことはできないが、須恵器供膳具に煤の付着が多く認められ、④に関連

すると思われる。⑥C地区で唯一、硯の出土が確認された。

〈C１１地区〉

種類毎：土師器３４０点（５１．６０％）、須恵器３１８点（４８．２５％）、黒色土器１点（０．１５％）となる。

用途別：供膳具３０１点（４５．６８％）、煮炊具２５４点（３８．５４％）、貯蔵具１０２点（１５．４８％）、その他２点

（０．３０％）となる。また、供膳具は須恵器７１．４％、土師器２８．２％、黒色土器０．３％の割合で構成される。

墨書土器は須恵器４点があり、供膳具の内１．３３％となる。

分布：竪穴住居周辺の調査区東側に土師器煮炊具が多く出土する他は、明瞭な分布傾向は捉え難い。

しかし、調査区中央の溝から西側は遺構が皆無であるものの、遺物が散在する。

特徴：①貯蔵具の割合が比較的高いが集中的には分布せず、遺構の検出されない範囲を含めて散在す

る傾向がある。②供膳具における須恵器の比率が高い。
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〈C１３・１５地区〉

種類毎：土師器９２１点（６３．０８％）、須恵器５３７点（３６．７８％）、赤彩土師器１点（０．０７％）、施釉陶器１

点（０．０７％）となる。施釉陶器は緑釉陶器である。

用途別：供膳具５３３点（３６．５１％）、煮炊具７５５点（５１．７１％）、貯蔵具１６８点（１１．５１％）、その他４点

（０．２７％）となる。また、供膳具は須恵器６９．０％、土師器３０．８％、赤彩土師器０．２％の割合で構成され

る。墨書土器は須恵器７点、土師器１点、赤彩土師器１点があり、供膳具の内１．６９％となる。

分布：調査区中央を南北に貫く自然流路以東と、その西岸に隣接する竪穴住居周辺を中心に遺物が分

布し、接合関係もその周囲に広がる。その傾向は須恵器供膳具と土師器煮炊具によく現われている。

しかし、須恵器貯蔵具は自然流路より東側との接合関係もあり、竪穴住居とは別の遺物の動きがあっ

たとみられる。墨書土器の出土はわずかであるが、自然流路に伴うものが多い。

特徴：①煮炊具の比率が高く、そのことが土師器の比率が高い要因となっている。②供膳具では須恵

器が主体的である。③自然流路より東側には遺構がほとんど無いが、一定量の遺物が散布し、接合関

係の広がりも窺える。隣接するC１４・２３地区と関連する可能性もある。

〈C１４・２３地区〉

種類毎：土師器３４５７点（７５．８７％）、須恵器１０７１点（２３．５１％）、赤彩土師器３点（０．０７％）、黒色土器

２４点（０．５３％）、製塩土器１点（０．０２％）となる。

用途別：供膳具１５０９点（３３．１３％）、煮炊具２６９３点（５９．１１％）、貯蔵具３４１点（７．４８％）、その他１２点

（０．２６％）、製塩土器１点（０．０２％）となる。また、供膳具は須恵器４７．８％、土師器５０．４％、赤彩土師

器０．２％、黒色土器１．６％の割合で構成される。墨書土器は須恵器７点があり、供膳具の内０．４６％のみ

となる。

分布：調査区中央から西側の大部分を近世以降の整地層に攪乱されているため、その部分では遺物の

分布は少なく、出土していても原位置を保っていないと思われる。古代の遺構検出面が残っていた調

査区東側では、竪穴住居群付近に多くの遺物が分布する。しかし、竪穴住居からやや距離を空けた調

査区北東部に須恵器食膳具・貯蔵具、土師器煮炊具がある程度まとまって分布することも確認できる。

調査区外に建物を含めた遺構の広がりが想定される。接合関係は竪穴住居周辺で多くが完結するが、

須恵器貯蔵具はそこを中心としつつ、さらに広がりをもつ。

特徴：①煮炊具の比率が高く、供膳具における土師器の比率も高い。それにより全体の土師器の比率

が高くなり、C地区で最も高い値を示す。②製塩土器がわずかに出土する。③出土分布から、さらに

北側への遺構の広がりが予想される。

〈C１８地区〉

種類毎：土師器１１６８点（６６．９０％）、須恵器５７１点（３２．７０％）、赤彩土師器６点（０．３４％）、施釉陶器１

点（０．０６％）となる。施釉陶器は灰釉陶器である。

用途別：供膳具４９６点（２８．４１％）、煮炊具１０２９点（５８．９４％）、貯蔵具２１９点（１２．５４％）、その他２点

（０．１１％）となる。また、供膳具は須恵器７０．８％、土師器２８．０％、赤彩土師器１．２％の割合で構成され

ている。墨書土器は須恵器１点、土師器４点があり、供膳具の内１．０１％となる。

分布：竪穴住居が調査区南東に２棟あり、その周辺に須恵器供膳具、土師器煮炊具のまとまった分布

がある。けれども、遺構が皆無であるその他の範囲にも遺物が散在する。特に調査区中央部から北東

部に土師器煮炊具の分布が目立つ。また、須恵器供膳具・貯蔵具は調査区中央部での接合関係が目立

つ。接合線は東西方向に長くなる傾向がある。
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特徴：①煮炊具の比率が高く、それにより土師器の比率も高くなる。②供膳具では須恵器が高い比率

を占める。③竪穴住居からやや距離を空けた範囲に土師器煮炊具の分布が多くある。竪穴住居の存在

とは別の要因を考える必要があるが、判断材料が乏しく判然としない。

〈C１９地区〉

種類毎：土師器３３５９点（６２．６３％）、須恵器１９４１点（３６．１９％）、赤彩土師器４０点（０．７５％）、黒色土器

２３点（０．４３％）となる。

用途別：供膳具２４３９点（４５．４８％）、煮炊具２４２２点（４５．１６％）、貯蔵具５０１点（９．３４％）、その他１点

（０．０２％）となる。また、供膳具は須恵器５９．０％、土師器３８．４％、赤彩土師器１．６％、黒色土器０．９％

の割合で構成される。墨書土器は須恵器２０点、土師器６点、黒色土器１点、赤彩土師器２点があり、

供膳具の内１．１９％となる。

分布：竪穴住居４棟、掘立柱建物１棟、柵列１条が調査区中央にある。その付近と、それよりやや北

～西側にかけて遺物の分布が広がっている。柵列から南側では遺物の分布が少ないものの、一定量あ

り、特に須恵器貯蔵具の分布は調査区内でも比較的多くある。須恵器貯蔵具は建物の西側で接合関係

が完結する傾向が強く、他と異なった廃棄のあり方をしていた可能性がある。黒色土器・赤彩土師器・

墨書土器の分布は建物群を避けるような分布を呈している。

特徴：①土師器の比率はやや低い。供膳具が高めの比率で存在することと、供膳具でも須恵器が主体

となっているためと考えられる。②黒色土器・赤彩土師器・墨書土器は建物群の範囲外での出土が多

い。おそらく掘立柱建物が機能していた段階で、その外側への廃棄がなされたものと推測される。

〈C２０地区〉

種類毎：土師器７５３１点（５８．７０％）、須恵器５００８点（３９．０４％）、赤彩土師器１６２点（１．２６％）、黒色土器

１００点（０．７８％）、製塩土器１８点（０．１４％）、施釉陶器１０点（０．０８％）となる。施釉陶器は灰釉陶器１

点、緑釉陶器９点である。

用途別：供膳具７９５２点（６０．７３％）、煮炊具３４２９点（２６．７３％）、貯蔵具１３９９点（１０．９０％）、その他３１点

（０．２４％）、製塩土器１８点（０．１４％）となる。また、供膳具は須恵器４５．２％、土師器５１．５％、赤彩土師

器２．０％、黒色土器１．３％の割合で構成されている。墨書土器は須恵器１２５点、土師器１６点、黒色土器

２点、赤彩土師器３点があり、供膳具の内１．８４％となる。

分布：調査区南西側に竪穴住居９棟、西側に調査区を南から西に貫く溝 SD００１がある。これらの付

近を中心に遺物の分布が多い。竪穴住居周辺は土師器煮炊具の分布が多い。竪穴住居は�～�期まで

あり、�・�期の建物周辺には須恵器供膳具、�・�期では土師器供膳具が分布する。SD００１からは

各種の遺物が多量に出土している。須恵器・土師器・黒色土器・赤彩土師器の供膳具、須恵器貯蔵具、

墨書土器、製塩土器の分布が顕著である。特に溝内でも中央付近に分布する傾向が強く、墨書土器も

そこに集中する。SD００１出土遺物の接合関係は、溝内で完結する場合が多いが、須恵器貯蔵具は調査

区西側との接合関係が一定量ある。施釉陶器は溝の南端と、竪穴住居群の北側に散在する。遺構分布

の希薄な調査区北西には、須恵器供膳具や土師器煮炊具が一定量あり、建物を含めて遺構が広がる可

能性がある。

特徴：①供膳具の割合が高く、その中でも土師器が須恵器をやや上回る。�期では須恵器供膳具、�

～�期以降は土師器供膳具を中心に溝へ多量に廃棄され、これにより供膳具の比率が高くなっている。

②溝への廃棄遺物には須恵器貯蔵具も一定量含まれていた。③製塩土器の出土は、C地区内で最も多

いが、組成に占める比率はごくわずかである。④墨書土器の出土点数は多いが、供膳具に占める割合
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は１．８４％に止まる。

〈C２１地区〉

種類毎：土師器１０７６点（７１．４９％）、須恵器４１７点（２７．７１％）、赤彩土師器３点（０．２％）、黒色土器９

点（０．６％）となる。

用途別：供膳具５５０点（３６．５４％）、煮炊具８０７点（５３．６３％）、貯蔵具１４８点（９．８３％）となる。また、

供膳具は須恵器４８．９％、土師器４８．９％、赤彩土師器０．５％、黒色土器１．６％の割合で構成されている。

墨書土器は出土していない。

分布：調査区北端に竪穴住居１棟があり、その南側に畠のさく状遺構が広がる。調査区西側は近世以

降の流路で攪乱されており、出土遺物は二次的に混入したものだろう。竪穴住居付近に土師器の供膳

具・煮炊具が比較的集中する。それらと須恵器供膳具については、さく状遺構が広がる範囲でも濃淡

を持ちながらであるが分布している。その他はあまり顕著な傾向はない。

特徴：①土師器の比率が高い。煮炊具の出土量が多いためと考えられる。②調査面積の割に、遺物の

出土量が多い。遺物の出土分布や、北側に近接するC２２地区のあり方から、C２１地区とC２２地区の間

の未調査部分にも建物群が広がり、それらがC２１地区の出土量に影響を与えたものと思われる。

〈C２２地区〉

種類毎：土師器５５６５点（８０．２１％）、須恵器１２５２点（１８．０５％）、赤彩土師器８６点（１．２４％）、黒色土器

２９点（０．４２％）、製塩土器５点（０．０７％）、施釉陶器１点（０．０１％）となる。施釉陶器は緑釉陶器のみ

である。

用途別：供膳具２１３１点（３０．７２％）、煮炊具４３６２点（６２．８７％）、貯蔵具４３６点（６．２８％）、その他４点

（０．０６％）、製塩土器５点（０．０７％）となる。また、供膳具は須恵器３８．２％、土師器５６．４％、赤彩土師

器４．０％、黒色土器１．４％の割合で構成されている。墨書土器は須恵器１２点、土師器１点があり、供膳

具の内０．６１％のみである。

分布：調査区内には竪穴住居１７棟が確認された。遺物も竪穴住居付近を中心に概ね分布している。た

だし、土師器煮炊具は全体に濃密な出土分布を示す。また、土師器供膳具は�・�期の竪穴住居とそ

の周辺での出土が目立つ。黒色土器・赤彩土師器については調査区北東と南側に集中する傾向があり、

他の種類に比べて竪穴住居の配置とより密接な関係を示している。墨書土器や製塩土器は調査区南側

にやや多いものの、出土量も少なく、明確な傾向は捉え難い。接合関係では須恵器供膳具・貯蔵具が

調査区全体に分散しているが、土師器煮炊具では竪穴住居周辺で完結する傾向が強い。

特徴：①土師器の比率がC地区内で最も高い。竪穴住居数が多いため煮炊具の出土も多く、供膳具

での土師器の割合も多い結果であると思われる。②供膳具における赤彩土師器の比率が高い。③土師

器煮炊具は概ね竪穴住居と分布を同じくするのに対し、同じ日常雑器である須恵器供膳具・貯蔵具は

必ずしも同じ分布や接合関係の傾向を示す訳でない。最終的な廃棄のあり方に違いがあったと考えら

れる。

C 竪穴住居の土器組成

地区での土器組成は時期幅を有するため、ここでは竪穴住居の出土土器を用いて、区分した時期毎

の土器組成を示しておく（第２８図）。竪穴住居出土の遺物も、その時期の遺物が全て一括廃棄された

とは限らず、前後の時期を含む可能性もあるが、地区全体よりも特定時期に近い傾向が捉えられよう。

また、出土量が少ない場合、特定の種類や用途に片寄る可能性があるので、出土点数が１００点以上の

竪穴住居を対象とした。
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�期はC１４・２３地区 SI０７がある。土師器煮炊具が８４．４％と多く、供膳具は須恵器が中心である。

�期ではC２０地区 SI０３、C２２地区 SI０８・０９・１３・１５がある。土師器煮炊具は約８割で、供膳具は須

恵器が主体となり、�期とほぼ同様な傾向を示す。C２２地区 SI０８のみ土師器煮炊具が６７．６％と低い比

率となり、須恵器貯蔵具が１７．１％と多い特徴がある。

�期にはC１４・２３地区 SI０６、C２２地区 SI０１・０２・０７がある。土師器煮炊具が５～６割前後と比率を

下げる。供膳具は土師器が主体となる傾向がある。その比率は、C２２地区 SI０２で４２．４％と高いが、こ

の竪穴住居では住居廃絶後に土師器供膳具が廃棄されたことにより高率となった。そのため、他の竪

穴住居が示すように２割前後が土師器供膳具の占める比率と考えることができよう。また、土器組成

に黒色土器や赤彩土師器が含まれるようになる。

�期ではC１４・２３地区 SI０３、C２０地区 SI０４、C２２地区 SI０３がある。土師器煮炊具は�期と同様の比

率を示す。土師器供膳具は約３割を占め、供膳具の主体となる。黒色土器や赤彩土師器は�期に引き

続き土器組成に含まれるが比率に大差はない。

このように、�期と�期の間で土器組成の変化が明瞭に現われた。つまり、９世紀中頃を境に土師

器供膳具が比率を高め、土師器煮炊具は低くなることが認められた。

D 任海宮田遺跡における各地区の様相

（�）C地区での様相

以下、C地区における古代の土器組成について簡単にまとめる。

①C地区では竪穴住居などの主要遺構は概ね９世紀代に相当し、土器組成もこうした時期幅を持つ

と言える。また、地区毎の土器組成は主要遺構により主体となる時期を想定することは可能である

が、竪穴住居での土器組成に比べると、前後する時期も含めた傾向が現われる点は否めない。その

ため、ある地区を特定の時期の土器組成として考えることは難しい。

②竪穴住居出土遺物の土器組成では、�期と�期の間で土器組成の変化が明瞭に現われた。９世紀中

頃を境に、それ以降では土師器供膳具が比率を高め、土師器煮炊具は低くなる。竪穴住居出土遺物

には施釉陶器が含まれない等、その時期の土器組成を全て反映していない点もあるが、地区全体の

土器組成よりは時期的な特徴を端的に捉えやすい。

③先に示した①・②から、竪穴住居出土の土器組成については、�・�期の平均が９世紀前半、�・

�期の平均が９世紀後半を主体とする時期の傾向とすることができよう。９世紀前半では土師器煮

炊具が８１．１％と多くを占める。供膳具の合計は１２．８％となり、その内の約８割は須恵器で構成され

る。９世紀後半では土師器煮炊具は５３．８％まで比率を下げ、供膳具の合計は４０．７％と増える。供膳

具の約７割は土師器となる。また、供膳具の中では黒色土器や赤彩土師器も比率をやや高める。須

恵器貯蔵具、製塩土器は９世紀代を通じて同様な比率で存在する。施釉陶器は竪穴住居出土遺物に

は含まれないが、他の遺構や包含層出土の点数を参考にしても、極めて少ない。

④C６～８地区では須恵器・土師器供膳具が多くを占める。出土状況や分布から、それらが溝などへ

の廃棄された結果が反映されたと考えられる。一部には須恵器貯蔵具が加わるあり方も窺えた。

⑤施釉陶器はわずかであり、建物との関連が窺えるものは少ない。C１０地区の奈良三彩は建物群周辺

に分布するが、その関係は判然としない。奈良三彩以外に、鉄鉢形土師器鉢・土師器深椀・「成」

墨書土器の集中地点がC１０地区には散在し、鉄鉢形土師器鉢などは隣接するC８地区にまで及ぶ。

また、遺構変遷の際に述べた小型堝も同様な分布域を呈している。このC８・１０地区付近は仏教的

な活動を中心とした、祭祀的行為が行なわれた場所であった可能性がある。
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（�）A・B地区との比較

任海宮田遺跡ではA・B地区の報告時にも土器組成を示しており（中村２００６、２００７）、それらを元

に比較しておきたい。

各地区全体での土器組成（第２９図）からは、次の点が指摘できる。A地区では土師器煮炊具の比率

が高いことが特徴となる。B地区では土師器供膳具の比率が高く、黒色土器・赤彩土師器・施釉陶器

や須恵器貯蔵具の出土もA・C地区に比べて多い。こうした傾向は大型掘立柱建物や土師器焼成遺構

が確認されたB１・６地区の様相が反映されており、竪穴住居のみが検出されたB１３地区の用途別組

成ではC地区の様相と類似する。C地区では供膳具と煮炊具の比率が近く、供膳具での須恵器・土

師器の比率が拮抗する。

A・B・C地区の竪穴住居出土遺物については、竪穴住居の時期区分により８世紀後半、９世紀前・

後半、１０世紀前半の平均的な比率による組成を示す（第３０図）。

種類別では土師器が各地区・各時期ともに７～８割を示すが、B地区の９世紀後半では約６割まで

比率を下げる。須恵器は２割前後で推移するが、時期が下るに従い減少する傾向がある。製塩土器は

C地区で少なく、A地区では９世紀前半、B地区では９世紀後半に出土量が増える。A地区では建物

群に掘立柱建物が加わる段階、B地区では大型掘立柱建物や土師器焼成遺構が現われる段階に相当す

る。B地区の製塩土器については分布の点からも開発拠点との関連が指摘され（武田２００７b）、黒色土

器・赤彩土師器・施釉陶器の増加もそれに呼応する。

用途別ではA地区で各時期を通じて土師器煮炊具が８割前後を占める。B・C地区では９世紀後半

以降に煮炊具が減少し、供膳具が増える。この傾向はB地区で特に顕著で、９世紀前半にもその兆

しを窺うことができる。９世紀後半以降に比率を高める供膳具は、C地区での検討からは土師器を主

体とすることが分かり、B地区では黒色土器や赤彩土師器も一定量が存在する。また、貯蔵具の比率

は全体の傾向からはB地区が多かったが、竪穴住居での比率はB地区とA・C地区で大差なく、逆

に低い場合もある。

E まとめ

以上の様に、A・B・C地区の土器組成は地区全体でも、竪穴住居出土遺物による時期毎の組成に

おいても異なった特徴を有すると言えよう。

A地区は一貫して土師器煮炊具の比率が高い。提示した結果が、竪穴住居出土の土器組成のみであ

ったためでもあるが、各地区の竪穴住居での土器組成を比較しても同様の特徴が際だっている。

B地区は９世紀後半以降に大型掘立柱建物や土師器焼成遺構が存在する。こうした開発の拠点的な

役割を担った地区で土師器供膳具・施釉陶器・製塩土器や土錘を主とした土製品などが多く出土した

ため、それらの比率が高くなった。竪穴住居にもそうした傾向が反映され、特に土師器煮炊具が少な

いことが指摘できる。また、その比率は同時期のA・C地区よりも低く、さらに何らかの要因があっ

たと思われる。一つには竪穴住居が短期的な使用であったため、土師器煮炊具の利用自体も少なかっ

たことが推測される。もう一つの考えとして、竪穴住居以外での炊さんも視野に入れる必要があろう。

B地区で９世紀後半以降の竪穴住居は主にB１・６地区にあり、開発拠点となる建物に付属していた

可能性が高い。特にB１地区は地区全体で土師器煮炊具の出土は４．１％と低く、単に竪穴住居での土

師器煮炊具が少ない訳ではない。そのことを加味すれば、経営主体による鉄製煮炊具を用いた集中的

な炊さん形態も想定されよう。また、B地区では竪穴住居での貯蔵具の比率も低い。A・C地区の竪

穴住居が一定量の貯蔵具と煮炊具を保有し、竪穴独自の炊さんと貯蔵をなし得たとすれば、B地区の
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竪穴住居は貯蔵という行為も竪穴外へ依存した傾向が指摘できよう。B地区全体では貯蔵具の比率は

高く、開発拠点での貯蔵物の管理が推測され、これは集中的な炊さんと関連する事項であると考えら

れる。このように、B地区西側の建物群は土器組成を始め、その使用や保有形態も他の調査地とは異

なると見られる。

C地区はA・B地区の中間的な様相を示す。また、竪穴住居での土器組成からは９世紀後半以降に

供膳具の比率が高まり、特に土師器供膳具が主体となることが明瞭に確認された。さらに、C８・１０

地区では９世紀前半代を中心に仏教的な活動を主とした祭祀的行為が窺われる。

この様にA・B・C地区と一様な様相ではないが、概観すると二つの土器組成に分けられよう。

一つはB１地区の大型掘立柱建物やB６地区の土師器焼成遺構に代表されるような、開発拠点での

あり方である。B１地区で多量に出土する灰釉陶器は私的で日常的な使用が推測され（内田２００１）、

大型掘立柱建物は在地有力主導型の経営拠点としての性格が指摘される（武田２００７c）。こうした経営

主体では供膳具の比率が高く、煮炊具が少ない。また、黒色土器・赤彩土師器・施釉陶器・製塩土器・

硯・土製品の比率が一定量存在する。９世紀後半以降に主体を持つことも合わせ、供膳具では土師器

が多くなる。

もう一つは、経営主体を中心とした開発行為の具体的作業に従事した竪穴住居の居住者層である。

これはさらに細分される。経営主体に近接する竪穴住居では、先述したように炊さんや貯蔵が在地有

力層の集中的な管理の下にあった可能性があり、いわゆる徴発労働者（森２０００）の性格が色濃く反映

されていると思われる。他の竪穴住居も規模は概して小さく、長期的な居住に不向きである点などか

ら同様の性格が想定されるが、煮炊具や貯蔵具の比率では一定の炊さんと貯蔵を竪穴住居において行

なっていた可能性があり、開発行為に動員された労働者でも、そのあり方はやや異なっていたとする

ことができよう。

こうした傾向があるが、地区によっては供膳具の集中廃棄や仏教的祭祀行為も窺われ、単純に二分

化することはできないであろう。しかしながら、様々な要素を内包している点が、任海宮田遺跡にお

ける組成の特徴とも言えよう。それは、８世紀後半から１０世紀代に至る長期間にわたって集落が営ま

れ、墨書土器に見るように複数の勢力が混在していたことにも起因するであろう。

今回は任海宮田遺跡C地区の基礎的な資料を中心に、A・B地区との対比を主に行なった。その内

容は、扇状地における開発を目的とした集落の一つのケースとして扱うことができるだろう。しかし、

任海宮田遺跡の性格や特徴を明らかにしていくには、他の遺跡や地域での成果と比較検討を重ねてい

くことが今後も必要となろう。
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須恵器 供膳具
杯類 杯蓋 皿

１～５

６～１０

１１～

0 ３0�

第１０図 C８地区 古代出土分布図（１）
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墨書土器
須恵器 土師器

１～５
０１５０

０２３１「大」

０１５１「貮」

０１９５「成」
０２５９「成」

０２０９
０２１４「廣女」０２１０

「西家」

須恵器 貯蔵具
甕 壷 鉢 壷蓋

１～５

６～１０

１１～

0 ３0�

第１１図 C８地区 古代出土分布図（２）
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土師器 供膳具
椀 皿 黒色土器 赤彩土師器

１～５

６～１０

１１～

土師器 煮炊具
甕 鍋 小型甕

１～５

６～１０

１１～

0 ３0�

第１２図 C８地区 古代出土分布図（３）
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須恵器 供膳具
杯 杯蓋

１～５

６～１０

１１～

０３１７・０３２１
「庄？」（２）

０２９６「家」
０３７４「斐家成」

０３１２「家」
０３０８「家成」０２８６「家成」

０３１１「家成」０３７３
「家成」 ０２８７「斐家成」

０２７８「□妹」０３１６
「庄」 ０３６７「斐家成」

０３７２
「家成」

０３５９０３６８
「家成？」

０３７５・０３６６
「家成？」「家成」０３２２

「平？」
須恵器 貯蔵具 墨書土器
甕 壷 壷蓋 須恵器

１～５ １～５

６～１０

１１～

土師器 供膳具 土師器 煮炊具
椀 黒色土器 蓋 赤彩土師器 甕 鍋 小型甕

１～５ １～５

６～１０ ６～１０

１１～１１～

0 ３0�

第１３図 C９地区 古代出土分布図
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須恵器 供膳具
杯蓋 皿杯

１～５

６～１０

１１～

0 ３0�

第１４図 C１０地区 古代出土分布図（１）
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須恵器 貯蔵具
甕 壷 鉢

１～５

６～１０

１１～

土師器 供膳具
椀 皿

１～５

６～１０

１１～

0 ３0�

第１５図 C１０地区 古代出土分布図（２）
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土師器 煮炊具
甕 鍋 小型甕

１～５

６～１０

１１～

墨書土器
須恵器 土師器 硯

１～５

１１～
０５０４ ０５８７

０５０５

０５３４「平」０５１２ ０４８７

０４９６
「観」 ０４９５

「斐？」

０５４５
「有」 ０４６０

「養」
０５０３
「斐？」

０４８６
「斐？」

０４４４・０４４６
「成」（２）

０４４５・０４９４
「成」「斐？」

０４４８・０４４９
「成」「□舎」

０４２７
「人面？」

０４３１～０４４３
・０４４７
「成」（１４）

0 ３0�

第１６図 C１０地区 古代出土分布図（３）
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奈良三彩 鉄鉢形土師器

１～５

０６２１

黒色土器 赤彩土師器

１～５

６～１０

0 ３0�

第１７図 C１０地区 古代出土分布図（４）
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須恵器 供膳具
杯類 杯蓋

１～５

６～１０

１１～

墨書土器
須恵器

１～５

０６３６・０６４２・０６４３
「驛」

０６２５「福」

須恵器 貯蔵具
甕 壷

１～５

６～１０

１１～

供膳具
土師器椀 黒色土器

１～５

６～１０

１１～

土師器 煮炊具
小型甕甕 鍋

１～５

６～１０

１１～

0 ３0�

第１８図 C１１地区 古代出土分布図（５）
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須恵器 供膳具
杯類 杯蓋 皿

１～５

６～１０

１１～

須恵器 貯蔵具
甕 壷 鉢

１～５

0 ３0�

第１９図 C１３・１５地区 古代出土分布図（１）
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土師器 供膳具
椀 蓋

１～５

６～１０

土師器 煮炊具
甕 鍋 小型甕

１～５

６～１０

１１～

０６８９「斐」

０７０２

０６９０

墨書土器
須恵器 土師器 緑釉

１～５

０７１０

０６８７
０７０３

０６８２・０６８８
「□呂」「文」 0 ３0�

第２０図 C１３・１５地区 古代出土分布図（２）
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須恵器 供膳具
杯類 杯蓋 皿

１～５

６～１０

１１～

須恵器 貯蔵具
甕 壷 鉢 壷蓋

１～５

６～１０

１１～

0 ３0�

第２１図 C１４・２３地区 古代出土分布図（１）
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土師器 供膳具
椀 皿 蓋 黒色土器

１～５

６～１０

１１～

土師器 煮炊具
甕 鍋 小型甕

１～５

６～１０

１１～

０７８１「墾田」
墨書土器
須恵器 土師器

０８００
１～５

０７６６

０７９２

０７８０

０７８２
「山」

0 ３0�

第２２図 C１４・２３地区 古代出土分布図（２）
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須恵器 供膳具
杯 杯蓋 皿

１～５
0 ３0�

６～１０

１１～

須恵器 貯蔵具 土師器 供膳具
甕 壷 鉢 椀 皿 赤彩土師器

１～５ １～５

６～１０ ６～１０

１１～

０９１８

０９１６「縄足？」

０９１７

０８９２
墨書土器 ０９１５「守」

土師器 煮炊具
須恵器 土師器 灰釉甕 鍋 小型甕

１～５ １～５

６～１０

１１～

第２３図 C１８地区 古代出土分布図
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須恵器 供膳具 須恵器 貯蔵具
杯類 杯蓋 皿 甕 壷 鉢 壷蓋

１～５ １～５

６～１０６～１０

１１～１１～

１０５８

０９８１「縄足？」１０２０・１０２７
「縄足？」（２） １０６９「縄足？」

１０２５「縄足？」１１１０
「縄足？」 ０９６２「□山」

１０４０・１０５７
「縄足？」（２）０９６４

１０６４・１０６５
「縄足？」（２） １０１６「縄足？」

０９９１「縄足」１０２６「縄足？」
１１２７
「関・縄足」

１１１３「城長」
０９７９「縄足？」

０９７８「縄足？」
０９７５「縄足？」

１００５「城長？」０９６６
「縄足？」 １０４１「有成」

１０２１「縄足？」

１０５９

墨書土器土師器 煮炊具土師器 供膳具 黒色土器 赤彩土師器 土師器 須恵器甕 鍋 小型甕椀 皿 蓋
１～５１～５ １～５１～５

６～１０６～１０

１１～１１～
0 ３0�

第２４図 C１９地区 古代出土分布図
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須恵器 供膳具
杯類 杯蓋 皿

１～５

６～１０

１１～

土師器 供膳具須恵器 貯蔵具
高杯椀 皿 蓋壷蓋甕 壷 鉢

１～５１～５

６～１０６～１０

１１～１１～

土師器 煮炊具
黒色土器 赤彩土師器

甕 鍋 小型甕
１～５ １～５

６～１０ ６～１０

１１～ １１～

0 ３0�

第２５図 C２０地区 古代出土分布図
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施釉陶器
製塩土器

緑釉 灰釉
１～５１～５

１３１９・１３２２・１３３２・１３３５・１３６１
「縄足？」（３）「縄足」（２）
１２９２・１２９３・１３３３・１３３４・
１３３７・１３４０・１３５４
「有？」「稲？」「貳」「縄足？」（４） １３２０・１３２５・１３２９・１５０３

「縄足？」「縄足」「柴寺？」

１３１６・１３１７・１３２６・１３２７・
１３５２・１３５９
「縄足」「縄足？」（３）
「貳」「記号」

１５０２
「家？」

１４８５「縄足？」
１３３８・１３５３
「縄足？」「縄足」１２８７

「縄足？」

１４８９「貳」 １２９４・１３３９・１３４８・１４１３・１４７９
「貳」「縄足？」（４）

１２１１「家」 １４４３「城長？」

１５６１
「城長」 １２４５・１２４８

「貳」（２）
１４２１・１４７８・１４８２・１４８７・１４９０・１４９１・１４９７・１５１３・１５１６
「縄足？」（６）「城長？」
「丈？」 「貳？」

１１８５「城長？」 １２４０「縄足」
１２４４「縄足？」

１５７２「縄足？」
１４２０
「縄足」 １３１８・１４７６

「縄足」「縄足？」
１４８８「貳」１５６８

「縄足？」 １５５６・１５６７
「縄足？」（２）１４４７・１５６３

「縄足」（２）

１２７９・１２８０・１２８３・１４４４・１４４８・１４４９・１４７２～１４７５・１４７７・１４８０～
１４８１・１４８４・１４９３・１４９５・１５０７
「縄足」（９）「浄万呂」
「縄足？」（６）「文？」

墨書土器 １５７０「縄足？」

須恵器 土師器 １２８８・１５６５・１５６６・１５７１
「縄足？」（４）

１２８４
「三□」１～５

１２８１～１２８２「縄足」（２）
１４４６・１４８３
１４８６「縄足？」（３）

１５６２・１５６４
「縄足？」（２）

６～１０

１１～

須恵器 供膳具 須恵器 貯蔵具
杯類 杯蓋 皿 甕 壷１～５ １～５

６～１０ ６～１０

１１～

土師器 供膳具 土師器 煮炊具 黒色土器 赤彩土師器
椀 甕 鍋 小型甕

１～５１～５ １～５

６～１０ ６～１０

0 ３0�１１～ １１～

第２６図 C２０地区 古代出土分布図（２） C２１地区 古代出土分布図
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須恵器 貯蔵具須恵器 供膳具
甕 壷 壷蓋杯類 杯蓋 皿

１～５１～５

６～１０６～１０

１１～１１～

土師器 供膳具 土師器 煮炊具
黒色土器 赤彩土師器鉢椀 皿 蓋 甕 鍋 小型甕

１～５ １～５１～５

６～１０ ６～１０６～１０

１１～ １１～１１～

０８４０「観音寺」

１８７５

墨書土器
１７９５

１７０９「大」 須恵器 土師器 製塩土器 緑釉
１～５１～５

１８３９「墾田？」

１７７２「貳」１８３７「縄」

１７５７

１７９２「縄足？」１７４２「縄足？」
１７３０

１７２８
「縄足？」

１７２９
１８３８
「縄足？」

0 ３0�

第２７図 C２２地区 古代出土分布図
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時期 竪穴住居番号 須恵器
供膳具

土師器
供膳具

黒色土器
供膳具

赤彩土師器
供膳具

須恵器
貯蔵具

土師器
煮炊具

製塩
土器

施釉
陶器 合計

�期 C１４地区 SI０７
１３ ５ ０ ０ ３ １１３ ０ ０ １３４ 点数
９．７ ３．７ ０．０ ０．０ ２．２ ８４．４ ０．０ ０．０ １００ ％

�期

C２０地区 SI０３
１２ ５ ０ ０ ５ ８１ ０ ０ １０３ 点数
１１．７ ４．９ ０．０ ０．０ ４．９ ７８．５ ０．０ ０．０ １００ ％

C２２地区 SI０８
１５ ０ ０ １ １９ ７５ １ ０ １１１ 点数
１３．５ ０．０ ０．０ ０．９ １７．１ ６７．６ ０．９ ０．０ １００ ％

C２２地区 SI０９
１８ １ ０ ０ ２ １２９ ０ ０ １５０ 点数
１２．０ ０．７ ０．０ ０．０ １．３ ８６．０ ０．０ ０．０ １００ ％

C２２地区 SI１３
１７ ２ ０ ０ ６ １３４ ０ ０ １５９ 点数
１０．７ １．３ ０．０ ０．０ ３．８ ８４．２ ０．０ ０．０ １００ ％

C２２地区 SI１５
１３ １ ３ １ １５ １４８ ０ ０ １８１ 点数
７．２ ０．６ １．７ ０．６ ８．３ ８１．６ ０．０ ０．０ １００ ％

�期

C１４地区 SI０６
２２ １６ ４ ０ ４ ６８ ０ ０ １１４ 点数
１９．３ １４．０ ３．５ ０．０ ３．５ ５９．７ ０．０ ０．０ １００ ％

C２２地区 SI０１
７ ２７ ０ １ １２ ６７ ０ ０ １１４ 点数
６．１ ２３．７ ０．０ ０．９ １０．５ ５８．８ ０．０ ０．０ １００ ％

C２２地区 SI０２
９ １８５ １４ １６ １４ １９８ ０ ０ ４３６ 点数
２．１ ４２．４ ３．２ ３．７ ３．２ ４５．４ ０．０ ０．０ １００ ％

C２２地区 SI０７
３５ ３９ ２ ０ ７ １６７ １ ０ ２５１ 点数
１３．９ １５．５ ０．８ ０．０ ２．８ ６６．６ ０．４ ０．０ １００ ％

�期

C１４地区 SI０３
１３ ７６ ４ ０ １７ １００ ０ ０ ２１０ 点数
６．２ ３６．２ １．９ ０．０ ８．１ ４７．６ ０．０ ０．０ １００ ％

C２０地区 SI０４
５ ４８ ３ ０ １０ ９４ ０ ０ １６０ 点数
３．１ ３０．０ １．９ ０．０ ６．３ ５８．７ ０．０ ０．０ １００ ％

C２２地区 SI０３
１３ ５２ ０ ５ １６ ９３ ０ ０ １７９ 点数
７．３ ２９．０ ０．０ ２．８ ８．９ ５２．０ ０．０ ０．０ １００ ％

第２８図 C地区竪穴住居土器組成
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地区 須恵器 土師器 黒色土器 赤彩土師器 墨書土器 施釉陶器 製塩土器 土製品 備考

A地区 １５．８ ８３．１ ０．２ ０．４ ０．０ ０．１ ０．３ ０．１ 竪穴住居出土遺物による組成

B地区 ２８．９ ６３．３ ２．２ ３．４ ０．７ ０．５ ０．３ ０．７

C地区 ３２．７ ６５．２ ０．６ ０．７ ０．６ ０．１ ０．１ ０．０

地区 供膳具 貯蔵具 煮炊具 硯 製塩土器 土製品 その他 備考

A地区 １５．３ ５．２ ７９．１ ０．０ － － ０．４ 竪穴住居出土遺物による組成・その他に製塩土器、土製品を含む

B 地区 ６４．９ １５．２ １８．６ ０．１ ０．３ ０．７ ０．２

C地区 ４６．３ ９．６ ４３．７ ０．０ ０．１ ０．０ ０．３

種類 C地区 B地区 A地区
須恵器 １１０１２ ９３５４ ２３７ 点数

４９．９ ２１．４ ６９．８ ％
土師器 １０１７９ ２９９３４ ８８ 点数

４６．１ ６８．７ ２６．０ ％
黒色土器 ２９３ １４５７ ４ 点数

１．３ ３．３ １．２ ％
赤彩土師器 ３１６ ２２７７ ９ 点数

１．４ ５．２ ２．７ ％
墨書土器 ２９１ ４４１ － 点数

１．３ １．０ － ％
施釉陶器 ８ １９４ １ 点数

０．０ ０．４ ０．３ ％
合計２２０９９ ４３６５７ ３３９ 点数

種類別：A・B・C地区対比

用途別：A・B・C地区対比

A・B・C地区供膳具：種類別対比

第２９図 任海宮田遺跡A・B・C地区土器組成対比
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時期 地区 須恵器 土師器 黒色土器 赤彩土師器 施釉陶器 製塩土器 その他 墨書土器 報告書時期区分
８世紀後半 A地区 ２０．０ ７９．４ ０．０ ０．２ ０．１ ０．３ ０．０ － 前�期

A地区 １２．１ ８６．５ ０．２ ０．５ ０．０ ０．７ ０．０ － 前�期
９世紀前半 B地区 ２３．７ ７３．６ ０．７ ０．９ ０．０ ０．２ ０．０ ０．９ 任海宮田遺跡�・�期

C地区 １６．５ ８２．８ ０．４ ０．２ ０．０ ０．１ ０．０ － 任海宮田遺跡�・�期
A地区 １５．８ ８２．２ ０．４ ０．８ ０．０ ０．０ ０．８ － 後�期

９世紀後半 B地区 ２１．９ ５８．６ ４．１ １２．８ ０．１ ０．７ ０．０ １．８ 任海宮田遺跡�・�期
C地区 １２．６ ８４．０ １．８ １．５ ０．０ ０．１ ０．０ － 任海宮田遺跡�・�期

１０世紀前半
A地区 １０．７ ８８．３ ０．５ ０．５ ０．０ ０．０ ０．０ － 後�期
B地区 １４．１ ７９．８ １．６ １．９ ０．７ ０．５ ０．７ ０．７ 任海宮田遺跡�期

時期 地区 供膳具 貯蔵具 煮炊具 その他 報告書時期区分
８世紀後半 A地区 １８．０ ６．４ ７５．３ ０．３ 前�期

A地区 １３．３ ３．７ ８２．３ ０．７ 前�期
９世紀前半 B地区 ３１．７ ３．４ ６４．５ ０．４ 任海宮田遺跡�・�期

C地区 １２．８ ６．０ ８１．１ ０．１ 任海宮田遺跡�・�期
A地区 ８．８ ９．２ ８１．２ ０．８ 後�期

９世紀後半 B地区 ６５．６ ３．０ ３０．６ ０．８ 任海宮田遺跡�・�期
C地区 ４０．７ ５．５ ５３．７ ０．１ 任海宮田遺跡�・�期

１０世紀前半
A地区 １５．８ １．３ ８２．９ ０．０ 後�期
B地区 ７８．５ ３．８ １６．５ １．２ 任海宮田遺跡�期

A・B・C地区竪穴住居出土土器：種類別組成

A・B・C地区竪穴住居出土土器：用途別組成

第３０図 任海宮田遺跡A・B・C地区竪穴住居土器組成対比
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２ 中世

（１）中世の遺構変遷
A 時期区分の設定

C地区の調査では中近世の掘立柱建物５９棟、礎石建物１棟、井戸２１基が確認され、他に多くの土坑・

溝などを検出した。ここでは、主要な建物を中心とした遺構の変遷を示していく。

建物の時期については、柱穴出土の遺物から判断できる場合は少ない。そのため、建物を含めた遺

構の時期を比定する上では、地区の出土遺物から遺構変遷が想定される時期をある程度把握し、遺構

の配置や重複関係等を基に変遷を考えた。その方法については、B地区の報告時に示しており、今回

もそれに準拠している。

まず、C地区で中近世の遺構を検出した地区での、中世段階の遺物の消長を模式的に示す（表１０）。

概ね１３～１４世紀代もしくは、１５世紀代の遺物が主体となって出土する地区にわかれる。また、１６世紀

代の遺物の出土は少ない。表には示されていないが、C８、C１４・２３、C１７地区では近世段階の遺物が

多くなる。これらのことから、C地区では１２世紀末ごろから集落の形成が始まり、１６世紀代には縮小

傾向にあり、一部は近世まで存続する様相が窺える。

時期区分については、B地区の報告時に�～�期までを設定しており、今回も踏襲する。B地区で

は建物数も多く、各世紀代を前・後半に分けた時期区分に分散させ、遺構の前後関係を想定すること

ができた。しかし、C地区では建物数や重複関係も少なく、詳細な時期区分に分け難い。そのため、

�・�期：１２世紀末～１３世紀代、�・�期：１４世紀代、�・�期：１５世紀代、�期：１６世紀代以降と

して把握し直し、変遷を追っていく。ただし、遺物や重複関係などにより、判断できる場合は詳細時

期として示しておきたい。

B 遺構変遷

（	）C２・３・４地区（第３１・３２図）

�・�期では SB０１～０８がある。SB０１～０３・０６は SD００１・００３による区画内に位置する。SB０４・０５

の位置は重複するが、前後関係は不明である。SB０７は SD００２による区画内にある。SD００２は SD００１

と併存、あるいはやや後出すると考えられ、SB０７も同様であろう。また、SB０７は他の建物と方位を

違えており、SD００２の西辺を意識したものと思われる。SB０８は SD００２・００５による区画内に位置する。

SD０４０は自然流路で�期以降存在し、最終的な埋没は�期となる。

�期には SB０９～１１がある。SB０９の南には SD０２７による区画がある。SB１０・１１は重複するが、前後

関係は不明である。また、SB１０・１１

には石組井戸 SE０２が隣接し伴う。

�期には SD００６による区画がある。

区画内に建物は確認されないが、SK

００８や石組井戸 SE０１等が存在する。ま

た、SD００６の南側の土坑群、南西側の

溝群も認められる。

�・�期は SD０４０に遺物の出土が

ある他は、明確な遺構がない。後�期

新の瀬戸美濃四耳壺が SK０８２不整形
表１０ 地区別遺物消長表
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C４地区SD００５

SB０８

SK０８３・０８５

SD０４０

SB０７
SA０２

SK０８２
SK０７２

SB０６
SK００４

SD００１

SB０１

SA０１ SK０９５・０９６
SB０２

SK０９７

SB０３SD００２ SE０２SB１０・１１

SD００３

SB０９

SD０４０ SK０８６

SB０４・０５
SD０２７

C２地区 C３地区 SD０４０

�・�期 SD００６

SK００８

SE０１

SD０４０

０ ６０m

�・�期

第３１図 C２・３・４地区 遺構変遷
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SB０３

SB０１

SB０２

SD００５

�・�期

SD００１

SD０４１ SD０４０

SK０８２

土坑群

�・�期

SK００９

SX０１ SD０１１

SD００１

SK１５４

SD０４０

�・�期 土坑群

�～�期

C５地区C２・３・４地区

C６地区

SB０６～０８・１０ SB０９

SK００６

SK００７

SK０１１
�・�期
土坑群SB０３

SB０５
SB０２

SB０４
SB０１ SD００８

�・�期 �期�期、�・�期

６０m０

第３２図 C２・３・４、C５、C６遺構変遷
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部分にて出土するが、性格は不明である。

�期は SK００９、SD０１１・０４１、SX０１や SD０４０の最終段階が相当する。建物も確認されず、概して遺

構は少ない。

（�）C５地区（第３２図）

�・�期では SB０１～０３がある。SB０１・０２は重複するが、前後関係は不明である。また、SB０１・０２

の南側に SD００５があるが、建物の区画溝であるかは判然としない。

�期以降では建物は確認されない。SD００１による区画と区画内の土坑群で構成される。遺物からは

�期以降が主体となる。SD００１は�～�期まで存続するが、土坑群は出土遺物の様相から、�・�期

と	・�期で分布域が異なる傾向がある。�・�期は概ね SD００１区画内の北西から中央に土坑群が

形成される。	・�期では区画内の東から南東に土坑群が形成される。東側では�・�期に比べ、土

坑の規模がやや大きく、形状が整わない。これらの土坑群のうち、SK０６５・０７５・１２７・１３５・１４８は銅

銭あるいは完形の中世土師器皿が出土し、墓壙の可能性がある。いずれも一辺２m前後の方形を基

調とするが、覆土への礫の混入に違いがある。これらを含め、区画内に密集する方形・長方形基調と

なる土坑や、方形基調の土坑が重複したと思われる区画内東側の不整形の土坑群も同様の性格が考え

られる。しかし、骨片の出土は認められず、墓壙であるかは判然としない。

SD００１の区画外には、SK００１～００５が北西側、SK１５３～１５５が西側に分布する。いずれも�期で、SD

００１を切るものが多い。SK１５４の底面には焼土・炭化物層が形成され、羽口・鉄滓の出土が多い。分

析結果では鍛錬鍛冶滓であったが、SK１５４自体が鍛冶関連の遺構とは考え難い。また、後述する出土

分布で示すように、羽口・鉄滓の分布は SK１５４周辺以外に、調査区東側にも広がっている。鍛冶関

連の作業が調査区内、あるいは隣接地で行なわれた可能性があるが、その内容は明らかでない。

（
）C６地区（第３２図）

�・�期には SB０２・０５～０８・１０がある。SB０６～０８・１０は調査区北東に重複してあり、SB０８→SB

０７→SB０６→SB１０の順となる。これらの南側に SB０２・０５があり、SB０６・０７・１０のいずれかと併存す

ると思われる。このように�・�期において、少なくとも４段階の建物変遷があったと考えられ、�

期に SB０７・０８、�期に SB０６・１０とすることも可能であろう。

�期では建物方位を変えて、SB０１・０３・０４・０９が存在する。SB０３・０４は併存しないと思われ、２

段階の変遷が想定される。

�・	期になると建物は確認されず、調査区東に方形状の土坑群が形成される。

�期には調査区南に SD００８があり、付近に土坑が散見される。近世までの遺物を含むが、その位

置からC５地区 SD００１と一連の溝である可能性がある。

（�）C７地区（第３３図）

�～�期には調査区北半に土坑が散在すると考えられる。�・�期では SK００５・００７・１８０が調査

区北寄りに、�・�期では SK０２０・０２１・０２４・０６８～０７０・１７５が中央寄りに分布する。

�・	期からは SD００３・００４・００６・００７・０１３・０１４による区画が行なわれる。出土遺物の様相から、

SD００３の区画内をさらに区切る SD０１１より南側の土坑群が形成されたと考えられる。土坑群は方形基

調の土坑が数多く重複し、完形の中世土師器皿が比較的多く出土する点などは、先に見たC５地区の

土坑群のあり方と似ている。しかし、銅銭の出土はほとんど無く、SK０９３・１４６の様な一辺４mを越

えるような土坑が認められることなど、異なる点もある。また、出土遺物に瀬戸美濃・瓦質土器の花

瓶や香炉、青銅製の燭台が認められる点も特徴的である。これらのことから、墓壙あるいは、宗教的
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C７地区

C９地区SK００５

SK００７
�・�期

SK１８０
SK０２０・０２１

SK０２４

SK１７５

SK１０１SB０１SK０６８～０７０
SB０２・０３

�・�期

�～�期

SD００６・００７ �期
SD０１４

SD００４

SD００３
SK０２２

SD００４
SD０１１

SE０１

SK１４６

SD０１３SK０９３

�・�期
楕円形土坑を含む
土坑群

SE０１

SD００２
SD００８

SD０１１

SD０１２SX０１
SK１７８

SD０１４

SE０２SD００６

SD０１３SK１５５

方形・大型土坑を
主体とする土坑群

�期

６０m０

�期

第３３図 C７、C８、C９地区 遺構変遷
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な施設に関係して形成された遺構群の可能性がある。

�期では引き続き溝による区画があるが、遺構の分布は調査区東側を中心とする SK１５５・１７８等が

ある。区画を形成していた SD００３・００４は覆土上層に多量の礫と共に、遺物に越中瀬戸や鉄砲玉と思

われる鉛玉が含まれており、１６世紀末頃から近世に最終的な埋没を向かえる。

（�）C８地区（第３３図）

�期には調査区南東に SK１０１がある。SK１０１は回転台成形の中世土師器、青白磁皿、水晶数珠玉が

出土する墓壙である。調査区内には同時期の建物等は確認されず、隣接するC１０地区の建物群との関

連が強いと考えられる。

�期からは、SD００２・０１１～０１３による区画が形成される。SD００２の区画内には SE０１があり、柱穴の

可能性がある楕円状の土坑が散見されるが、建物は復元できなかった。SD０１１～０１３によって形成さ

れる調査区南西の範囲では、土坑群が確認される。SD００２区画内のような楕円形土坑は認められない。

SX０１は水溜としての機能が可能性としてあるが、他の遺構も含め全体的に性格は不明と言わざるを

得ない。また、これらは出土遺物から近世以降の所産である遺構がほとんどである。

（�）C９地区（第３３図）

�・�期には調査区南西に SB０１～０３が認められる。SB０２・０３は重複し、２時期に細分可能だが、

前後関係は不明である。他に SB０２・０３北側と調査区北東に土坑が分布する。

�・�期に属する遺構は明らかでないが、遺物は一定量出土する。

	・
期では SK０２２、SD００４がある。SD００４は隣接するC７地区の区画溝と関連する可能性がある

が、やや方向を違える。

�期では近世以降に SD００６が調査区南を区画するが、区画内に当該期の遺構は認められない。距

離を置くが、時期と方位はC８地区 SD００２と同様で関連が窺えるものの、連続する溝であるかは判然

としない。

（�）C１０・１１・１３～１６・２３地区（第３４・３５図）

�・�期ではC１０地区 SB０１～０４、C１１地区 SB０１・０２がある。いずれも建物方位が近似しており、

一連の建物群であると考えられる。ただし、C１０地区の建物周辺には幅の狭い溝が数条あり、SB０３と

SD００８、SB０４と SD０１２の対応を敢えて推測すれば、SB０３と SB０４は併存せず２時期に細分されよう。

�・�期にはC１３・１５地区 SB０１～０３・０７、C１４・２３地区 SB０１、C１６地区 SB０４が相当する。建物群

周辺にはC１３・１５地区 SD０１０、C１４・２３地区 SD００１・００５・０１０等の溝があり、範囲は明らかでないが

区画溝と考えられる。また、C１６地区では SD００２が浅い谷状地形として存在する。�・�期よりも北

側に建物群が移行しており、このあり方は	期以降に続く。

	・
期になると、C１３・１５地区 SB０４～０６、C１４・２３地区 SB０２、C１６地区 SB０１～０３が認められる。

C１０地区でも当期の遺物が一定量出土するが、遺構は特定し難い。

�期は近世以降の段階に属する遺構が認められる。C１１地区 SB０３、C１４・２３地区 SB０３～０６、SE０１

～１５があり、C１０、１３・１５、１６地区でも溝が検出される。また、C１４・２３地区では整地跡の SX０１～０５

が最終的に形成される。

（�）C１８～２２地区（第３６図）

�・�期にはC２０地区 SB０１～０４がある。重複関係は不明であるが、少なくとも３段階に変遷する。

建物群の北側には SK０１４・０１８・０４０・０５５・０５６の土坑があり、この内 SK０５５・０５６は SB０１に関連する

大型の土坑である。SK０５５は内部に石積みがあり、竪穴状に開口して上部構造を有していた可能性が
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SB０３ �～�期
SD００３ �・�期

SB０２ �・�期
SB０１

６０m０

第３４図 C１０、１１、１３・１５、１４・２３、１６地区遺構変遷（１）
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第３５図 C１０、１１、１３・１５、１４・２３、１６地区遺構変遷（２）
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�～�期

�期SB０１・０２
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�・�期
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第３６図 C１８、C１９、C２０、C２１、C２２地区遺構変遷
C１９地区

建物あり
�～�期

建物なし、
その他遺構あり

当該期の遺構なし

�～�期

第３７図 任海宮田遺跡C地区建物分布模式図
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あり、半地下状の倉庫的な機能が想定される。他に SD００８がある。

�期にはC１８地区 SB０１、C２０地区 SB０５が認められる。C１８地区 SB０１には素掘井戸 SE０１が付属す

る。C２０地区では他に SK０５７～０６０の方形状の土坑群があり、�・�期の SK０５５・０５６の役割を踏襲す

ると推測するが、上部構造の有無は不明で、掘り込みも浅くなり、簡素な造りになったと思われる。

�期になるとC１９地区 SB０２、C２２地区 SB０１・０２が相当する。C１９地区 SB０２には SD０３２・０３４・０３５

が区画溝として関連する可能性がある。

�・�期ではC１９地区 SD０３６・０３８の平行する２条の溝がある。また、C２１地区でも当該期の遺物

が一定量出土するものの、遺構は特定できない。

（２）中世の建物について
遺構変遷によって想定される各建物の時期を一覧として示した（表１１）。ここでは、検出された掘

立柱建物の規模・構造についての様相をまとめておきたい。

A 建物密度・分布

１，０００㎡あたりの建物棟数を示す（グラフ１５）。�・�期は１．０８棟、�・�期は０．６５棟、�・�期に

は０．２５棟、�期以降は０．１８棟となる。この様に、時期を追う毎に建物密度は低くなる。

また、C地区における建物および遺構の大まかな分布状況を、地区・時期毎に示す（第３７図）。�

～�期において建物が確認されるのは、西側のC２～６地区、中央のC９～１１・１３～１６・２３地区、東

側のC１８・１９・２０・２２の３つの範囲に大きく分れる。�～�期では中央のC１１・１３～１６・２３地区の範

囲で確認されるようになる。

以上のように、建物群の形成が複数の範囲であった段階から、特定の範囲と移行する様相が窺える。

しかし、後者の段階にあっても建物は散在してあり、密度は低い。

B 建物構造・面積

建物構造を総柱・側柱・礎石建物に分け、時期毎の変化を示す（グラフ１６）。�～�期では総柱建

物が主となりつつ、徐々に側柱建物が増える。�・�期では側柱建物が主体へと変換する。�期には

礎石建物が確認されるが、いずれも近世段階の建物で、その認定や構造には不明瞭な点があることも

否めない。ここでは総柱建物から側柱建物への移行を、�期から�期に確認するに止めたい。

建物面積を２５㎡未満、２５㎡以上５０㎡未満、５０㎡以上１００㎡未満、１００㎡以上に分け、時期毎に示す（グ

ラフ１７）。�～�期にかけて５０㎡未満の建物が増加しつつ、２５㎡未満と２５㎡以上５０㎡未満の比率がほ

ぼ等しい傾向が続く。�期以降は２５㎡未満のみで構成される。

C２・３・４ C５ C６ C９ C１０ C１１ C１３・１５ C１４・２３ C１６ C１８ C１９ C２０ C２２

�・�期 SB０１
～０８

SB０１
～０３

SB０２・
０５～
０８・１０

SB０１
～０３

SB０１
～０４

SB０１・
０２

SB０１
～０４

�・�期 SB０９
～１１

SB０１・
０３・０４・
０９

SB０１
～０３・
０７

SB０１ SB０４ SB０１ SB０２ SB０５ SB０１・
０２

�・�期 SB０４
～０６ SB０２ SB０１

～０３

�期～ SB０３ SB０３
～０６

表１１ C地区中世建物時期別一覧
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グラフ１５ 建物密度 グラフ１６ 建物構造

グラフ１７ 建物面積 グラフ１８ 建物間数

�・�期 �・�期

NN

W EW E
１ ２ ３

棟
１ ２ ３ ４

棟

�・�期 �期
N N

W EW E
１棟１棟

第３８図 建物方位
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建物を桁行間数毎で見ると（グラフ１８）、�・�期に桁行５間までが確認されるが、主に桁行４間

までの建物で構成され、�・�期までその傾向が続く。�期以降は桁行２間までの建物のみとなる。

なお、C２０地区 SB０１では梁行が不明であるものの、桁行は８間が確認されており、本来はC地区で

の最大規模の建物であったと考えられる。

この様に、建物構造は総柱から側柱への変化、規模の縮小化が時間的な経過と共に進行する傾向が

窺える。

C 建物方位

建物方位を北からの東西方向への振幅として示した（第３８図）。�～�期にかけては２方向へまと

まる。一つはN－３０°－E程度まで東へ傾く建物群で、�・�期ではN－１９°－Eにやや集中し、�・

�期ではN－１５～３０°－Eに分散する。もう一つはN－８０°－W程度まで西に傾く。�・�期ではN

－６５°―W、�・�期ではN－６９°－Wと近似し方位にまとまる傾向がある。�・�期では�～�期

の方位の他に、北あるいは東・西方位に近い建物も現われる。�期は近世段階の建物となるが、�期

までに認められた方位の一部が存続していると言える。

以上のように、�～�期までは北北東・西北西の傾向があったものが、�期から北・東・西の方位

が加わるあり方が分かる。また、�期には西北西・西方位の東西棟のみとなる。

D 竪穴状土坑

掘立柱建物の内外に、いわゆる竪穴状土坑が付随する建物は１２棟に認められ、概ね１棟に１基の竪

穴状土坑が付属する。複数確認できる場合もあり、竪穴状土坑は計１５基を数える。また、建物は側柱

建物１棟を除き、総柱建物である。

時期毎に竪穴状土坑の有無を棟数による比率で示した（グラフ１９）。�・�期は２３％、�・�期は

２２％の建物で確認される。�・�期には１４％へ減じ、�期には認められない。竪穴状土坑が確認され

た建物の規模を間数別に見る（グラフ２０）。�～�期まで桁行３もしくは４間の建物で確認される場

合がほとんどで、�・�期には桁行２間のみとなる。また、建物内外での配置（第３９図）では、建物

の南辺沿いと北東隅に構築される傾向が窺える。

覆土などの特徴では、C２・３・４地区 SK０７２・０８６の底面に炭化物が層状に形成される。C１４・２３

地区 SK０１４では小礫が多く混入する。これら以外の竪穴状土坑では、覆土の堆積や混入物に特色は

なく、底面の硬化なども認められない。

竪穴状土坑自体の規模は、建物柱間距離の２×１間分に相当する事例が９基あり、次いで１×１間

分が４基、２×２間分が１基、不明が１基となる。

これらのことから、竪穴状土坑は�～�期に２割程度、�・�期には比率が下がるが一定量の建物

グラフ１９ 竪穴状土坑付属率 グラフ２０ 建物規模別竪穴状土坑確認数 第３９図 竪穴状土坑構築位置
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に設置されていると言えよう。また、建物は桁行３間あるいは４間で、土坑自体は建物の２×１間分

を占める傾向がある。土坑の位置は、建物南辺や北東隅が意識されたようである。

（３）中世の土器・陶磁器組成と分布
任海宮田遺跡C地区では中世を通じてC地区全体の範囲が土地利用されていた。その結果、多く

の遺物も残された。そのほとんどを占める土器・陶磁器の組成、およびその出土分布を示しておきた

い。既に報告した任海宮田遺跡A・B地区を含め、神通川を挟んで対岸に位置する中名�・�遺跡や

道場�遺跡においても、土器・陶磁器の組成・分布を提示してきている。それらの結果と比較検討を

進める上での、基礎的な資料の拡充を図ることも目的の一つである。

A 集計と分布図作成の方法

対象としたのは、基本的には掘立柱建物が確認された地区である。しかし、建物は認められなかっ

たものの、土坑など遺構が多く検出された地区や、組成などに特徴がある地区も扱った。そのため、

２３箇所ある地区の内、C１２、C１７地区を除く、ほとんどの地区について示していく。

土器・陶磁器は中世土師器、珠洲、八尾、越前、瀬戸美濃、中国製陶磁器、瓦質土器、土製品（羽

口・土錘）を対象とし、破片数を集計して提示する（表１２）。その結果を基に種類別の組成を示した

（第４０図）。また、供膳具と調理・貯蔵具における種類別の比率構成（表１３・１４）、食膳具：調理・貯

蔵具、調理具：貯蔵具の対比率も表にまとめる（表１５・１６）。さらに、珠洲と八尾での器種別の組成

（第４１図）、中国製陶磁器と瀬戸美濃の一覧表（表１７）についても作成した。

分布図は２×２mのグリッド毎に、各種類により●△などのシンボルを用い、数量に応じてシン

ボルの大きさを変えて示している（第４３～６５図）。

B 土器組成と分布

C地区では遺構変遷の際に確認したように、中世全般の遺物が出土している。そのため、長期間・

広範囲に渡る活動の累積であることは注意されるべきであろう。しかし、先に示した地区別の遺物消

長表（表１０）から、主体となる時期を推測できる地区もあり、そうした事例は該当する時期の土器組

成を比較・検討していく上で扱えると考えられる。ここでは最初にC地区全体の様相を概観し、そ

の後に各地区の様相を示していきたい。

〈C 地区全体〉

種類別：全破片数は９００６点を数える。種類別では多い順に、中世土師器６２６１点（６９．６％）、珠洲１９２８

点（２１．４％）、八尾３０５点（３．４％）、中国製陶磁器１９６点（２．２％）、瀬戸美濃１７３点（１．９％）、土製品１０９

点（１．２％）、瓦質土器３０点（０．３％）、越前４点（０．１％未満）となる。

珠洲は１９２８点の内、甕が９１１点、擂鉢７４５点、壺２６０点、不明１２点となる。八尾の３０５点は、甕２７９点、

擂鉢１８点、壺８点で構成される。

中国は１９６点の内、１４８点を龍泉窯系青磁が占めている。主体となる龍泉窯系青磁を分類別で示すと、

大宰府�類が１８点、�類が４６点、�類が１８点、�類および�類以降が３６点となり、上田分類B・C・

D・E－�類以降が３０点を数える。このことから大宰府�類と、大宰府�類以降あるいは上田分類に

該当するものが多い。白磁は大宰府�類と森田分類 E群がやや多い傾向がある。

瀬戸美濃の１７３点を時期別に示すと、前期が３点、中期が３５点、後期が１００点、大窯段階が３２点、登

窯段階が２点、不明が１点となる。後期が主体となり、中期と大窯段階の所産が続く。

土製品は羽口が９３点を占め、その内の７３点がC５地区の出土である。
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供膳具：種類別に見ると、中世土師器が９５．５％、中国（椀・皿・杯類）が２．７％、瀬戸美濃（椀・皿・

杯類）が１．８％で構成される。中世土師器がほとんどを占める。

調理・貯蔵具：８６．３％が珠洲、１３．７％が八尾で構成される。調理具：貯蔵具＝３４：６６の比率となる。

分布：ここでは地区毎の出土点数と出土率を比較しておく。出土点数では、C７地区が３９３０点と最も

多く、C地区全体の約４４％を占める。C５地区で１３７５点、C２・３・４地区で１２７５点と続き、最少は

C２２地区の１９点である。全体的な傾向としてC地区西側のC２～５、７地区に多くある。

出土点数を調査区面積で割った出土率を示す（第４２図）。C７地区が１．９点／㎡、C５地区が１．１５点／

㎡となり、他の地区が概ね０．４点／㎡以下となるのに比べて、高い値となる。また、C６、９、２０地区

は出土点数の割にはやや高い出土率を示し、逆にC２・３・４地区では出土点数の割に出土率は低い

傾向が窺える。

出土率を加味すれば、C地区全体の西側に遺物の出土が多いものの、その中でもC５、７地区が極

めて濃密な出土のあり方を示し、C２・３・４地区ではやや疎らな傾向が窺える。C５、７地区での

特異なあり方は、検出された密集する土坑群とそれを区画する溝から遺物が多く出土することに起因

する。このことは、後述する遺物分布で確認することが出来る。また、出土の少ない東側でも、C２０

地区ではやや集中した出土のあり方を呈することが分かる。

特徴：①土器・陶磁器の約７割が中世土師器で占められる。その内、およそ半数がC７地区に集中す

る。②組成に占める中国製陶磁器と瀬戸美濃の比率は、ほぼ等しい。③八尾に調理具（擂鉢）は少な

く、ほぼ貯蔵具（甕・壺）で占められる。④供膳具と調理・貯蔵具の比率は、７５：２５となる。

〈C１地区〉

種類別：中世土師器９１点（７９．８％）、珠洲８点（７．０％）、八尾１点（０．９％）、瀬戸美濃２点（１．８％）、

中国製陶磁器１１点（９．６％）、土製品１点（０．９％）となる。

遺物は少なく、遺構も皆無に等しい。中国の比率が高い点が特徴的であるため、組成のみを記載し

た。その要因は判然としないが、隣接するC２・３・４地区から流入した可能性が考えられる。中国

は龍泉窯系青磁が１０点で、その内の４点を大宰府�類が占める。供膳具：調理・貯蔵具＝９３：７とな

り、供膳具の比率が高い。

〈C２・３・４地区〉

種類別：中世土師器９２５点（７２．５％）、珠洲２７９点（２１．９％）、八尾２９点（２．３％）、瀬戸美濃９点（０．７％）、

中国製陶磁器３１点（２．４％）、土製品２点（０．２％）となる。

瀬戸美濃は後期が５点と多く、前期・中期が各２点ある。中国は龍泉窯系青磁が２９点を占める。大

宰府�－b類が１１点と多く、他に�類が３点、�－a類が２点、�類が４点、�類もしくはそれ以降

が９点を数える。

供膳具：中世土師器９６．３％、瀬戸美濃０．７％、中国３．０％で構成され、中世土師器が卓越する。

調理具・貯蔵具：９０．４％が珠洲となる。調理具：貯蔵具＝４５：５５となり、貯蔵具が比較的多い。

分布：調査区の東側にある自然流路内で、中世土師器と珠洲の分布が多い。また、中世土師器はC２

地区北側の�・�期における方形区画内に分布が目立つが、他の範囲や建物周辺には少ない。珠洲、

八尾、中国製磁器は建物群の周辺それぞれに分布が認められ、中世土師器とはやや異なるあり方を呈

する。珠洲、八尾の接合関係では建物群周辺で完結するものの他に、C２・３地区中央から西側への

広がりが認められる。瀬戸美濃は遺構分布の少ないC４地区北西にやや多い。

特徴：①施釉陶磁器や珠洲からは、概ね１３世紀代から１４世紀前半頃を主体とするが、中世土師器など
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には１５世紀代に比定されるものも含まれ、やや時期幅を有する土器組成を示すと言えよう。②中世土

師器の比率は高めであるが、方形区画と自然流路内に多い。③珠洲は建物群周辺に分布する傾向があ

るが、方形区画内での出土は少ない。④供膳具：調理・貯蔵具＝７６：２４となる。

〈C５地区〉

種類別：中世土師器１１６７点（８１．６％）、珠洲１３３点（９．３％）、八尾２点（０．１％）、瀬戸美濃２６点（１．８％）、

中国製陶磁器２１点（１．５％）、瓦質土器３点（０．２％）、土製品７８点（５．５％）となる。

瀬戸美濃は後期の１６点、大窯段階の８点で多くを占め、中期は２点に止まる。中国は龍泉窯系青磁

が１３点あり、その内１０点が大宰府�類あるいはそれ以降となる。�類は確認されず、�類が２点、�

類が１点ある。また、黒釉天目茶碗が５点で、C地区出土の過半を占める。土製品の内、７７点は羽口

で、この点数はC地区出土の羽口総点数では約８割を占める。

供膳具：中世土師器９６．４％、瀬戸美濃１．９％、中国１．７％で構成され、中世土師器が卓越する。

調理具・貯蔵具：珠洲が９８．５％を占める。八尾はごくわずかであるが、完形の甕が１点出土している。

調理具：貯蔵具＝３８：６２となる。

分布：調査区南東に密集した土坑群があり、その周辺を溝が区画している。各遺物もこれらの範囲内

に多く分布する傾向がある。特に中世土師器では顕著に現われている。八尾については出土量がわず

かで、傾向は窺えない。羽口と鉄滓は調査区中央と調査区南東側にまとまりがあり、同様の分布傾向

を示す。接合関係は遺物が多い範囲の中で完結し、あまり広がりを持たない傾向にある。

特徴：①中世土師器の出土多く、特に密集する土坑群周辺での出土が目立つ。②施釉陶磁器では１５世

紀代以降が多く、時期を比定しうる中世土師器でも同様の傾向がある。概して１５～１６世紀代の土器組

成を示すものと考えられるが、当該期の建物は無く、集落でのそれを示すものではない。一部の遺構

は墓壙である可能性があるが、鉄滓・羽口の出土など他の要素も含んでおり、性格は判然とし難い。

③供膳具：調理・貯蔵具＝９０：１０の比率で、供膳具の比率が極めて高い。

〈C６地区〉

種類別：中世土師器１３１点（４４．２％）、珠洲１５４点（５１．９％）、八尾１点（０．３％）、瀬戸美濃１点（０．３％）、

中国製陶磁器６点（２．０％）、土製品４点（１．３％）となる。

中世土師器の割合が、比較的少なく、珠洲の比率が高い。瀬戸美濃は後期が１点のみある。中国で

は龍泉窯系青磁が５点、白磁が１点あり、前者は大宰府�類もしくはそれ以降が主体となる。また、

龍泉窯系青磁に含まれる盤１点は、いわゆる太鼓胴状を呈する器形で、�類もしくはそれ以降となる。

供膳具：中世土師器９４．９％、瀬戸美濃０．７％、中国４．３％で構成され、中世土師器が卓越する。

調理具・貯蔵具：珠洲が９９．４％とほとんどを占める。調理具：貯蔵具＝３１：６９となる。

分布：いずれの遺物も調査区北東の建物群と、南東の土坑群の周辺に分布する傾向がある。接合関係

では建物周辺では狭い範囲で完結するが、土坑群では広範囲に接合線が延びる。

特徴：①珠洲の比率が高く、規模の大きい建物群周辺の分布が目立つ。②施釉陶磁器は１４世紀以降が

主体となるが、珠洲は�２期や�期も確認され、全体としては１３～１４世紀代の組成を概ね示すと考え

られる。③供膳具：調理・貯蔵具＝４７：５３で、ほぼ同数となる。

〈C７地区〉

種類別：中世土師器３１６４点（８０．６％）、珠洲５６７点（１４．４％）、八尾３７点（０．９％）、越前４点（０．１％）、

瀬戸美濃８１点（２．１％）、中国製陶磁器４５点（１．１％）、瓦質土器２５点（０．６％）、土製品６点（０．２％）と

なる。
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中世土師器の比率が高い。地区内での瀬戸美濃や中国の割合は少ない。しかし、C地区全体で出土

した瀬戸美濃の約４７％、中国の約２３％がC７地区からの出土となる。また、越前として集計した点数

は、越前の擂鉢を模倣した土師質の土器である。瀬戸美濃は前期が２点、中期が２３点、後期が４７点、

大窯段階９点からなる。後期から大窯段階の碗類が２５点と多い。しかし、皿類が２０点、壺類が１７点と

一定量ある。また、壺類は中期のものがほとんどで、他の器種よりも時期が古い傾向にある。その他

の器種には花瓶が１０点、香炉５点、盤類２点、水注２点があり、水注が中期となる以外は後期に相当

する。中国は龍泉窯系青磁が２９点と多い。大宰府�類は２点、�類は９点、�類は２点で、残る１６点

は�類もしくはそれ以降となる。白磁では森田分類 E群が３点とやや多い。また、黒釉天目茶碗も

４点あり、先に見たC５地区と当地区のみで確認される。

供膳具：中世土師器９７．３％、瀬戸美濃１．４％、中国１．３％で構成され、中世土師器が卓越する。この比

率はC５地区とほぼ同様の値となる。

調理具・貯蔵具：９９．４％を珠洲が占める。また、珠洲において壺が占める割合が約２２％と高い。調理

具：貯蔵具＝２９：７１となる。

分布：調査区内は溝で区画され、南東と南西の区画内に土坑群が形成されている。中世土師器は南西

の土坑群と調査区西端の区画溝の範囲に多くが分布する。珠洲も中世土師器と同様な傾向を示すが、

特に区画溝部分に多くが集まる。また、珠洲では壺の比率が高いことがC７地区の特徴でもあるが、

分布では明瞭な集中は認められない。瓦質土器は調査区西側の区画溝付近の分布が目立ち、その他に

は広がらず限定的である。その他の八尾、瀬戸美濃、中国は調査区北側に分布が少ない傾向はあるも

のの、散在して分布する。接合関係は調査区西側の区画溝周辺で完結するものと、そこから土坑群に

のびるものに分れる。後者においては、調査区南側の土坑群へと東西に延びる接合線が多い。

特徴：①施釉陶磁器では瀬戸美濃では後期が多いが、中期も一定量出土する。龍泉窯系青磁でも大宰

府�類もしくはそれ以降が主体となるが、�－b類も少なからず出土している。ただし、中世土師器

の様相は１５世紀以降の傾向が強く、全体としては概ね１５～１６世紀代の組成を示すと考えられる。②瀬

戸美濃・瓦質土器に花瓶・香炉が認められ、青銅製燭台の出土もある。また、土坑群には墓壙の可能

性を含むものもあり、宗教的な施設に関連する可能性がある。珠洲では底部穿孔の壺R種があり、

�２期の製品で蔵骨器の可能性もあるが、内部に骨片は認められなかった。仮に蔵骨器として容器類

が利用されていたと考えると、C７地区において珠洲壺類の出土が多い点は注目される。③供膳具：

調理・貯蔵具＝８４：１６で、供膳具の比率が高い。

〈C８地区〉

種類別：中世土師器７２点（３７．５％）、珠洲９２点（４７．９％）、八尾９点（４．７％）、瀬戸美濃８点（４．２％）、

中国製陶磁器７点（３．６％）、瓦質土器１点（０．５％）、土製品３点（１．６％）となる。

中世土師器の割合が少ない。瀬戸美濃は後期２点に対し、大窯段階が６点と多い。中国では龍泉窯

系青磁が５点と多く、その内４点は大宰府�期もしくはそれ以降となる。また、青白磁の皿は墓壙に

埋納されたもので、１１世紀後半～１２世紀代の所産と見られる。

供膳具：中世土師器８４．７％、瀬戸美濃８．２％、中国７．１％で、瀬戸美濃・中国の割合が比較的高い。

調理具・貯蔵具：９１％を珠洲が占める。調理具：貯蔵具＝３６：６４となる。

分布：溝による区画内に分布する傾向が窺える。また、珠洲は調査区西側の大型土坑内からの出土が

多く、また調査区北東の遺構が少ない範囲での分布も目立つ。全体的に遺物の出土量は少なく、明瞭

な分布傾向は捉えにくい。
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特徴：①当地区では近世以降の遺構が主体であり、中世段階の遺構はほとんど確認し得ない。施釉陶

磁器からも１５～１６世紀に主体があり、土器組成もそうした時期を示すと思われるが、遺構は明確でな

い。②供膳具：調理・貯蔵具＝４６：５４で、ほぼ同数となる。

〈C９地区〉

種類別：中世土師器７３点（２９．６％）、珠洲１３４点（５４．３％）、八尾２３点（９．３％）、瀬戸美濃９点（３．６％）、

中国製陶磁器６点（２．４％）、土製品２点（０．８％）となる。

中世土師器の比率が低く、珠洲や八尾の比率が高めである。瀬戸美濃は中期４点、後期５点となる。

中期には瓶子・水注・折縁深皿・天目茶碗、後期では卸目付大皿・水滴・花瓶・平椀・天目茶碗の器

種からなり、特的器種には集中しない。中国は白磁が４点、龍泉窯系青磁が２点となり、他の地区に

比べて白磁が多い傾向があるが、出土点数自体が少なく、明瞭な特徴とできるかは判然としない。白

磁は大宰府�－２類、�類、�類などがある。

供膳具：中世土師器８６．９％、瀬戸美濃６．０％、中国７．１％となり、瀬戸美濃の比率が比較的高い。

調理具・貯蔵具：珠洲が８５．４％、八尾は１４．６％となり、八尾の比率がやや高い。調理具：貯蔵具＝２９：

７１となる。

分布：調査区西端では珠洲を中心として、遺物の分布が多く、接合関係もその周辺で完結する。他は

調査区南部の建物群周辺を中心に散在するが少ない。ただし、中世土師器は調査区北東部にも分布が

広がり、やや径の大きい円形土坑の分布と重なる。

特徴：①施釉陶磁器では１３～１４世紀代が主体であり、時期の比定できる珠洲も同様の傾向があり、当

該期の土器組成を示すと考えられる。②中世土師器の比率が低く、珠洲・八尾の出土が目立つが、そ

の分布は建物群より後出する溝周辺に多い。隣接するC７地区からの影響と思われる。③供膳具：調

理・貯蔵具＝３５：６５で、調理・貯蔵具が多くなり、その主体は貯蔵具である。

〈C１０地区〉

種類別：中世土師器４７点（４１．６％）、珠洲４８点（４２．５％）、八尾５点（４．４％）、瀬戸美濃１点（０．９％）、

中国製陶磁器１０点（８．８％）、瓦質土器１点（０．９％）、土製品１点（０．９％）となる。

瀬戸美濃は後期の灰釉平椀が１点のみある。中国の比率は高めで、龍泉窯系青磁が８点、白磁２点

で構成される。青磁では大宰府�類が３点とやや多い。他は�－b類２点、�類１点、�類もしくは

それ以降が２点となる。白磁は大宰府�類、�－１類が各１点認められる。

供膳具：中世土師器８１．１％、瀬戸美濃１．７％、中国１７．２％となる。中国の比率が高い。

調理具・貯蔵具：９０．６％を珠洲が占める。調理具：貯蔵具＝２８：７２となる。

分布：調査区内では、北・中央・南に掘立柱建物が確認されている。南側の建物周辺は遺物分布が少

ない。他の建物についても、建物の範囲外にややまとまりがあるものの、総じて遺物分布は少なく、

顕著な傾向は見いだせない。

特徴：①施釉陶磁器では１３世紀代が主体であり、時期の比定できる珠洲も踏まえ、土器組成もその時

期の様相を示すと考えられる。②供膳具：調理・貯蔵具＝５２：４８で、ほぼ同数となる。

〈C１１地区〉

種類別：中世土師器３８点（６７．８％）、珠洲１４点（２５．０％）、八尾１点（１．８％）、瀬戸美濃３点（５．４％）

となる。瀬戸美濃はいずれも後期に相当し、卸皿・花瓶・瓶子が認められる。

供膳具：中世土師器９７．４％、瀬戸美濃２．６％で構成される。

調理具・貯蔵具：９２．９％を珠洲が占める。調理具：貯蔵具＝４３：５７となり、貯蔵具の割合が高い。
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分布：掘立柱建物の無い、調査区中央付近に分布する傾向がある。しかし、調査区は狭小で、遺物の

出土量も少なく、明瞭な分布傾向とは言い難い。

特徴：①施釉陶磁器や珠洲から１３～１５世紀代と、やや時期幅のある土器組成を示すと考えられる。ま

た、出土量も少なく、組成比率や分布の傾向を示すのにはやや不適であろう。②供膳具：調理・貯蔵

具＝７４：２６で、C地区全体の平均に近い。

〈C１３・１５地区〉

種類別：中世土師器１５５点（６９．６％）、珠洲４８点（２１．５％）、八尾３点（１．３％）、瀬戸美濃８点（３．６％）、

中国製陶磁器８点（３．６％）、土製品１点（０．４％）となる。

瀬戸美濃は前期１点、中期１点、後期３点、大窯段階３点がある。器種に明瞭な片寄りは見受けら

れない。中国は龍泉窯系青磁が６点、白磁と青白磁が各１点ある。青磁は大宰府�類もしくはそれ以

降が３点、�－２類と�－b類が各１点で構成される。

供膳具：中世土師器９３．４％、瀬戸美濃３．０％、中国３．６％で構成される。

調理具・貯蔵具：９４．０％を珠洲が占める。調理具：貯蔵具＝４０：６０となり、貯蔵具の比率が高い。

分布：調査区の東側に掘立柱建物が散在しており、遺物の分布も概ねその範囲にある。C１５地区北東

は遺構が少ない範囲だが、遺物が散在しつつも分布する。その中には、組成で比率がやや高くなった

珠洲擂鉢も含まれる。

特徴：①施釉陶磁器では１３～１５世紀の時期幅があり、時期の比定できる珠洲では�期が多くある。そ

のため、時期幅を持ちつつ、１４～１５世紀代に主体を持つ土器組成と考えられる。②調理具の比率が高

いが、分布に明瞭な特徴はない。③供膳具：調理・貯蔵具＝７７：２３で、全体の平均に近い。

〈C１４・２３地区〉

種類別：中世土師器１１９点（５７．２％）、珠洲６６点（３１．７％）、八尾１１点（５．３％）、瀬戸美濃６点（２．９％）、

中国製陶磁器５点（２．４％）、土製品１点（０．５％）となる。

瀬戸美濃は後期３点、大窯段階１点の他、登窯期の所産が２点も含めている。後期には皿類の他、

筒型容器も認められる。中国は龍泉窯系青磁３点、白磁２点からなる。青磁はいずれも大宰府�類以

降で、白磁で時期が明確なのは森田分類D群が１点ある。

供膳具：中世土師器９１．６％、瀬戸美濃４．６％、中国３．８％で構成される。

調理具・貯蔵具：珠洲が８５．７％、八尾が１４．３％で構成され、八尾の比率が比較的高めである。調理具：

貯蔵具＝３３：６７となる。

分布：調査区内では北東と南西に掘立柱建物が確認されている。遺物分布の全体的な傾向は調査区の

東側で少ない。中世土師器は調査区南西に多くがある。その他は、調査区東側を除いた範囲に散在す

る。組成では八尾の比率がやや高いが、分布では明瞭な傾向は認められない。

特徴：①施釉陶磁器では１５世紀代が主体となるが、時期の比定できる珠洲や中世土師器を含めると、

１４～１６世紀代の時期幅を有する。当地区では近世以降の遺構・遺物が多く、中世段階の遺構や包含層

も大きく攪乱されている部分もある。そのため、中世の遺構・遺物の様相は不明瞭な点も多い。②供

膳具：調理・貯蔵具＝６３：３７で、平均より供膳具がやや少ない。

〈C１６地区〉

種類別：中世土師器８７点（４２．４％）、珠洲８５点（４１．５％）、八尾１３点（６．３％）、瀬戸美濃２点（１．０％）、

中国製陶磁器１７点（８．３％）、土製品１点（０．５％）となる。中国製陶磁器の比率が高い。

瀬戸美濃はいずれも後期のものである。中国は龍泉窯系青磁が１４点とほとんどを占める。他に同安
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窯系青磁、白磁、染付けが各１点ある。龍泉窯系青磁は大宰府�類もしくはそれ以降が８点と主体と

なり、残りは�類が２点、�類が３点、�類が１点となる。同安窯系青磁は皿で�－２b類、白磁は

碗で�－１類であるが、染付けは小野分類B群と時期が下る。

供膳具：中世土師器８２．８％、瀬戸美濃１．０％、中国１６．２％で構成される。

調理具・貯蔵具：８６．７％が珠洲、１３．３％が八尾で構成され、八尾の比率が比較的高めである。調理具：

貯蔵具＝３０：７０となる。

分布：調査区の南東端と西端に掘立柱建物が位置しているが、その周辺での遺物分布は少ない。遺物

は全体的に散在する傾向があるが、調査区中央を南北に貫く浅い自然流路の範囲に比較的集まる。特

に珠洲・八尾は流路内の北端にまとまりがある。

特徴：①施釉陶磁器では１４～１５世紀代が主体となり、時期の比定できる珠洲でも同様の傾向がある。

しかし、それ以前の所産の遺物も一定量あり、組成にはやや時期幅があると言える。②供膳具：調理・

貯蔵具＝５２：４８で、ほぼ同数となる。

〈C１８地区〉

種類別：中世土師器４６点（４１．５％）、珠洲５１点（４５．９％）、八尾６点（５．４％）、瀬戸美濃６点（５．４％）、

中国製陶磁器１点（０．９％）、土製品１点（０．９％）となる。

瀬戸美濃の比率がやや高く、後期が４点、大窯段階と時期不明が各１点ある。後期では卸皿が３点

とやや多い。中国は龍泉窯系青磁椀が１点あり、大宰府�－２c類となる。

供膳具：中世土師器８８．５％、瀬戸美濃９．６％、中国１．９％で構成される。

調理具・貯蔵具：８９．５％が珠洲、１０．５％が八尾で構成され、八尾の比率がやや高めとなる。調理具：

貯蔵具＝４２：５８となり、貯蔵具の割合が高い。

分布：調査区南部中央に掘立柱建物が位置している。遺物の分布は建物範囲にはほとんど無く、その

周囲に散在している。八尾・瀬戸美濃・中国は調査区の西半のみに分布する。

特徴：①施釉陶磁器などからは１３～１６世紀代の期間があり、かなり時期幅のある土器組成を示すと考

えられる。②建物付近には遺物の分布が少なく、建物範囲を除く周辺での出土が多い。③供膳具：調

理・貯蔵具＝４８：５２で、ほぼ同数となる。

〈C１９地区〉

種類別：中世土師器３３点（５２．５％）、珠洲１７点（２７．０％）、八尾４点（６．３％）、瀬戸美濃４点（６．３％）、

中国製陶磁器４点（６．３％）、土製品１点（１．６％）となる。

瀬戸美濃の比率はやや高く、中期１点、後期３点からなるが、いずれも未実測の小破片である。中

国は龍泉窯系青磁椀のみで、大宰府�もしくは�類以降が１点、�－b類が２点、�類が１点となる。

供膳具：中世土師器８６．９％、瀬戸美濃２．６％、中国１０．５％で構成される。

調理具・貯蔵具：これらは８１％が珠洲、１９％が八尾で構成され、八尾の比率が比較的高い。調理具：

貯蔵具＝４８：５２となり、ほぼ同程度の割合を示す。

分布：調査区中央部の東側に掘立柱建物が位置している。遺物の分布は、建物範囲を避けつつ、調査

区北側に広がる。但し、瀬戸美濃・中国では、他の遺物が少ない調査区南西側に散在する。

特徴：①施釉陶磁器と時期の比定できる珠洲からは、１４～１５世紀代に主体を持つ土器組成であると考

えられる。②八尾の比率が高く、全体的に調理具の比率が高い。しかし、分布からは建物との関連な

どの特徴は看取できず、その成因は明らかでない。③供膳具：調理・貯蔵具＝６４：３６となる。

〈C２０地区〉
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種類別：中世土師器９８点（２０．０％）、珠洲１９９点（４０．８％）、八尾１５６点（３１．９％）、瀬戸美濃４点（０．８％）、

中国製陶磁器２５点（５．１％）、土製品７点（１．４％）となる。

中世土師器が少なく、八尾の比率がかなり高い。瀬戸美濃は中期１点、後期１点、大窯段階２点か

らなる。いずれも皿類となる。中国は龍泉窯系青磁２０点、青白磁１点、白磁４点となる。青磁は１９点

が椀で、大宰府�類あるいはその可能性があるものが３点、�－b類が９点、�類もしくはその可能

性があるものが６点、�類以降が２点で構成される。�類や�類と見られるものが他の地区よりも目

立つ。

供膳具：中世土師器７７．８％、瀬戸美濃３．２％、中国１９．０％で構成され、中国の比率が高い。

調理具・貯蔵具：５６．１％が珠洲、４３．９％が八尾となり、八尾の比率がC地区の中で最も高い。また、

珠洲の６１．８％は擂鉢、八尾の９６．８％は甕が占める。甕・壺の破片数を珠洲と八尾で比較すると、珠洲：

八尾＝１：２となる。調理具は珠洲、貯蔵具は八尾が主体となる。調理具：貯蔵具＝３６：６４となり、

この比率はC地区の平均値に近い。

分布：調査区西端と南西側に掘立柱建物が位置し、それらの範囲を避けつつ遺物は分布する。珠洲と

八尾の分布は概ね共通し、建物に隣接する大型土坑付近に集まる傾向がある。但し、珠洲には調査区

南西の建物範囲内にまとまりがある。接合関係では珠洲が建物群北側の土坑群周辺で完結するものが

多いのに対し、八尾ではその範囲より北側に接合で東西方向に延びる接合線が目立つ。中国は調査区

の南側と北側に分れて分布する。瀬戸美濃の出土量は少ないが、中国と同様な分布傾向を示す。

特徴：①施釉陶磁器では１３世紀代が主体となり、時期の比定できる珠洲も含めその時期を主体とする

土器組成を示すものと考えられる。②供膳具：調理・貯蔵具＝２６：７４で、調理・貯蔵具が多い。③八

尾は貯蔵具、珠洲は調理具で主体となり、種類により用途が分れる。

〈C２１地区〉

種類別：中世土師器１２点（３４．３％）、珠洲２０点（５７．１％）、八尾３点（８．６％）となる。

供膳具：中世土師器１００％で構成される。

調理具・貯蔵具：８６．４％を珠洲が占める。調理具：貯蔵具＝３２：６８となる。

分布：組成では珠洲の比率が高いことが特徴となるが、分布では明確な傾向は認められない。

特徴：①珠洲や中世土師器から１５世紀代を主体とする組成と考えられる。しかし、遺構・遺物ともに

少なく、居住域外でのあり方を示すと思われる。②建物が無く、遺構も少ない状況で、貯蔵具を主体

とする珠洲の出土が一定量ある。③供膳具：調理・貯蔵具＝３５：６５で、調理・貯蔵具が多い。

〈C２２地区〉

種類別：中世土師器３点（１５．８％）、珠洲１３点（６８．４％）、八尾１点（５．３％）、瀬戸美濃２点（１０．５％）

となる。瀬戸美濃は中期１点、後期１点からなる。

供膳具：中世土師器７５．０％、瀬戸美濃２５．０％で構成される。

調理具・貯蔵具：９２．３％を珠洲が占める。調理具：貯蔵具＝３０：７０となる。

分布：調査区北東の建物周辺に遺物の分布はほとんど無く、調査区の南側に散在する。

特徴：①施釉陶磁器から１４～１５世紀代の組成を示すと考えられる。②供膳具：調理・貯蔵具＝２４：７６

で、調理・貯蔵具が多い。

C まとめ

以上の様に、C地区全体および各地区での土器組成・分布について見てきた。全体の様相は、施釉

陶磁器や珠洲などから、かなり長期間の累積の結果であると考えられる。また、遺構変遷で示したよ
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うに、地区や時期によって建物群の有無や地区の性格などに違いがある。こうした様々な要素が混在

しているため、組成や分布などの傾向を端的に示すことは難しい。ここでは、施釉陶磁器などの土器

様相や遺構変遷の結果も踏まえ、主体となる時期を区分して整理しておきたい。さらに、特徴的な種

類・器種、分布・接合状況についても示し、まとめとしておきたい。

１３～１４世紀代ではC６、１０、２０地区が挙げられる。C２・３・４、９地区も当該期に主体を持つが、

C２・３・４では１５世紀代以降の要素が多く含まれ、C９地区では珠洲・八尾・施釉陶磁器にC７地

区からの影響が窺える。このため、ここではC６、１０、２０地区の土器組成を当該期の事例として扱っ

ておく。

種類別の構成からは大きく二つに大別される。一つはC６、１０地区のように中世土師器と珠洲が約

４～５割と拮抗しつつ構成の主体となる。これにより供膳具：調理・貯蔵具はおおむね５０：５０の比率

を示す。しかし、C１０地区では八尾や中国製陶磁器の比率がやや高く、相違点もある。もう一つは、

C２０地区のように中世土師器の比率が低く、珠洲と八尾が高くなる。その結果、供膳具：調理・貯蔵

具＝２６：７４となり、調理・貯蔵具が高い割合と示す。また、中国を供膳具内での構成比で見ると、C

１０地区で１７．２％、C２０地区で１９％と高い比率となり、C６地区では４．３％に止まる。逆に瀬戸美濃は種

類別・供膳具内それぞれの構成比において低い。これは瀬戸美濃が後期以降に相当するものがほとん

どで、各地区の主体の時期とずれるからであろう。

１５～１６世紀代が主体となるのはC５、７、８地区が挙げられるが、いずれも当該期の建物は確認さ

れず、居住域外での様相を示している。この他に、C１３・１５、１４・２３、１６地区も当該期が主体となり、

少数ながら建物も確認される。ここでは、中世土師器の比率が高いC５、７と、それ以外の地区に大

別してまとめておきたい。

C５、７地区では中世土師器が約８割と、極めて高い割合を占める。両地区出土の中世土師器を合

わせると、C地区全体での出土点数の約７割を占めている。このため、供膳具と調理・貯蔵具では、

両地区の平均で８７：１３と供膳具の比率が高くなる。ただし、C７地区では瀬戸美濃の器種構成が豊富

で、珠洲壺の比率が高いなどの相違点もある。当該期のC５、７地区は密集する土坑群が形成される

段階で、それらに墓壙が含まれる可能性があることは既に指摘した通りである。中世土師器の出土分

布も土坑群に重なることから、それらの供献を伴う土坑が多数作られたことが出土点数や構成比率に

反映したものと考えられる。しかし、C７地区では銅銭の埋納は無く、瀬戸美濃・瓦質土器の花瓶・

香炉や珠洲壺類の出土が目立つ。C７地区出土の珠洲壺R種に蔵骨器の可能性がある個体が含まれる

ことから、仮に蔵骨器として珠洲壺類が利用されていたとなると、両地区では葬送形態に相違点があ

ったとすることもできよう。いずれにしても、C５、C７地区での土器組成は、日常的な生活空間で

のそれを示すものではないであろう。

C８、１３・１５、１４・２３、１６地区では中世土師器と珠洲が対比を変えつつ種別構成の主体となってい

る。そうした比率の変動する要因は明確でないが、C５、７地区との違いは歴然としている。各地区

における当該期の建物数は少なく、建物群の範囲も限定的である。そのため、居住域外の要素も含ま

れていると考えられ、種別組成が変動する原因の一つかもしれない。供膳具と調理・貯蔵具の比率は、

C１３・１５地区で７７：２３となり供膳具が多く、他の地区はおおむね５０：５０と同程度となる。また、C８、

C１３・１５、C１４・２３では瀬戸美濃大窯段階の製品、C１６地区では中国の大宰府�類以降の製品を主とし

て比率が高くなる。

種類別、分布状況、接合関係などで、いくつか気づいた点を示しておきたい。
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龍泉窯系青磁では、大宰府�－b類が主体となるが、�類以降も一定量が認められた。また、C１０

地区では�類が�－b類よりもわずかに多い。B地区報告時の土器組成からは、建物群により�類の

保有状況に違いがあることが指摘されている（森２００７）。C１０地区は同時期の他の地区よりも中国製

陶磁器の比率が高く、他の建物群との関係を考える上で注目される。

瀬戸美濃は後期に相当するものが多く、椀・皿類を主体となす。その多くはC５、C７地区に集中

している。また、C７地区では瀬戸美濃に加え、瓦質土器でも花瓶・香炉等が出土しており、他の地

区よりも器種構成が豊富である。

出土分布では建物群との関連で、建物群周辺に分布するC２・３・４、２０地区と、建物周辺に遺物

がほとんど出土しないC１０地区南側やC１８地区がある。これらの地区はほぼ同時期に建物が存在して

いたと考えられるが、分布傾向は違いが認められる。建物群以外では、C５、７地区で土坑群や区画

溝などの遺構と遺物の分布が明瞭に重なることが指摘できる。逆にC１８、１９地区では遺構と遺物の分

布はあまり相関が見いだせない。

接合関係は遺物が比較的濃密に分布する範囲内で完結することが多いものの、C２・３・４地区で

は１００m離れたグリッド間での接合があるなど、遺物の動きが大きい場合もある。こうした距離をも

った接合関係は、大小の土坑群や溝の範囲を経由する傾向が窺える。おそらく、土坑・溝の掘削や埋

没に際して、土砂と共に遺物の移動も生じているためであろう。そうした場合、遺物の出土位置は二

次的に移動した場合も多分に含まれており、出土遺物から遺構の時期を比定する難しさを現している。

C２０地区では珠洲と八尾の接合線は別々の範囲に広がる。珠洲は調理具が主体で、建物群近辺に分

布・接合が多い。日常的な道具であるため、建物群との関連が強いのであろう。八尾は貯蔵具がほと

んどで、建物群周辺の珠洲よりもさらに外側での分布・接合が認められる。建物に隣接し、倉庫的な

機能が想定される大型土坑群やその北側での出土・接合であり、倉庫と貯蔵具との関連が窺われる。

供膳具と調理・貯蔵具の比率は、いくつかの類型に分れる。C５、C７地区では、９０：１０と供膳具

の比率が高い。C２・３・４、C１３・１５、C１４・２３地区などでは、７５：２５～６０：４０と供膳具が主体とな

り、全体の平均値に近い。C６、C８、C１０、C１６、C１８地区では５０：５０になり、供膳具と調理・貯蔵

具がほぼ同程度となる。C２０、C２１、C２２地区では、２５：７５と調理・貯蔵具の比率が高く、調査区域の

東側に集まる。

以上のように、C地区における土器組成や分布を見てきた。地区数も多く、時期幅のある資料であ

り、雑駁なまとめになった。しかし、一部の地区においてはある程度時期を押さえた組成として示す

ことができた。また、瀬戸美濃や中国製陶磁器は全体の中では少量であるが、小破片も含めてそれら

の時期・器種をできる限り比定することにより、地区における相違点を知ることが出来た。ここでは、

C地区での様相を示すに止め、A・B地区や他の遺跡との比較検討については、第�章にて後述する

こととする。

（青山 晃）
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表１２ 任海宮田遺跡C地区 中世出土遺物 破片数集計表（１）
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表１２ 任海宮田遺跡C地区 中世出土遺物 破片数集計表（２）
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地区 中世土師器 珠洲 八尾 越前 瀬戸美濃 中国製陶磁器 瓦質土器 土製品 合計
C地区 ６２６１ １９２８ ３０５ ４ １７３ １９６ ３０ １０９ ９００６ 破片数

６９．６ ２１．４ ３．４ ０．０ １．９ ２．２ ０．３ １．２ １００．０ ％
C１地区 ９１ ８ １ ０ ３ １０ ０ １ １１４ 破片数

７９．８ ７．０ ０．９ ０．０ ２．６ ８．８ ０．０ ０．９ １００．０ ％
C２・３・４地区 ９２５ ２７９ ２９ ０ ９ ３１ ０ ２ １２７５ 破片数

７２．５ ２１．９ ２．３ ０．０ ０．７ ２．４ ０．０ ０．２ １００．０ ％
C５地区 １１６７ １３３ ２ ０ ２６ ２１ ３ ７８ １４３０ 破片数

８１．６ ９．３ ０．１ ０．０ １．８ １．５ ０．２ ５．５ １００．０ ％
C６地区 １３１ １５４ １ ０ １ ６ ０ ４ ２９７ 破片数

４４．２ ５１．９ ０．３ ０．０ ０．３ ２．０ ０．０ １．３ １００．０ ％
C７地区 ３１６４ ５６７ ３７ ４ ８１ ４５ ２５ ６ ３９２９ 破片数

８０．６ １４．４ ０．９ ０．１ ２．１ １．１ ０．６ ０．２ １００．０ ％
C８地区 ７２ ９２ ９ ０ ８ ７ １ ３ １９２ 破片数

３７．５ ４７．９ ４．７ ０．０ ４．２ ３．６ ０．５ １．６ １００．０ ％
C９地区 ７３ １３４ ２３ ０ ９ ６ ０ ２ ２４７ 破片数

２９．６ ５４．３ ９．３ ０．０ ３．６ ２．４ ０．０ ０．８ １００．０ ％
C１０地区 ４７ ４８ ５ ０ １ １０ １ １ １１３ 破片数

４１．６ ４２．５ ４．４ ０．０ ０．９ ８．８ ０．９ ０．９ １００．０ ％
C１１地区 ３８ １４ １ ０ ３ ０ ０ ０ ５６ 破片数

６７．８ ２５．０ １．８ ０．０ ５．４ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０ ％
C１３・１５地区 １５５ ４８ ３ ０ ８ ８ ０ １ ２２３ 破片数

６９．６ ２１．５ １．３ ０．０ ３．６ ３．６ ０．０ ０．４ １００．０ ％
C１４・２３地区 １１９ ６６ １１ ０ ６ ５ ０ １ ２０８ 破片数

５７．２ ３１．７ ５．３ ０．０ ２．９ ２．４ ０．０ ０．５ １００．０ ％
C１６地区 ８７ ８５ １３ ０ ２ １７ ０ １ ２０５ 破片数

４２．４ ４１．５ ６．３ ０．０ １．０ ８．３ ０．０ ０．５ １００．０ ％
C１８地区 ４６ ５１ ６ ０ ６ １ ０ １ １１１ 破片数

４１．５ ４５．９ ５．４ ０．０ ５．４ ０．９ ０．０ ０．９ １００．０ ％
C１９地区 ３３ １７ ４ ０ ４ ４ ０ １ ６３ 破片数

５２．５ ２７．０ ６．３ ０．０ ６．３ ６．３ ０．０ １．６ １００．０ ％
C２０地区 ９８ １９９ １５６ ０ ４ ２５ ０ ７ ４８９ 破片数

２０．０ ４０．８ ３１．９ ０．０ ０．８ ５．１ ０．０ １．４ １００．０ ％
C２１地区 １２ ２０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３５ 破片数

３４．３ ５７．１ ８．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０ ％
C２２地区 ３ １３ １ ０ ２ ０ ０ ０ １９ 破片数

１５．８ ６８．４ ５．３ ０．０ １０．５ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０ ％

第４０図 任海宮田遺跡C地区中世土器・陶磁器組成

189



地区 C１ C２・３・４ C５ C６ C７ C８ C９ C１０ C１１ C１３・１５ C１４・２３ C１６ C１８ C１９ C２０ C２１ C２２ C地区全体
擂鉢 ２ １３２ ５１ ４８ １７４ ３４ ４４ １５ ６ ２０ ２５ ２６ ２４ １０ １２３ ７ ４ ７４５ 破片数

２８．６ ４８．４ ３８．３ ３１．２ ３０．７ ３７．４ ３２．８ ３１．３ ４６．１ ４２．５ ３７．９ ３０．６ ４７．０ ５８．８ ６１．９ ３６．８ ３３．３ ３８．９ ％
甕 ４ １０９ ７３ ８７ ２７０ ５５ ８０ ２５ ５ ２０ ３９ ４７ １９ ７ ５８ ９ ４ ９１１ 破片数

５７．１ ３９．９ ５４．９ ５６．５ ４７．６ ６０．４ ５９．７ ５２．０ ３８．５ ４２．６ ５９．１ ５５．３ ３７．３ ４１．２ ２９．１ ４７．４ ３３．３ ４７．５ ％
壺 １ ３２ ９ １９ １２３ ２ １０ ８ ２ ７ ２ １２ ８ ０ １８ ３ ４ ２６０ 破片数

１４．３ １１．７ ６．８ １２．３ ２１．７ ２．２ ７．５ １６．７ １５．４ １４．９ ３．０ １４．１ １５．７ ０．０ ９．０ １５．８ ３３．３ １３．６ ％
合計 ７ ２７３ １３３ １５４ ５６７ ９１ １３４ ４８ １３ ４７ ６６ ８５ ５１ １７ １９９ １９ １２ １９１６ 破片数

地区 C１ C２・３・４ C５ C６ C７ C８ C９ C１０ C１１ C１３・１５ C１４・２３ C１６ C１８ C１９ C２０ C２１ C２２ C地区全体
擂鉢 ０ ５ ０ ０ ３ ２ １ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ４ ０ ０ １８ 破片数

０．０ １７．２ ０．０ ０．０ ８．１ ２２．２ ４．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２３．１ ０．０ ０．０ ２．６ ０．０ ０．０ ５．９ ％
甕 １ ２０ ２ １ ３３ ７ ２２ ５ １ ３ １１ １０ ５ ４ １５１ ２ １ ２７９ 破片数

１００．０ ６９．０ １００．０ １００．０ ８９．２ ７７．８ ９５．７ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ ７６．９ ８３．３ １００．０ ９６．８ ６６．７ １００．０ ９１．５ ％
壺 ０ ４ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ ８ 破片数

０．０ １３．８ ０．０ ０．０ ２．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １６．７ ０．０ ０．６ ３３．３ ０．０ ２．６ ％
合計 １ ２９ ２ １ ３７ ９ ２３ ５ １ ３ １１ １３ ６ ４ １５６ ３ １ ３０５ 破片数

地区 C１ C２・３・４ C５ C６ C７ C８ C９ C１０ C１１ C１３・１５ C１４・２３ C１６ C１８ C１９ C２０ C２１ C２２ C地区全体
合計点数 １１４ １２７５ １４３０ ２９７ ３９２９ １９２ ２４７ １１３ ５６ ２２３ ２０８ ２０５ １１１ ６３ ４８９ ３５ １９ ９００６
点／㎡ ０．０２ ０．１３ １．２０ ０．１７ １．９０ ０．０８ ０．２７ ０．０４ ０．１０ ０．１１ ０．１２ ０．０８ ０．０７ ０．０７ ０．４１ ０．１３ ０．０３ ０．２４

第４１図 珠洲・八尾器種別組成

第４２図 地区別中世土器・陶磁器出土率
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地区 中世土師器 瀬戸美濃 中国製陶磁器 合計
C１ ９１ ３ １０ １０４ 破片数

８７．５ ２．９ ９．６ １００．０ ％
C２・３・４ ９２５ ７ ２９ ９６１ 破片数

９６．３ ０．７ ３．０ １００．０ ％
C５ １１６７ ２３ ２１ １２１１ 破片数

９６．４ １．９ １．７ １００．０ ％
C６ １３１ １ ６ １３８ 破片数

９４．９ ０．７ ４．３ １００．０ ％
C７ ３１６４ ４５ ４３ ３２５２ 破片数

９７．３ １．４ １．３ １００．０ ％
C８ ７２ ７ ６ ８５ 破片数

８４．７ ８．２ ７．１ １００．０ ％
C９ ７３ ５ ６ ８４ 破片数

８６．９ ６．０ ７．１ １００．０ ％
C１０ ４７ １ １０ ５８ 破片数

８１．１ １．７ １７．２ １００．０ ％
C１１ ３８ １ ０ ３９ 破片数

９７．４ ２．６ ０．０ １００．０ ％
C１３・１５ １５５ ５ ６ １６６ 破片数

９３．４ ３．０ ３．６ １００．０ ％
C１４・２３ １１９ ６ ５ １３０ 破片数

９１．６ ４．６ ３．８ １００．０ ％
C１６ ８７ １ １７ １０５ 破片数

８２．８ １．０ １６．２ １００．０ ％
C１８ ４６ ５ １ ５２ 破片数

８８．５ ９．６ １．９ １００．０ ％
C１９ ３３ １ ４ ３８ 破片数

８６．９ ２．６ １０．５ １００．０ ％
C２０ ９８ ４ ２４ １２６ 破片数

７７．８ ３．２ １９．０ １００．０ ％
C２１ １２ ０ ０ １２ 破片数

１００．０ ０．０ ０．０ １００．０ ％
C２２ ３ １ ０ ４ 破片数

７５．０ ２５．０ ０．０ １００．０ ％
全体 ６２６１ １１６ １７７ ６５５４ 破片数

９５．５ １．８ ２．７ １００．０ ％

地区 珠洲 八尾 合計
C１ ７ １ ８ 破片数

８７．５ １２．５ １００．０ ％
C２・３・４ ２７３ ２９ ３０２ 破片数

９０．４ ９．６ １００．０ ％
C５ １３３ ２ １３５ 破片数

９８．５ １．５ １００．０ ％
C６ １５４ １ １５５ 破片数

９９．４ ０．６ １００．０ ％
C７ ５６７ ３７ ６０４ 破片数

９３．９ ６．１ １００．０ ％
C８ ９１ ９ １００ 破片数

９１．０ ９．０ １００．０ ％
C９ １３４ ２３ １５７ 破片数

８５．４ １４．６ １００．０ ％
C１０ ４８ ５ ５３ 破片数

９０．６ ９．４ １００．０ ％
C１１ １３ １ １４ 破片数

９２．９ ７．１ １００．０ ％
C１３・１５ ４７ ３ ５０ 破片数

９４．０ ６．０ １００．０ ％
C１４・２３ ６６ １１ ７７ 破片数

８５．７ １４．３ １００．０ ％
C１６ ８５ １３ ９８ 破片数

８６．７ １３．３ １００．０ ％
C１８ ５１ ６ ５７ 破片数

８９．５ １０．５ １００．０ ％
C１９ １７ ４ ２１ 破片数

８１．０ １９．０ １００．０ ％
C２０ １９９ １５６ ３５５ 破片数

５６．１ ４３．９ １００．０ ％
C２１ １９ ３ ２２ 破片数

８６．４ １３．６ １００．０ ％
C２２ １２ １ １３ 破片数

９２．３ ７．７ １００．０ ％
全体 １９１６ ３０５ ２２２１ 破片数

８６．３ １３．７ １００．０ ％

地区 供膳具 調理・貯蔵具 合計
C１ １０４ ８ １１２ 破片数

９３ ７ １００ ％
C２・３・４ ９６１ ３０２ １２６３ 破片数

７６ ２４ １００ ％
C５ １２１１ １３５ １３４６ 破片数

９０ １０ １００ ％
C６ １３８ １５５ ２９３ 破片数

４７ ５３ １００ ％
C７ ３２５２ ６０４ ３８５６ 破片数

８４ １６ １００ ％
C８ ８５ １００ １８５ 破片数

４６ ５４ １００ ％
C９ ８４ １５７ ２４１ 破片数

３５ ６５ １００ ％
C１０ ５８ ５３ １１１ 破片数

５２ ４８ １００ ％
C１１ ３９ １４ ５３ 破片数

７４ ２６ １００ ％
C１３・１５ １６６ ５０ ２１６ 破片数

７７ ２３ １００ ％
C１４・２３ １３０ ７７ ２０７ 破片数

６３ ３７ １００ ％
C１６ １０５ ９８ ２０３ 破片数

５２ ４８ １００ ％
C１８ ５２ ５７ １０９ 破片数

４８ ５２ １００ ％
C１９ ３８ ２１ ５９ 破片数

６４ ３６ １００ ％
C２０ １２６ ３５５ ４８１ 破片数

２６ ７４ １００ ％
C２１ １２ ２２ ３４ 破片数

３５ ６５ １００ ％
C２２ ４ １３ １７ 破片数

２４ ７６ １００ ％
全体 ６５５４ ２２２１ ８７７５ 破片数

７５ ２５ １００ ％

地区 調理 貯蔵 合計
C１ ２ ６ ８ 破片数

２５ ７５ １００ ％
C２・３・４ １３７ １６５ ３０２ 破片数

４５ ５５ １００ ％
C５ ５１ ８４ １３５ 破片数

３８ ６２ １００ ％
C６ ４８ １０７ １５５ 破片数

３１ ６９ １００ ％
C７ １７７ ４２７ ６０４ 破片数

２９ ７１ １００ ％
C８ ３６ ６４ １００ 破片数

３６ ６４ １００ ％
C９ ４５ １１２ １５７ 破片数

２９ ７１ １００ ％
C１０ １５ ３８ ５３ 破片数

２８ ７２ １００ ％
C１１ ６ ８ １４ 破片数

４３ ５７ １００ ％
C１３・１５ ２０ ３０ ５０ 破片数

４０ ６０ １００ ％
C１４・２３ ２５ ５２ ７７ 破片数

３２ ６８ １００ ％
C１６ ２９ ６９ ９８ 破片数

３０ ７０ １００ ％
C１８ ２４ ３３ ５７ 破片数

４２ ５８ １００ ％
C１９ １０ １１ ２１ 破片数

４８ ５２ １００ ％
C２０ １２７ ２２８ ３５５ 破片数

３６ ６４ １００ ％
C２１ ７ １５ ２２ 破片数

３２ ６８ １００ ％
C２２ ４ ９ １３ 破片数

３１ ６９ １００ ％
全体 ７６３ １４５８ ２２２１ 破片数

３４ ６６ １００ ％

表１４ 調理具・貯蔵具の種類別比率表１３ 供膳具の種類別比率

表１５ 食膳具と調理・貯蔵具の対比率 表１６ 調理具と貯蔵具の比率
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表１７ 中国製陶磁器・瀬戸美濃一覧表
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４０m０

第４３図 C２・３・４地区中世出土分布図（１）

193



中世土師器
皿

１～５

６～１０

１１～

４０m０

第４４図 C２・３・４地区中世出土分布図（２）
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珠洲
甕 擂鉢 壺

１～５

６～１０

４０m０

第４５図 C２・３・４地区中世出土分布図（３）
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八尾
甕 擂鉢 壺

１～５

４０m０

第４６図 C２・３・４地区中世出土分布図（４）
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３５０３

瀬戸美濃 中国製陶磁器２１１０

２０９７ 灰釉 青磁 白磁 青白磁３５７２
２１０６ １～５

２１０８
２１０７

２１０９ ２０９５

２１０７
３５０２ ２０９９
２１０３

２０６３

２０６４
２１００
３５７３ ２０６５

２０６６
２０４７

２０９４
３５６３

３５７１

２１０２ ２０１９
３５６５

２１１１
３５６９２０９８ ３５６６

２０３２

３５６８３５７０ ２１０４

２１０１

２０６２

３５６７

３５６４
２１０５２０９６

４０m０

第４７図 C２・３・４地区中世出土分布図（５）
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中世土師器
皿

１～５

６～１０

１１～
３０m０

珠洲
羽口 鉄滓（重量別：g）甕 擂鉢 壺 八尾甕

～９９１～５

１００～４９９

５００～

３５７４

２１４２

３５１２ ３５０７２２７４
３５０５ ３５１３

２２７７ ３５７６
２２７５

２３３１
３５０６

２３３７
３５０８

２３３３２１６７
２１７０
３５１０

３５７９ ３５７８
２３４０２２７６ ３５７５３５１１ ３５１５

２３３２２３３８ ３５７７
２３３４２２１４ ３５８５ ３５８０２３３６

２１８７２２０３２２２３

中国製陶磁器瀬戸美濃 ３５０９

２２１０青磁 白磁 黒釉 染付灰釉 鉄釉

２３３５

第４８図 C５地区中世出土分布図
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中世土師器
皿

１～５

６～１０

１１～
３０m０

３５８７３５８６

２４１６

３５１４

２３８６
２３８７

珠洲 瀬戸美濃 中国製陶磁器
甕 擂鉢 壺 八尾甕 灰釉 青磁 白磁

１～５ １～５

６～１０

第４９図 C６地区中世出土分布図
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中世土師器
皿

１～５

６～１０３０m０

１１～

珠洲 八尾
甕 擂鉢 壺 瓶子 甕 擂鉢 壺

１～５１～５

６～１０

第５０図 C７地区中世出土分布図（１）
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瓦質土器

１～５

６～１０
３０m０

３５９０２６８２ ２６４１

３５３７２６８９２６１５ ２６９２３５９３ ３５１５
２６８７ ２６９６

２７００
２５８４ ３５３５

２５８５
３６０３ ３５９７ ２５９３３５１７

２６１９ ２５５３３５２９２５２７２６８５ ２５９３・３５１６
２６８３３５９９ ３５２０２５８６

２５８７
３５９１ ２６９５

３５３９・３５４１２６０２ ２６１７・２６２０
２５８９・２５９１・２７０１２５４８ ３５４６２５２３ ３５９２ ２５５２２６４２ ３５３６ ２５５１３５２８３５９８ ２６９８ ３５４２２６４３

３５３２ ２６９３ ２５９０３６０５ ２５９３ ２５２１２４５７ ３５２１２５１９ ２６８１ ２５２２
３５４５

３５２６２６１８２５８８ ２５９３２５１８ ３５１９２５４９２５８３ ３５９５ ２６９１３５３３２５９２ ２５２６・３５３４２６９９３５９４ ３５８９２５８５ ２５５０
３５２４

２５９０３５８８ ２４２８ ２５２８
２５２０ ３５４７３６０１３５９６ ２５９３ ３５２５３５４０３５２３

３５２７
２６９４
２６９７
２６９９

３５４３ ３５３０２６８４ ２６９０２６８６
３６００

２６１６ ３５２２
３５３１

中国製陶磁器 瀬戸美濃
青磁 白磁 青白磁 中国染付 黒釉

灰釉 鉄釉
１～５

１～５

第５１図 C７地区中世出土分布図（２）

201



中世土師器
皿

１～５

６～１０

３０m０

第５２図 C８地区中世出土分布図（１）
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珠洲 八尾
甕 擂鉢 壺 甕 擂鉢

１～５

６～１０

２８５１
２７５１

３５４８

２７６３ ２８１０ ２８１１
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２７９２２７６７
２７９１
２８６８

３６０６

２７８３

２８６６

瀬戸美濃 中国製陶磁器
灰釉 鉄釉 青磁 白磁 青白磁

１～５

３０m０

第５３図 C８地区中世出土分布図（２）
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中世土師器
皿

１～５

６～１０
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６～１０

１１～
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２９３９

３６０８
２９３６

２９２０
２９２１

３６０７
２９３８

２９１８

瀬戸美濃 中国製陶磁器
灰釉 鉄釉 青磁 白磁

１～５

３０m０

第５４図 C９地区中世出土分布図
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中世土師器
皿

１～５

３０m０

第５５図 C１０地区中世出土分布図（１）
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珠洲 八尾
甕 擂鉢 壺 甕

１～５

瀬戸美濃 中国製陶磁器
灰釉 青磁 白磁

１～５

３６０９ ３６１１

３６１０

３６１２ ３６１４

２９７７
２９７９２９８１

２９８０

２９６８

３０m０

第５６図 C１０地区中世出土分布図（２）
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中世土師器
皿

１～５

６～１０

珠洲
甕 擂鉢 壺

１～５

八尾
甕

１～５

３０１０

瀬戸美濃３０１１

灰釉

１～５

３０１２

３０m０

第５７図 C１１地区中世出土分布図
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中世土師器
皿

１～５

６～１０

１１～

珠洲 八尾
甕 擂鉢 壺 甕

１～５

３０m０

第５８図 C１３・１５地区中世出土分布図（１）
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３５４９
３５５１

３０４１ ３６１７

３０４７

３０４５
瀬戸美濃 中国製陶磁器

３０４８ 灰釉 鉄釉 青磁 青白磁
３０４６

１～５

３０４９

３５５２

３０４３
３６１５

３６１６

３０４２

３０m０

中世土師器
皿

１～５

６～１０

第５９図 C１３・１５地区中世出土分布図（２）
C１４・２３地区中世出土分布図（１）
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珠洲
甕 擂鉢 壺

１～５

６～１０

八尾
甕

１～５

３１６６ ３０７６

３１６３ ３１６２
３１６４

３１２８

３１６５
瀬戸美濃 中国製陶磁器
灰釉 鉄釉 青磁 白磁

１～５

３６１９ ３５５３

３６１８

３０m０

第６０図 C１４・２３地区中世出土分布図（２）
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中世土師器
皿

１～５

６～１０

３０m０

第６１図 C１６地区中世出土分布図（１）

211



珠洲 八尾
甕 擂鉢 壺 甕 鉢

１～５

６～１０

３６２１ ３２５６

３２８４ ３２８０ ３６２４

３６２０

３６２２ ３２８６

３２７９ ３２８２
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３２８３

３２８５

３２５７

瀬戸美濃 中国製陶磁器
３２４９

灰釉 鉄釉 青磁 白磁 染付

１～５３２５８

３２８１

３０m０

第６２図 C１６地区中世出土分布図（２）
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中世土師器
皿
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６～１０

珠洲 八尾
甕 擂鉢 壺

甕 壺
１～５

１～５

３３３３ ３６２５
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３３３６

瀬戸美濃 中国製陶磁器
灰釉 鉄釉 青磁

１～５

３５５０

第６３図 C１８地区中世出土分布図
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珠洲中世土師器
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１～５
１～５
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３５５５ ３５５６

３６２７
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瀬戸美濃 中国製陶磁器

甕 灰釉 青磁
１～５ １～５

３０m０

第６４図 C１９地区中世出土分布図
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中世土師器
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第６５図 C２０地区中世出土分布図
３４１５
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中世土師器 珠洲 八尾
皿 甕 擂鉢 壺 甕 壺

１～５ １～５

３４７０
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灰釉 鉄釉甕 擂鉢 壺 甕皿

１～５１～５１～５
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第６６図 C２１、C２２地区中世出土分布図
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第�章 考察

１ 任海宮田遺跡出土の古代土器分布について

はじめに
任海宮田遺跡は当財団によって平成１２年度～１５年度にかけて発掘調査を実施した。年度順にA～C

地区に大別される。平成７年度～９年度に、富山県埋蔵文化財センターが国際健康プラザ建設に伴う

発掘調査を、富山市教育委員会が市道西荒屋新保線道路改良工事に伴う発掘調査を行っている。８世

紀後半から１０世紀初頭の古代集落遺構である。周辺からは多量の土師器・須恵器の他に、墨書土器・

灰釉陶器・緑釉陶器・奈良三彩・製塩土器などがみられ、任海宮田遺跡の中でも中核的な集落の状況

が確認されている。これらの土器類について、出土地点ごとに数量を集計し、任海宮田遺跡における

出土遺物の分布傾向を検討し、若干の考察を行いたい。

（１）墨書土器の分類
墨書土器が出土した地区ごとに、器種と種類別に分けて各文字の数量を計測した。数量は、各報告

書に掲載されている土器一覧表または土器の記述から計数を行った。文字については判読可能な文字

を分類して表１・２・３に数量を示している。それ以外の？や□がついている文字は判読不明文字と

した。各文字の分布は第１図に、出土位置は総数量を第２図に●で、硯（円面硯・風字硯）を▲、石

帯を■、瓦塔を★で表示し、記号の横に数量を明示した。

A 各地区の出土傾向

当財団が調査を行ったA地区では、A１地区とA４地区を中心に古代集落遺構の分布を確認し、そ

れに伴い多数の土師器や須恵器といった土器群が出土した。墨書土器の個体数はA１地区４点、A４・

A８・A１４地区は各１点である。土器の種類は、須恵器３点、土師器４点とほぼ同数になる。識字で

きた文字はA１地区の「城長」、A８地区「山」で、集計されていないがA１地区から線刻で「成」と

記された須恵器も出土している。全地区の墨書土器総出土数が７４１点あるうち、A地区の比率は７点

（１％）と極端に少ない傾向がみられた。

B地区の集落は、掘立柱建物１２棟、礎石建物１棟、竪穴住居３６棟で構成される。建物群は、位置関

係や遺物の出土傾向から東西２グループに大別できる。西側はB１・B２・B６地区で検出した建物

で、掘立柱建物・礎石建物・竪穴住居の建物群、B１地区には大型の掘立柱建物、B６地区に９世紀

後半の土師器焼成遺構があり、�期～�期が該当する。東側はB１２・B１３地区の竪穴住居のみの建物

群で、�期～�期と考えられる。東西建物間で存続時期に差異があり、墨書土器の出土傾向について

も、集団間の差が認められた。

墨書土器はB地区全体で３３５点確認している。このうち判読可能文字は１７６点である。西側地区で

の総数は２９２点で、多数出土した文字は「成」が８６点（３０％）、「平」が４２点（１４％）である。「成」は

主にB６地区で集中的に出土し、種類は須恵器４１点（４８％）、赤彩土師器２０点（２３％）、土師器１９点（２２％）、

黒色土器６点（７％）である。「平」の種類は土師器２４点（５７％）、須恵器１４点（３３％）、赤彩土師器

４点（１０％）で土師器が半数を占める。東側地区の総数は４３点で西側より少ない。１０点以上出土した

のは「貳」１３点（３０％）である。「貳」の種類は須恵器１０点（７７％）、赤彩土師器椀A２点（１５％）、
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土師器椀A１点（８％）となる。東西両地区から出土した文字は「城長」４点で、西地区は土師器椀

A１点（２５％）、東地区は須恵器坏A・杯蓋・赤彩土師器椀A各１点（２５％）である。

器種は、杯や椀といった日用雑器に多く記されている。B地区は、西側地区は「成」の須恵器坏と

「平」の土師器椀Aが多く、東側地区は「貳」の須恵器坏の割合が高い傾向がみられた。西側地区か

ら主に出土する�・�期の文字が、「平」と「成」で建物群ごとに分かれ、東側地区は「貳」が建物

群を経営した集団を象徴する文字と考えられる。

C地区の古代集落遺構は竪穴住居５１棟、掘立柱建物１棟で構成されている。西側地区と東側地区に

大きく分かれ、東側地区は集落の密度が高い傾向にある。�期から形成された集落が、�期にかけて

も同様に推移している。�期からは減少傾向で、�期は単独の竪穴住居が散在し、掘立柱建物が伴う。

C１９・２２地区などで�～�期での竪穴住居の重複が多く、同時期内での建て替えが頻繁にあったとさ

れている。

C地区の墨書土器の総数は、２８７点で判読可能な文字は１１２点である。西側地区での総数は９６点で、

多数出土した文字は「成」２６点（２７％）となる。種類は須恵器杯A２２点（８５％）、土師器椀A２点（９％）、

土師器皿、黒色土器椀A各１点（３％）と須恵器が多い。西側から「家成」６点・「斐家成」３点・

「家」２点を確認している。東側地区での総数は１９１点で、「縄足」２３点（１３％）、「縄」１０点（６％）が

出土している。「縄足」の種類は須恵器２１点（９１％）、土師器２点（９％）、「縄」の種類は須恵器８点

（８０％）、土師器・赤彩土師器各１点（１０％）である。東側地区は「足」の６点があり、「縄足」関連

文字が主に分布している。また、器種は杯・椀といった一般的な日用雑器が墨書の対象となっている。

西側地区では、C９地区を中心とした�期の「家成」・「斐家成」・「庄」、C１０地区で�期の「成」

が多い。東側地区は、「縄足」がC２０地区を中心として、�～�期に確認される。「貳」は�期以降、

「城長」は�期となる。

富山県埋蔵文化財センターが調査をした北東部分A～O地区は、８世紀前半から１０世紀初頭に渡っ

て扇状地の開発に従事した拠点集落で、一辺３m未満の小型竪穴住居が多数確認されている。墨書

土器は、８８点で「城長」、「寅成」、「貳」などが出土している。特殊な文字は、I地区で「丈部田能古」

と人名が土師器鍋胴部外面に、L１地区では、「酒ヵ杯」と赤彩土師器椀の底部から胴部にかけて内

面に書かれている。その他に「寅」「稲村」「勿」「福」「木」「人」「稲」「富」「有成」「豊」「家」など

が出土した。種類は、須恵器５２点（６０％）、土師器３２点（３６％）、赤彩土師器・黒色土器各２点（２％）

である。富山市教育委員会が調査されたA～E地区は、西側地区と東側地区の間に位置している。竪

穴住居や掘立柱建物が調査区のほぼ中央部に集中する。出土した墨書土器は２４点で、「墾田」５点（２１％）、

「大」２点（８％）、「城長」「仁」「縄」各１点（４％）である。種類は須恵器９点（３８％）、土師器７

点（２９％）、赤彩土師器６点（２５％）、黒色土器２点（８％）で供膳具が多い傾向がみられる。その他

に、平成９年度に富山市教育委員会が試掘調査された５６Tから１２５点、その南隣のA地点から６６点出

土している。５６Tからは「城長」が５３点確認された。

B 全地区の出土傾向

全地区の種類ごとの分布傾向は、計測数７４１点のうち、須恵器４２８点（５８％）、土師器２２１点（２９％）、

赤彩土師器６４点（９％）、黒色土器２８点（４％）である。須恵器と土師器（赤彩土師器、黒色土器含

む）の数量の比率は須恵器がやや多い。最も出土比率の高い文字は「成」１１２点（１８％）、「平」４３点

（７％）で、「家成」・「斐家成」を含めて西側に集中している。東側地区では、「縄足」２４点（４％）で、

「縄」・「足」の関連文字を含め多くみられる。「貳」は２４点（３％）、「城長」が１３点（２％）みられた。
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西側地区の�・�期の文字が、「平」と「成」で建物群ごとに大きく分かれ、C１０地区で「成」が

広範囲に分布していることから、別集団であった可能性が考えられる。東側地区では、�～�期の「縄

足」・「貳」・「城長」などの文字群が出土しており、少なくとも３つの集団が集落の運営に携わっ

ていたと推測する。その中で、管理する側とされる側が存在し、B１地区の�・�期の建物群は管理

する側、B６地区は「成」の分布範囲がC１０地区まで広がっているため、管理集団の一部と考えられ

るがその中核域は別であると考えられる。東側の建物群は「貳」の分布範囲が東側から北に広がる点

や、建物構成や出土遺物の傾向から、�期では管理される側としている。（武田２００７）

また、筆記道具である硯（円面硯・風字硯など）を、各集落で確認した。図に掲載していないが、

転用硯は、B１地区８点、B２地区２点、B６地区１５点、C９・C１０地区各１点である。墨書土器が外

部からの流入ではなく、集落内で記載されていたことが考えられる。墨書土器には杯・椀といった日

用雑器が多く、これが集落の住民が土器の使用にあたって、他の土器との識別を目的として記された

か、集落または住居単位での祭祀や儀礼に際して墨書されたか判別は難しい。前者であれば日用雑器

として長期間使用され、後者の場合は祭祀の終了時に廃棄される可能性が高く、短期間の使用目的の

ケースとなる。この他にも多面的な用途が想定できるため、文字内容は問わず、客観的データとして

集落分析の一要素として位置づけておきたい。

（２）施釉陶器と製塩土器の分布
任海宮田遺跡で出土した土器の中には、灰釉陶器や緑釉陶器など搬入品の出土数も多く、当時とし

ては価値の高い品物の一つとして扱われていた。製塩土器は沿岸部周辺で製塩生産を目的としてのみ

焼かれた土器である。これらの土器類の分布状況を検討し、分類・計測を行った。数量については、

前述の墨書土器の計測の手法に従い分類して、表４に示している。出土位置は第３図に●を灰釉陶器、

▲を緑釉陶器、■を奈良三彩とし、製塩土器は第４図にドットで明示した。

A 各地区の出土傾向

財団が調査を行ったA地区では、緑釉陶器が２点、A１・A４地区から出土したのみである。全地

区緑釉陶器出土数からみた比率は９％と少ない傾向がみられる。

B地区ではB１・B４・B６地区で主に分布し、B１地区の大型掘立柱建物から灰釉陶器が多量に出

土している。時期は、黒笹９０号窯式を中心に若干折戸５３号窯式まで下るものがあるため、黒笹９０号窯

式の製品を一括購入し、その後必要に応じて逐次補充されていたとしている。また、高級品とされる

灰釉陶器の輪花椀・輪花皿・段皿などがみられず、出土した椀・皿等の食器類に使用痕が著しく認め

られることから、公的な祭祀に関連した使用と言うよりむしろ私的な場における日常的な食器として

の使用が想定されている。（内田２００１）灰釉陶器は１７０点、緑釉陶器は１３点である。灰釉陶器の器種は、

椀８１点（４７％）、皿３４点（２０％）、壺３０点（１８％）、椀 or 皿１３点（８％）、長頸壺７点（４％）、短頸壺・

広口壺各２点（１％）、小椀１点（１％）となる。椀・皿等の食器類が多く、使用痕が認められる。緑

釉陶器は１３点で、B６地区で１２点と集中的に出土している。軟質のものが多く、京都洛北産のもので

ある。器種は椀６点（４６％）、皿４点（３１％）、椀 or 皿３点（２３％）で、供膳具が中心となっている。

C地区は一括集中出土することはなく、東側地区中心に散在している。灰釉陶器は２点、緑釉陶器

椀６点、奈良三彩の火舎１点である。器種は灰釉陶器が、壺１点、瓶２点となる。B地区に比べ出土

数が少ないが、奈良三彩や鉄鉢形土師器鉢などが竪穴住居群周辺に散在するC８・C１０地区付近では、

仏教的な活動が推測される。
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富山県埋蔵文化財センターが調査を行ったC・I・L１・O地区では灰釉陶器４点、緑釉陶器２点確

認されている。器種は椀・壺・皿・水注・小瓶である。

製塩土器の総数は２６３点で、財団が調査したA地区ではA１地区から７点（３％）と全てにおいて

少ない傾向が窺える。C地区は２４点（１０％）、B地区では２２７点出土している。B６地区は１４６点（６４％）、

B１地区は７２点（３２％）、B１２地区は６点（３％）、B１３地区は３点（１％）でB６地区とB１地区の中

心的な建物群の分布と重なるように出土している。�～�期の分布状況から西側地区にある中心的な

建物群に塩を入れる容器として搬入されていたと考えられる。富山県埋蔵文化財センターが調査を行

った F・L２地区では２点富山市教育委員会が調査したB・E地区で３点確認されている。

（３）その他の出土傾向
B１地区から羽口や土錘など手工業生産に関わる遺物が出土している。特に土錘については他の建

物群に比べ３０３点と多量の樽型土錘が製塩土器と同様、調査区中央から集中して出土している。西側

の建物群は集団漁撈行為や土師器生産、鍛冶関連など手工業生産に関わっていた可能性が高い。

また各集落の周辺では石帯を確認している。B６地区から石材が蛇紋岩の巡方と、石材がマイクロ

グラニットの丸鞆、B１３地区で丸鞆、L２地区で巡方が出土し、石材は蛇紋岩である。E地区では巡

方を２点確認し、１つは材質が瑪瑙である。縦３．３～３．８cm、横３．０～３．７cmで、瑪瑙製石帯のみ縦、

横とも４．１cmと北陸地方で最大級の大きさである。これらの石帯は、形状や石質などから五位以上の

役人が保有していたと推測できる。また県内では稀な瓦塔の一部を数点確認している。集落における

仏教信仰などが窺える。

（４）まとめ
今回集計を行った任海宮田遺跡から出土している墨書土器は、７４１点、製塩土器は２６３点、施釉陶器

は２００点である。西側地区で、墨書土器３８９点（５３％）、製塩土器２２３点（８５％）、施釉陶器１８４点（９２％）

と、B１・B６地区を中心に多数出土している。東側地区は、墨書土器３５２点（４７％）、製塩土器４０点

（１５％）、施釉陶器１６点（８％）で、墨書土器がB１３地区とC１９・C２０地区に多数出土がみられた。分

布傾向からして、B１・B６地区を中心とした西側地区、B１２・B１３地区を中心とした東側地区と大き

く分かれる。特に集中している西側地区の建物群の居住者が、集落の中の有力者でB１・B６地区の

建物群が中心的施設であったと考えられる。

任海宮田遺跡は立地や成立条件から耕地開発を目的とする開墾集落であり、西側地区の建物群から

主に出土する�・�期の文字が、「平」と「成」で分かれる点や、C１０地区で「成」が広範囲に分布

していることから、別集団であったと考えられる。また製塩土器が集中しているため、西側地区に塩

を入れる容器として搬入していた可能性が高い。�～�期の「縄足」・「貳」・「城長」の文字群の

出土状況は、西側地区のような集落を管理・指導した有力者層の居住域が東側地区に複数存在し、扇

状地の開発を進め、財力を増大し富を蓄積したと思われる。そして各集落の周辺から国司クラスの役

人が保有するべき石帯が出土し、当時としては価値の高い品物の一つである猿投産の灰釉陶器や洛北

産の緑釉陶器などが、遠隔地から運ばれて来ている。在地有力層の主導下で交易・手工業生産・宗教

的活動などあらゆる営みが存在していたと推測できる。

以上大雑把な推論を重ねてきたが、集落と文字の普及など周辺地域との比較・検討を要する事項は

多く、今後の課題としていきたい。 （細辻 真澄）
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第１図 任海宮田遺跡墨書土器分布図
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表１ 墨書土器文字別集計表
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表２ 墨書土器文字別集計表
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表３ 墨書土器文字別集計表
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２ 任海宮田遺跡における中世集落の動態

はじめに
任海宮田遺跡では、今回の報告以外にも多くの調査が行なわれており、その結果として検出された

中世の建物は約２４０棟に及ぶ。建物外の遺構も多数あり、同時に大量の遺物も残された。このように、

中世の遺構・遺物は量・種類ともに多岐に渡り、その全てについて総括して述べていくことは難しい。

そのため、ここでは主要な構成要素となる建物と土器について、任海宮田遺跡での様相をまとめ、中

世集落の動態を追っていくことにしたい。

（１）中世集落の変遷
ここでは、中世における建物の分布を中心に、集落の変遷をまとめておきたい。遺跡範囲の図面上

に当財団や県埋蔵文化財センター（富山県埋蔵文化財センター１９９６・１９９７・１９９８）、富山市教育委員

会（富山市教育委員会１９９９）による主要な調査地区を配した。そこに、年代毎に建物を検出した地区

と、建物は確認されないが土坑・溝などが検出された地区を示す（第１図）。建物面積については、

時期毎の図面に建物群の分布範囲に応じた建物面積の構成を示す（第２図）。建物面積は１類：１００㎡

以上、２類：５０㎡以上１００㎡未満、３類：２５㎡以上５０㎡未満、４類：２５㎡未満に分けている。

A 建物分布と建物規模の推移

〈１３世紀代〉

遺跡全体に集落の形成が始まるのは１３世紀代頃となる。しかし、一部は１２世紀後半代に遡るため、

それらも含んでいる。この段階では、建物群の分布範囲は、西・中央・東ブロック３つの範囲に分け

られる。これらは旧河道や礫層の隆起により遺構が希薄となる部分で分断される。また、各ブロック

内も旧河道が確認されており、さらに細分される。

西ブロックでは旧河道による分断が顕著で、南北方向に長い微高地上に建物群が形成される。特に

南側のB１・３・４地区を中心に建物７０棟が分布する。規模は１・２類が多くある。

中央ブロックは他のブロックに比べ範囲が狭く、建物数も７棟と少ない。建物規模では１類はない

ものの、小型の４類を含まない。西・東ブロックに比べ、均質的な建物群構成である。

東ブロックは熊野川沿いの南北に長い範囲に多くの建物が分布する。また、それらから距離をおい

た遺跡の中央寄りでも、A３・６、B１０・１１地区からなる南北方向の建物分布範囲が認められる。こ

れらを合わせると、６３棟の建物が存在する。規模はB１２地区や L１地区（県調査地区）を中心に大型

の建物が多く、そのため東ブロックの北半に１類が多い傾向にある。また、C２０地区では４類のみと

なっているが、桁行８間で梁行不明の建物が確認されており、全体が判明すれば、かなり大型の建物

が存在していたと考えられる。

〈１４世紀代〉

西ブロックでは、建物分布は南北に分れる。北側はC２・３・４地区に３棟があり、南側との間に

も遺構の分布はあるものの、希薄である。南側には４０棟があり、A１３・１６へと建物分布を広げる。建

物規模は１・２類の比率が低くなる。北東側にあるC５・７地区では、溝による区画範囲に密集する

土坑群が、後半代に形成され始める。

中央ブロックは建物分布域が北に移る。建物は８棟、規模も１類は含まれない点など、前段階とあ

まり変化しない。
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第１図 中世遺構分布の変遷
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東ブロックでは、前段階では南北に長かった建物の分布が狭まり、建物数も２４棟と大幅に減少する。

建物規模には１類がわずかに残るが、２～４類で主に構成され、４類が半数程を占める。

〈１５世紀代〉

西ブロックでは前段階の南側分布域が継続するが、該当する地区は少なくなる。建物も９棟と少な

く、散在する傾向にある。建物規模は１類が無くなるものの、２・３類は一定量存在する。また、北

側にはC５・７地区で土坑群が継続して形成される。

中央ブロックは建物７棟と、棟数・分布ともに前段階と同様の傾向を示す。建物規模は４類のみと、

縮小する。

東ブロックではB１２地区のみで、６棟が確認されるに止まる。建物規模は１類が含まれ、前段階と

ほぼ同様の構成を維持する。また、B１２地区では台形状の区画も確認されるが、内部に建物は検出さ

れず、区画された屋敷地であったかは明かでない。

〈１６世紀代以降〉

建物は中央ブロックのみで５棟が確認されるが、いずれも近世以降の所産である。つまり、中世に

おける建物群は前段階で終息することになる。ただし、建物以外の遺構や遺物では１６世紀代と考えら

れるものが確認されている。その範囲はおおむね中央ブロック周辺とB１２地区となる。このように、

建物は確認されないものの、１６世紀代の遺構・遺物は少なからずあることから、調査区域以外での建

物の存在や、あるいは建物構造の変化によりその存在を十分把握し切れていない可能性もある。

B 集落の動態

以上のように、任海宮田遺跡では１３世紀代から遺跡全体で建物群が形成される。建物規模を踏まえ

ると、大型の建物１類を経営の中心とし、それより規模の小さい建物２～４類とともに建物群を構成

している。特にB４地区は最大面積の建物が検出されており、この地区を含んだB地区西側は建物

の密度も高いことは報告時に指摘している（青山２００７）。１４世紀代では西ブロックは南北に分断、東

ブロックは縮小化する。建物１類は東・西ブロックの一部のみにあり、全体として建物規模が小さく

なる。また、遺跡の北西にあるC５・７地区では墓壙や宗教施設に関連する様相が窺える。１５世紀代

になると、東・西ブロックの範囲はさらに狭くなる。建物棟数も多くないことから、建物が散在する

景観であったと考えられる。また、建物規模も縮小化が進み、小型の建物４類が多くを占めるように

なる。その構造はそれまでの総柱から側柱へと変化する。１６世紀代以降、近世になるまで建物は確認

されない。しかし、C５・７地区での土坑群を始めとして遺構や遺物はある程度あり、その内容は分

からない部分が多いものの、集落は存続していたものと思われる。

（２）土器組成の比較
任海宮田遺跡でのA・B・C地区の報告を通じて、中世の土器組成について示してきた。各地区で

の内容については、それぞれの報告で述べられている（中村２００６、森２００７）。ここでは、その成果と

本報告書のC地区での内容を含め、任海宮田遺跡全体での土器組成の比較を行なっておきたい。し

かし、地区によって主体となる時期が一様でない場合や、かなりの時期幅を有する場合があるなどの

問題点もある。そのため、今回は遺物の様相から概ね中世前半（１３～１４世紀）と中世後半（１５～１６世

紀）に主体を持つ地区を抽出して示しておきたい。そのため、時期を把握しきれない地区は除いてい

るため、全地区を対象としているわけではない（第３～５図）。

また中国製陶磁器・瀬戸美濃・瓦質土器について、出土地区に種類毎のシンボルを決め、出土点数
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第２図 建物規模の比較
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に応じてその大きさを変えて示す。また、中国製陶磁器と瀬戸美濃の種類・時期・器種などの構成を

主要な地区に関して示す（第６～１０図）。

A 土器組成

〈中世前半〉

A１・３・４、B１～４・６・７・１２・１３、C６・１０・２０地区を対象とした。

全体の傾向を平均値として示すと、種類別の構成では中世土師器３８．１％、珠洲４３．９％、八尾９．７％、

瀬戸美濃１．５％、中国製陶磁器６．１％、瓦質土器０．２％、その他０．５％となる。また、供膳具：調理・貯

蔵具は４６：５４である。供膳具は中世土師器：中国：瀬戸美濃＝７９：１７：４となる。調理・貯蔵具は珠

洲：八尾＝８３：１７で構成される。こうした平均値に近いのはB２・６地区である。

中世土師器がやや多いのはB４・７・１２・１３地区である。これらの地区は、先の中世集落の変遷で

見たように、中世前半を通して建物群が分布し、大型の建物１類が継続的に存在した範囲に位置して

いる。おそらく、継続的な建物群の存在により大量の土師器皿が消費されることとなり、そこに大型

の建物に居住したであろう経営主体者の介在が窺える。

中世土師器が少なく、珠洲あるいは八尾の比率が高くなる傾向が、A１・４、B１、C２０地区で認

められる。A１・４、C２０地区は熊野川沿いに位置し、特にC２０地区では倉庫的な機能が考えられる

大型竪穴状土坑が確認され、河川を利用した流通に際した物資の一時的な保管や備蓄が想定される。

B１地区では隣接するB２地区内の旧河道内で検出された柱列から、B１地区への経路となる桟橋状

の構造物が想定される。そのことから、やはり河川を利用した流通に関連が強いと考えられる。この

様な物流に関わる要素が強いことが、珠洲や八尾、つまり貯蔵具を構成する種類が多くなった要因の

一つと思われる。

中国製陶磁器の比率が高くなるのは、B１・３・４、C１０地区である。B１・３・４地区では西ブロ

ックの中でも建物群が多く確認される範囲であり、B４地区には最大面積の建物も存在する。建物規

模別の構成では、東・西ブロックに大きな相違点は認められなかったが、中国製陶磁器の保有・消費

においては、西ブロックにやや優位性が窺える。しかし、供膳具内の種類別構成での中国の比率は、

B４地区では平均値よりも少ない。先に示したように、B４地区では多量の中世土師器が出土したた

め、中国や瀬戸美濃の比率は低くなって現われたのであろう。

瀬戸美濃はいずれの地区でも少ない。これは、後述するように瀬戸美濃の時期が後期や大窯段階の

所産が多いため、中世前半を主体とする地区での出土は多くないためである。前期・中期の製品の出

土を見ると、B１・４・１２・１３、C２０地区などに認められる。

〈中世後半〉

B１２、C５・７・８・１３～１６・２３地区を対象とした。ただし、B１２地区については中世前半でも取り

上げているが、１３～１５世紀代の遺物が一定量出土しており、中世後半の様相もある程度含まれており、

参考に示しておく。

種類別構成の平均を示すと、中世土師器６０．９％、珠洲２８．９％、八尾３．２％、瀬戸美濃２．４％、中国製

陶磁器３．１％、瓦質土器０．２％、その他０．３％となる。供膳具：調理・貯蔵具は６７：３３である。供膳具

は中世土師器：中国：瀬戸美濃＝９２：５：３で構成され、中世土師器が圧倒的に多い。調理・貯蔵具

は珠洲：八尾＝９１：９となる。このように中世前半に比べ、種類別の構成では、中世土師器と瀬戸美

濃の比率が高くなり、珠洲・八尾・中国の比率は低くなる。中世土師器の比率が高くなったことによ

り、供膳具が多くなり、その中でも中世土師器が約９割を占めるようになる。また、八尾は１３～１４世
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第３図 中世前半の土器組成（１）

234



紀代の所産であり、中世後半を主体とするこれらの地区での構成比もわずかなものとなる。

中世土師器が多いのはC５・７地区で、種類別で約８割を占める。供膳具内での中世土師器：中国：

瀬戸美濃の比率は、C５地区で９８：２：２、C７地区で９８：１：１となり、中世土師器がほとんどを

占めている。C５・７地区では、出土分布で示したように密集する土坑群の範囲に中世土師器が多く

出土している。土坑群のいくつかは墓壙と考えられ、またC７地区では宗教施設に関連する可能性が

ある。こうした特性が、中世土師器が多く消費された一因と思われる。このように、C５・７地区で

は中世土師器の比率が高いため、他の種類は概して比率が低くなり、当該期の平均値を下回る傾向に

ある。そうした中、C５地区ではその他、C７地区では瓦質土器の比率は高くなる。C５地区のその他

とした種類は、ほぼ羽口で占められている。C５地区では鉄滓に出土も多く、地区内あるいは、その

周辺で金属製品の生産・加工が行なわれた可能性がある。C７地区の瓦質土器は、後述するように任

海宮田遺跡全体の中でも特に集中した出土である。その器種構成も、他の地区では火鉢を主として風

炉が加わる程度であるのに対し、C７地区では香炉や花瓶も加わっている。

他の地区ではB１２、C１３～１４・２３地区において中世土師器の比率がやや高く、逆にC８・１６地区で

は珠洲の比率が高まる。前者では建物数は多くないものの、当該期においては集落の中心的な範囲に

ある。後者ではC１６地区で建物がわずかにあるが、C８地区では建物は確認されず、共に集落の縁辺

であったと考えられる。こうした点が中世土師器の比率に変化が生じた要因の一つと思われる。また、

C１６地区では中国が８．３％と比率が高い。この中には、大宰府分類�・�類など中世前半の数量も含

まれているため、やや高くなったと考えられる。しかし、中世全般を通じ、建物群の動きが活発でな

い当地区において中国製陶磁器の出土が多くなることは、現段階では説明できない。C８地区では瀬

戸美濃の比率が高い。その時期は大窯段階の主体となり、他の地区に比べ時期が新しい傾向にある。

C８地区では近世以降の遺構・遺物が多く検出されており、近世へと移行する前段階の動きが反映さ

れているものと考えられる。

B 中国製陶磁器の分布と構成

中国製陶磁器の分布からは、B４地区で青磁・白磁・青白磁の出土が多いことが分かる。次いで、

B２・１２、C２・３・４・７・２０地区で青磁の出土が目立つ。青白磁は遺跡の東側に少なく、西側の

調査区に散在する傾向がある。黒釉の出土は少なく限定的である。染付けの出土もわずかで、中世後

半の遺構が比較的多い地区に点在する。

第４図 中世前半の土器組成（２）
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第５図 中世後半の土器組成
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種類別の構成では、青磁が主体となる傾向にあり、そのほとんどは龍泉窯系青磁が占める。それら

を分類毎に見ると、�類はB３・４・１３、C１０地区などの中世前半に建物群分布の中心となる地区に

多い。これらの地区では�類が少ない傾向にあり、�類についてはB６地区で多くを占めている。�

類はC２０地区で多いものの、全体的に少なく、明瞭な傾向は捉えにくい。�類あるいはそれ以降の上

田分類に相当するものは、C５・７地区といった中世後半に主体を持つ地区において比率が多くなる。

また、B１・１２地区のように中世前半から後半まで幅広い時期に建物群が認められる地区においても、

一定量の比率がある。

白磁については、A１・３・４地区で比率が特に高い。これらの白磁は大宰府分類�・�類を主体

としている。B３・１３地区でも白磁の比率がやや高い。この内、B３地区では器種において壺が半数

を占め、食膳具以外にも中国製陶磁器が含まれたこととなる。こうした点は近接するB２・４地区で

も認められる。また、B１３地区は先述したA１・３・４地区と近接しており、遺跡南東部分の建物群

において白磁の保有がやや高い傾向が窺える。

青白磁はB１・３地区で比率が高いものの、出土点数の合計はB４地区のそれに満たない。遺跡西

側の中でもB１・３・４地区にやや多い傾向は指摘できよう。

黒釉はC５地区で中国製陶磁器の約１／４を占めており、特徴的である。染付は出土が認められる

地区においても少なく、中世後半においてごく僅かな量が持ち込まれたと考えられる。

C 瀬戸美濃の分布と構成

B１２、C５・７地区での出土が多いことが分かる。これら地区の時期別構成を見ると、後期と大窯

期が半数以上を占めている。B１２地区では中世前半も含まれるが、C５・７地区と同様に中世後半に

も遺構の形成が認められ、後期・大窯期の製品が消費されたのであろう。また、他の地区の時期別構

成でも後期あるいは大窯期が主体的であり、瀬戸美濃の多くは中世後半の集落動態に応じてもたらさ

れたものと思われる。こうした中、B１・４・１２・１３、C２～４・７・２０地区では前・中期の製品も

確認される。これらの地区の多くでは、中世前半に建物群の形成が認められ、それにより瀬戸美濃も

用いられたと考えられる。ただし、C７地区では中世前半の建物群はなく、当該期の遺構も希薄であ

る。また、C７地区出土の前・中期の製品は壺類がほとんどを占め、特異なあり方を示す。先述した

ように、C７地区では墓壙や宗教的施設との関連が窺え、そうした性格により遺構の形成時期より古

い製品が伝世され、使用された後に廃棄された可能性がある。

D 瓦質土器の分布と構成

C７地区に多く、次いでB１２地区での出土が目立つ。また、器種に関しては、全体的に火鉢が多く

を占める。しかし、B１１・１２地区では風炉、C７地区では風炉・香炉・花瓶が確認され、器種の点か

らもB１２、C７地区が他の地区に比べて豊富となる。瓦質土器は基本的には中世後半の製品であると

考えられるが、当該期の建物群の分布範囲とは明瞭に合致する訳ではない。C７地区では墓壙・宗教

施設、B１２地区では方形区画の形成が当該期に認められ、建物群のみが確認されるような地区とは異

なる場合に、出土がやや多くなる傾向にある。B１２地区では判然としないが、C７地区の様相を踏ま

えると、一般的な居住域とは別の特異な階層との関連が想起される。

E 土器組成の特徴

以上、土器組成と施釉陶磁器などについてまとめてみた。ここでは、土器組成の変化や特徴から指

摘できるいくつかの点を示しておきたい。

①中世土師器は中世前半から後半にかけて比率を高める。そのため、供膳具の比率、供膳具内での
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